
年間授業計画

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 A 組～ Ｈ 組

教科担当者：（　Ａ、Ｅ組：　石岡　）（　Ｃ、Ｆ、Ｈ組：濱田　）（　Ｂ、Ｄ、Ｇ組：柴田　）

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・
聞 書 読

『高等学校現代の国語』（第一学習社）

城の崎にて（志賀直哉）
【知識及び技能】
・新たに得た情報を、情報を既知の
情報を参照しながら整理する。
【思考力、判断力、表現力等】
・自分の意見と人の意見を区別し、
根拠を適切に示しながら自分の意見
を表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
・読み手の存在を意識し、表現を工
夫する。

・情報の妥当性と信頼性
・推敲の方法
・意見文を書く
・作品を読みあって、相互に評価す
る。

【知識及び技能】
・新たに得た情報を情報を既知の情報と合わせ
て整理することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・自分の意見と人の意見を区別し、根拠を適切
に示しながら自分の意見を表現することができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・読み手の存在を意識し、表現を工夫しようと
している。

定期考査

〇 〇

〇 〇 1

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

国語

社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力を伸ばす。

言語感覚を磨き、言語文化の担い手として、国語を尊重しその能力の向上を図る態度を養う。

9

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思

社会生活に必要な国語について、その特質を理解し適切に使うことができるようにする。

1

【知識及び技能】
・情報を整理する方法を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
・根拠を適切に示しながら自分の意見を表現す
ることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・文章を書く際に、読み手の存在を意識して書
くことができる。

〇

〇

定期考査

定期考査

夢十夜（夏目漱石）
【知識及び技能】
・本やインターネットなどの媒体を
使って調べる方法と留意点について
理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・集めた情報を取捨選択し、説得力
のある文章を書く。
【学びに向かう力、人間性等】
・様々な媒体を使って情報を集め、
集めた情報を積極的に活用する。

・引用のルール
・出典の示し方
・小論文を書く
・小論文の内容を発表する

〇

〇

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像
したりする力を伸ばし、他者との関わりの中で
伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げた
り深めたりすることができるようにする。

〇

１
学
期

水の東西（山﨑正和）
【知識及び技能】
・評論の構成を知る。
【思考力、判断力、表現力等】
・筆者の主張と具体例を区別する。
【学びに向かう力、人間性等】
・本文の内容について、自分の経験
や既知の情報とを結び付けて考え
る。

・漢字・語彙
・評論文の読解方法

２
学
期

無彩の色（港千尋）
【知識及び技能】
・評論の構成を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・具体例を活用し、筆者の考えを理
解する。
【学びに向かう力、人間性等】
・文章のテーマについて、自分の経
験や既知の情報を理解を深める。

・漢字・語彙
・評論文の読解方法

〇 〇

〇

〇 〇

〇

〇 〇

〇

定期考査

現代の国語国語

３
学
期

〇

〇

現代の国語 2

【学びに向かう力、人間性等】

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、言
葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を
養う。

現代の国語

配当
時数

【 知　識　及　び　技　能 】

国語

定期考査 〇

合計

14

実社会に必要な国語の知識や技能を身に付ける。

羅生門（芥川龍之介）
【知識及び技能】
・情報を整理する方法を知る。
【思考力、判断力、表現力等】
・根拠を示して自分の考えを表現す
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・文章を書く際に、読み手の存在を
意識する。

・主張と根拠
・推論の方法
・テーマに沿って自分の考えをを書
く
・作品を読みあって、相互に評価す
る。

態

【知識及び技能】
・漢字の読み書き、語句の意味を理解し、　内
容理解につなげることができる。
・文章の構成を知り、情報を適切に整理するこ
とができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・筆者の主張と具体例を区別して読むことがで
きる。
【学びに向かう力、人間性等】
・本文の内容を自分の経験や既知の情報とを結
び付けて考えようとしている。

〇 〇 〇

領域
評価規準 知

〇

〇

〇

〇 〇

1

【知識及び技能】
・漢字の読み書き、語句の意味を理解し、　内
容理解につなげることができる。
・文章の構成を理解し、整理した情報を読解に
役立てることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・文中の具体例を活用し、筆者の考えを正確に
理解することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・文章のテーマについて、自分の経験や既知の
情報を理解を深めようとしている。

1

〇

【知識及び技能】
・本やインターネットなどの媒体を使って調べ
る方法と留意点について理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
・集めた情報を取捨選択し、説得力のある文章
を書くことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・様々な媒体を使って情報を集め、集めた情報
を積極的に活用しようとしている。

〇 〇

〇

1



年間授業計画

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 Ａ 組～ Ｈ 組

教科担当者：（Ａ、Ｅ、Ｇ組 濱田）（Ｂ、Ｄ組 山本）（Ｃ、Ｆ、Ｈ組 柴田）

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・
聞 書 読

14

5

近代の短歌
【知識及び技能】
・近代短歌について知る。
【思考力、判断力、表現力等】
・自分の気持ちや感じたことを短歌
で表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
・想像力を働かせて短歌を鑑賞す
る。

・伝統和歌と近代短歌
・短歌の鑑賞
・短歌の創作

○

近代の短歌
【知識及び技能】
・近代短歌について理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
・自分の気持ちや感じたことを短歌で表現する
ことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・想像力を働かせて短歌を鑑賞しようとしてい
る。

○ ○ ○ 6

近代の詩
【知識及び技能】
・詩の形式や表現の工夫について理
解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・詩を読んで感じたことを鑑賞文に
まとめる。
【学びに向かう力、人間性等】
・詩の中から優れた表現を見つけ、
味わう。

・詩の形式、表現の工夫
・鑑賞文を書く

○

【知識及び技能】
・詩の形式や表現の工夫について理解してい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
・詩を読んで感じたことを鑑賞文にまとめるこ
とができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・詩の中から優れた表現を見つけ、味わおうと
している。

○ ○ ○

1

ある人、弓射ることを習ふに
丹波に出雲といふ所あり
　　　　　　　　（徒然草）
【知識及び技能】
・隠者の文学について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・自分の身近な経験と重ね合わせて
筆者の考え方を理解する。
【学びに向かう力、人間性等】
・自分の身近な経験と重ね合わせる
ことで、古典の世界と現代との共通
点を見つける。

・随筆を読み味わう
・隠者の文学
・助動詞の活用

○

【知識及び技能】
・隠者の文学について理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
・自分の身近な経験と重ね合わせて筆者の考え
方を理解している。
【学びに向かう力、人間性等】
・自分の身近な経験と重ね合わせることで、古
典の世界と現代の共通点を見つけようとしてい
る。

○ ○ ○ 8

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

『高等学校言語文化』（第一学習社）

国語

社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力を伸ばす。

言語感覚を磨き、言語文化の担い手として、国語を尊重しその能力の向上を図る態度を養う。

9

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思

社会生活に必要な国語について、その特質を理解し適切に使うことができるようにする。

社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付け
るとともに、我が国の言語文化に対する理解を
深めることができるようにする。

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像
したりする力を伸ばし、他者との関わりの中で
伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げた
り深めたりすることができるようにする。

１
学
期

児のそら寝（宇治拾遺物語）
【知識及び技能】
・古文と現代文の違いを理解する。
・説話の特徴を知る。
【思考力、判断力、表現力等】
・作品を読み、登場人物の心情を考
える。
【学びに向かう力、人間性等】
・古文と現代文の違いを意識して作
品を読む。

・説話を読み味わう
・五十音図
・歴史的仮名遣い
・古文と現代文の違い

２
学
期

定期考査

○

定期考査
○ ○

【知識及び技能】
・歌物語について理解している。
・平安時代の生活について理解を深めることが
できている。
【思考力、判断力、表現力等】
・主語を明らかにしながら本文を読み、内容を
理解している。
【学びに向かう力、人間性等】
・登場人物の心情を考えながら作品を読もうと
している。

○

○ ○

○

○

【知識及び技能】
・漢文訓読の基本を理解し、本文を正しく音読
している。
【思考力、判断力、表現力等】
・寓話から筆者の主張を正しく読み取ることが
できる。
【学びに向かう力、人間性等】
・日本語との違いに注意しながら漢文を読み親
しもうとしている。

○ ○ ○

言語文化国語

○

言語文化 2

【学びに向かう力、人間性等】

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、我
が国の言語文化の担い手としての自覚をもち、
言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度
を養う。

言語文化

配当
時数

【 知　識　及　び　技　能 】

○

1

国語

芥川（伊勢物語）
【知識及び技能】
・歌物語について知る。
・平安時代の生活について知る。
【思考力、判断力、表現力等】
・主語を明らかにしながら本文を読
み、内容を理解する。
【学びに向かう力、人間性等】
・登場人物の心情を考えながら作品
を読む。

・歌物語を読み味わう
・平安時代の生活
・動詞の活用
・形容詞、形容動詞の活用

10

態

【知識及び技能】
・古文と現代文の違いを理解することができ
る。
・説話の特徴を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
・作品を読み、登場人物の心情を考えることが
できる。
【学びに向かう力、人間性等】
・古文と現代文の違いを意識して作品を読もう
としている。

○ ○ ○

領域
評価規準 知

故事成語
【知識及び技能】
・漢文訓読の基本を理解し、本文を
正しく音読する。
【思考力、判断力、表現力等】
・寓話から筆者の主張を正しく読み
取る。
【学びに向かう力、人間性等】
・日常使っている故事成語が漢文に
由来することに興味をもつ。

・漢文訓読の基本
・再読文字
・寓話から筆者の主張を読み取る



俳句のきまり
・俳句の鑑賞
・俳句の創作

○ ○○ ○

【知識及び技能】
・俳句のきまりを理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
・季節から感じたことを俳句で表現することが
できる。
【学びに向かう力、人間性等】
・想像力を働かせて俳句を鑑賞しようとしてい
る。

6

1

○ ○ 合計

70

14

定期考査
○ ○ 1

２
学
期

○

○

【知識及び技能】
・漢文訓読の基本を理解し、本文を正しく音読
している。
【思考力、判断力、表現力等】
・寓話から筆者の主張を正しく読み取ることが
できる。
【学びに向かう力、人間性等】
・日本語との違いに注意しながら漢文を読み親
しもうとしている。

○ ○ ○

定期考査

○ ○

【知識及び技能】
・日記文学の特徴を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
・作品に表れているものの見方や考え方を捉
え、内容を理解している。
【学びに向かう力、人間性等】
・文学としての日記について、執筆の意図を考
えようとしている。

３
学
期

近代の俳句
【知識及び技能】
・俳句のきまりを知る。
【思考力、判断力、表現力等】
・季節から感じたことを俳句で表現
する。
【学びに向かう力、人間性等】
・想像力を働かせて俳句を鑑賞す
る。

門出、帰京（土佐日記）
【知識及び技能】
・日記文学の特徴を知る。
【思考力、判断力、表現力等】
・作品に表れているものの見方や考
え方を捉え、内容を理解する。
【学びに向かう力、人間性等】
・文学としての日記について、執筆
の意図を考える。

・日記文学を読み味わう
・助動詞の活用

8

故事成語
【知識及び技能】
・漢文訓読の基本を理解し、本文を
正しく音読する。
【思考力、判断力、表現力等】
・寓話から筆者の主張を正しく読み
取る。
【学びに向かう力、人間性等】
・日常使っている故事成語が漢文に
由来することに興味をもつ。

・漢文訓読の基本
・再読文字
・寓話から筆者の主張を読み取る

○



年間授業計画

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 Ａ 組～ Ｈ 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

B 単元　近代化への胎動
【知識及び技能】 １８世紀のアジアの経済と社会を
理解する。
【思考力、判断力、表現力等】18 世紀のアジア諸国
における経済活動の特徴，アジア各地域間の関係，
アジア諸国と欧米諸国との関係などを多面的・多角
的に考察し，表現する。
【学びに向かう力、人間性等】18世紀の交易と現代
の貿易との違いについて考察し，その変化の要因を
追究する。

【知識・技能】18世紀のアジア各地域間やアジア諸国と欧米諸国の
貿易と，日本への影響について理解している。
【思考・判断・表現】「大航海時代」から「世界の一体化」へ至る交易
の意義と地域の変容について考察し，自分の言葉で表現してい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】18世紀の交易と現代の貿易との
違いについて考察し，その変化の要因を追究しようとしている。

・17世紀を含めた18世紀とその前
後の日本やアジアにおける生産と
流通，江戸幕府の４つの口や周辺
地域との貿易
・教科書　演習ノート
・一人１台端末の活用　等

〇 〇 〇 3

現代社会の地域的特色と日本及び世界の歴史の展開に関して理解するとともに、調査や諸資料から様々な
情報を適切かつ効果的にまとめる技能を身に付ける。

近現代の歴史の変化に関わる諸事象について，よりよい社会の実
現を視野に課題を主体的に追究，解決しようとする態度を養うと
ともに，多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される日
本国民としての自覚，我が国の歴史に対する愛情，他国や他国の
文化を尊重することの大切さについての自覚などを深める。

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】
近現代の歴史の変化に関わる諸事象について，世界とその中の日
本を広く相互的な視野から捉え，現代的な諸課題の形成に関わる
近現代の歴史を理解するとともに，諸資料から歴史に関する様々
な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けるように
する。

近現代の歴史の変化に関わる事象の意味や意義，特色などを，時
期や年代，推移，比較，相互の関連や現在とのつながりなどに着
目して，概念などを活用して多面的・多角的に考察したり，歴史
に見られる課題を把握し解決を視野に入れて構想したりする力
や，考察，構想したことを効果的に説明したり，それらを基に議
論したりする力を養う。

歴史総合(実教出版)

地理歴史

地理や歴史に関わる事象の意味や意義、特色や相互の関連を、概念などを活用して多面的・多角的に考察
したり、社会に見られる課題の解決に向けて構想したりする力や、考察、構想したことを効果的に説明し
たり、それらを基に議論したりする力を養う。

地理や歴史に関わる諸事象について、よりよい社会の実現のために課題を主体的に解決しようとする態度
を養うとともに、多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される我が国や他国の歴史や文化を尊重
することの大切さについての自覚を深める。

歴史総合

【 知　識　及　び　技　能 】

歴史総合

（Ａ～Ｈ組：藤井）

地理歴史 歴史総合 2

地理歴史

〇 5

6

配当
時数

１
学
期

A 単元 歴史の扉
【知識及び技能】生活や身近な地域な
どに見られる諸事象を基に，それらが日本や日本周
辺の地域及び世界の歴史とつながっていることを理
解する。
【思考力、判断力、表現力等】近代化，国際秩序の
変化や大衆化，グローバル化などの歴史の変化と
関わらせて，上記の諸事象と日本や日本周辺の地
域及び世界の歴史との関連性について考察し，表
現する。
【学びに向かう力、人間性等】歴史の扉について，よ
りよい社会の実現を視野に課題を主体的に追究す
る。

・歴史学習の動機付け
・教科書　演習ノート
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】身の回りの事象と世界の歴史がつながっていることを
理解している。
【思考・判断・表現】身の回りの事象と世界の歴史とのつながりにつ
いて考察し，自分の考えを表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】歴史の扉について，よりよい社会
の実現を視野に課題を主体的に追究しようとしている。

〇 〇 〇 1

C 単元　欧米の市民革命と「西洋の衝撃」
【知識及び技能】18 世紀後半以降の欧米の市民革
命と国民統合の動向を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】市民革命・産業革命
の影響に着目して，主題を設定し，世界と欧米諸国
との関係の変容などを多面的・多角的に考察し，表
現する。
【学びに向かう力、人間性等】市民革命や産業革命
が現代社会に与えた課題について，解決策を追究
する。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1

Ｃ 単元　欧米の市民革命と「西洋の衝撃」
【知識及び技能】産業革命と交通・通信手段の革
新，中国の開港と日本の開国などを基に，工業化と
世界市場の形成を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】産業革命の影響，中
国の開港と日本の開国の背景とその影響などに着
目して，主題を設定し，アジア諸国とその他の国や
地域の動向を比較したり，相互に関連付けたりする
などして，アジア諸国と欧米諸国との関係の変容な
どを多面的・多角的に考察し，表現する。
【学びに向かう力、人間性等】欧米諸国の進出とア
ジア諸国の変容が現代社会にどのような課題を生み
出したかについて考察し，追究する。

〇

1

Ｅ 単元　帝国主義の時代
【知識及び技能】19世紀後半以降の欧米の国民国
家形成の動向および工業化の進展が帝国主義につ
ながることを理解する。列強の進出と植民地の形
成，日清・日露戦争などを基に，列強の帝国主義政
策とアジア諸国の変容を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】国民国家の形成の背
景や影響などに着目して，主題を設定し，政治変革
の特徴，国民国家の特徴や社会の変容などを多面
的・多角的に考察し，表現する。

・19世紀から20世紀初頭にかけて
の欧米諸国の帝国主義の動き，日
本と東アジアの関係，アジア各地
域間やアジア諸国と欧米諸国の進
出
・教科書　演習ノート
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】国民国家の展開と帝国主義による世界分割や移民の
状況を理解している。
【思考・判断・表現】国民国家の形成・発展による対外戦争や差別・
抑圧，帝国主義が人類に与えた変化について考察し，自分の言葉
で表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】国民国家や帝国主義政策が現代
社会に与えた影響について，追究しようとしている。日本やアジア
諸国の変容が，現代社会にどのような課題を与えたかについて考
察し，解決策を追究しようとしている。

〇 〇 〇

〇

7

定期考査 〇

D 単元　欧米諸国と日本の国民国家形成
【知識及び技能】19世紀後半以降の欧米の国民国
家形成の動向および工業化の進展が帝国主義につ
ながることを理解する。日本の明治維新や大日本帝
国憲法の制定などを基に，立憲体制と国民国家の
形成を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】国民国家の形成の背
景や影響などに着目して，主題を設定し，政治変革
の特徴，国民国家の特徴や社会の変容などを多面
的・多角的に考察し，表現する。

・19世紀後半のヨーロッパの動き
と日本の明治政府の政策，日本と
欧米諸国の外交関係
・教科書　演習ノート
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】国民国家の展開と帝国主義による世界分割や移民の
状況を理解している。明治維新とその後の日本の変化やアジア諸
国の変容について理解している。
【思考・判断・表現】国民国家の形成・発展による対外戦争や差別・
抑圧，帝国主義が人類に与えた変化について考察し，自分の言葉
で表現している。明治維新の歴史的な意義について，現代の日本
への影響と関連付けて考察し，自分の言葉で表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】国民国家や帝国主義政策が現代
社会に与えた影響について，追究しようとしている。

〇 〇 〇 6

・18世紀とその前後のヨーロッパ
やアメリカ大陸，オスマン帝国に
おける生産と流通，アヘン戦争や
ペリー来航をはじめアジアと欧米
諸国の関係
・教科書　演習ノート
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】欧米諸国の進出によるアジア諸国の変容について理
解している。
【思考・判断・表現】アジア諸国の変容を比較したり関連付けたりし
て考察し，「西洋の衝撃」の歴史的意義について自分の言葉で表
現している。
【主体的に学習に取り組む態度】欧米諸国の進出とアジア諸国の
変容が現代社会にどのような課題を生み出したかについて考察
し，追究しようとしている。

〇 14

定期考査
〇 〇

・18世紀とその前後のヨーロッパ
やアメリカ大陸，オスマン帝国に
おける生産と流通，アヘン戦争や
ペリー来航をはじめアジアと欧米
諸国の関係
・教科書　演習ノート
・一人１台端末の活用　等

２
学
期

Ｆ 単元　第一次世界大戦と日本の対応
【知識及び技能】第一次世界大戦への経緯と展開，
戦後の欧米諸国の展開、国際協調体制を理解す
る。
【思考力、判断力、表現力等】第一次世界大戦の推
移と第一次世界大戦が大戦後の世界に与えた影
響，日本の参戦の背景と影響などに着目して，主題
を設定し，日本とその他の国や地域の動向を比較し
たり，相互に関連付けたりするなどして，第一次世界
大戦の性格と惨禍，日本とアジア及び太平洋地域
の関係について理解する。
【学びに向かう力、人間性等】勢力均衡に基づく国
際秩序と大衆の戦争参加が，現在の社会につなが
るどのような課題を生み出したのかについて考察し，
解決策について追究する。

・総力戦と第一次世界大戦後の国
際協調体制。大衆社会の形成と社
会運動の広がり
・教科書　演習ノート
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】国際関係の視点を軸に，第一次世界大戦とヴェルサ
イユ体制について理解している。
【思考・判断・表現】第一次世界大戦の総力戦体制下において，列
強の戦闘員・列強の非戦闘員・植民地や従属地域の人々がそれぞ
れどのような目的で戦争に協力したのかを考察し，自分の言葉で
表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】勢力均衡に基づく国際秩序と大
衆の戦争参加が，現在の社会につながるどのような課題を生み出
したのかについて考察し，解決策について追究しようとしている。

〇 〇

【知識・技能】市民社会と国民国家の形成，資本主義社会と国際分
業体制確立の経緯を理解している。
【思考・判断・表現】市民革命および産業革命の経緯などから，諸
改革の意義と現在社会との関わりを考察し，自分の言葉で表現し
ている。
【主体的に学習に取り組む態度】市民革命や産業革命が現代社会
に与えた課題について，解決策を追究しようとしている。

〇 〇

〇 〇



4

〇 〇 〇 3

Ｊ 単元　グローバル化と現代世界
【知識及び技能】現代的な諸課題の形成に関わる国
際秩序の変化や大衆化の歴史を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】事象の背景や原因，
結果や影響などに着目して，日本とその他の国や地
域の動向を比較したり，相互に関連付けたりするな
どして，主題について多面的・多角的に考察
し表現している。
【学びに向かう力、人間性等】グローバル化のもとで
の私たちについて，よりよい社会の実現を視野に課
題を主体的に追究しようとしている。

【知識・技能】冷戦終結の過程とグローバル化の特質について理解
している。
【思考・判断・表現】グローバル化の進展や地域統合，ナショナリズ
ムの強化について各地域を比較して考察し，その特質や問題点を
自分の言葉で表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】冷戦の終結とグローバル化の進
展がどのような課題を生み出したのかについて考察し，解決策につ
いて追究しようとしている。

・歴史的経緯を踏まえた現代的な
諸課題
・教科書　演習ノート
・一人１台端末の活用　等

Ｉ 単元　多極化する世界
【知識及び技能】ベトナム戦争によりアメリカ合衆国
が揺れるなか、日米経済摩擦や他の東・東南アジア
諸国の経済成長およびイスラーム世界の変革があっ
たことについて理解する。
【思考力、判断力、表現力等】各国の選択を比較し，
「東アジアの奇跡」が起こった要因や世界史におけ
る意義について考察し，自分の言葉で表現うる。
【学びに向かう力、人間性等】国際秩序の変化と私
たちについて，よりよい社会の実現を視野に課題を
主体的に追究しようとしている。

・市場経済の変容と課題
・教科書　演習ノート
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】1960年代から80年代を中心に，冷戦下における各国
の選択と経済成長について理解している。
【思考・判断・表現】各国の選択を比較し，「東アジアの奇跡」が起
こった要因や世界史における意義について考察し，自分の言葉で
表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】冷戦下における各国の政治的・経
済的選択が，現代社会にどのような課題を生み出したのか考察し，
解決策について追究しようとしている。

〇 〇 〇

1

定期考査 〇 〇 1

〇 4

定期考査

〇 14

Ｇ 単元 日本の行方と第二次世界大戦
【知識及び技能】世界恐慌，ファシズムの伸張，日本
の対外政策などを基に，国際協調体制の動揺を理
解する。
【思考力、判断力、表現力等】経済危機の背景と影
響，国際秩序や政治体制の変化などに着目して，
主題を設定し，日本とその他の国や地域の動向を
比較したり，相互に関連付けたりするなどして，各国
の世界恐慌への対応の特徴，国際協調体制の動揺
の要因などを多面的・多角的に考察し，表現する。
【学びに向かう力、人間性等】国際秩序の変化や大
衆化と私たちについて，よりよい社会の実現を視野
に課題を主体的に追究しようとしている。

・国際協調体制の動揺、第二次世
界大戦後の国際秩序と日本の国際
社会への復帰
・教科書　演習ノート
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】世界恐慌から第二次世界大戦の終戦に至るまでの経
緯について，大衆とマスメディアの関わりに着目しながら理解してい
る。
【思考・判断・表現】ファシズム体制の形成から終戦に至るまで，ドイ
ツや日本で大衆がなぜ戦争に協力していったのか考察し，自分の
言葉で表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】大衆の戦争への加担という問題を
現代社会における課題としてとらえ，その解決策を追究しようとして
いる。

〇 〇 〇 12

〇 〇

1

合計

70

定期考査
〇

３
学
期

Ｈ 単元　冷戦と脱植民地化
【知識及び技能】東西両陣営の緊張緩和が日本や
中東を含むアジア・アフリカ諸国に与えた影響につ
いて理解する。
【思考力、判断力、表現力等】冷戦が社会に及ぼし
た影響などに着目して，主題を設定し，日本とその
他の国や地域の動向を比較したり，相互に関連付け
たりするなどして多面的・多角的に考察し，表現す
る。
【学びに向かう力、人間性等】国際秩序の変化と私
たちについて，よりよい社会の実現を視野に課題を
主体的に追究しようとしている。

・脱植民地化とアジア・アフリカ
諸国，冷戦下の地域紛争，先進国
の政治の動向，軍備拡張や核兵器
の管理，世界経済の拡大と経済成
長下の日本の社会
・教科書　演習ノート
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】55年体制の形成から高度経済成長に至る日本の動き
を，冷戦下の国際情勢を踏まえながらその中に位置づけて理解し
ている。
【思考・判断・表現】冷戦下の日本と世界の動向について，政治・経
済の関連や諸地域間の比較を通して多面的に考察し，自分の言
葉で表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】冷戦期における各国の動向，現
在の社会においてどのような課題を生み出したのか考察し，解決
策について追究しようとしている。

〇 〇

２
学
期

Ｆ 単元　第一次世界大戦と日本の対応
【知識及び技能】第一次世界大戦への経緯と展開，
戦後の欧米諸国の展開、国際協調体制を理解す
る。
【思考力、判断力、表現力等】第一次世界大戦の推
移と第一次世界大戦が大戦後の世界に与えた影
響，日本の参戦の背景と影響などに着目して，主題
を設定し，日本とその他の国や地域の動向を比較し
たり，相互に関連付けたりするなどして，第一次世界
大戦の性格と惨禍，日本とアジア及び太平洋地域
の関係について理解する。
【学びに向かう力、人間性等】勢力均衡に基づく国
際秩序と大衆の戦争参加が，現在の社会につなが
るどのような課題を生み出したのかについて考察し，
解決策について追究する。

・総力戦と第一次世界大戦後の国
際協調体制。大衆社会の形成と社
会運動の広がり
・教科書　演習ノート
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】国際関係の視点を軸に，第一次世界大戦とヴェルサ
イユ体制について理解している。
【思考・判断・表現】第一次世界大戦の総力戦体制下において，列
強の戦闘員・列強の非戦闘員・植民地や従属地域の人々がそれぞ
れどのような目的で戦争に協力したのかを考察し，自分の言葉で
表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】勢力均衡に基づく国際秩序と大
衆の戦争参加が，現在の社会につながるどのような課題を生み出
したのかについて考察し，解決策について追究しようとしている。

〇 〇

〇



年間授業計画

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 Ａ 組～ Ｈ 組

教科担当者：
使用教科書： （ 『高等学校 地理総合－世界を学び、地域をつくる』(第一学習社)、新詳高等地図(帝国書院) ）

教科 の目標：

【 知識及び技能 】

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

【知識及び技能】世界と日本の人口
問題について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】世界
と日本の人口問題について、諸資料
から考察する。
【学びに向かう力、人間性等】世界
と日本の人口問題について背景や構
造を捉え、主体的に考察する。

【知識及び技能】世界と日本の人口問題につ
いて理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】世界と日本の
人口問題について、諸資料を用いて考察でき
る。
【学びに向かう力、人間性等】世界と日本の
人口問題について背景や構造を捉え、主体的
に考察できる。

●有史以来の地球人口の推移　●
人口爆発の実態と原因　●人口転
換　●人口急増地域の事例とその
要因　●人口停滞地域の事例とそ
の要因　●人口ピラミッド　●統
計諸資料の読取りと課題解決に向
けての考察　●配付印刷資料と参
考資料のＱＲコード提示によりＢ
ＹＯＤを活用

地理歴史

（Ａ～Ｈ組：佐藤創）

地理に関わる諸事象について、課題を主体的に
追究･解決しようとする態度を養うとともに、多
面的･多角的な考察や深い理解を通して涵養され
る日本国民としての自覚、国土に対する愛情、
世界の諸地域の多様な生活文化を尊重する姿勢
などを深める。

【学びに向かう力、人間性等】

地理総合
地理歴史 地理総合 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

知識：地理に関わる諸事象に関して，世界の生
活文化の多様性や，防災，地域や地球的課題へ
の取組などを理解する。技能：地図や地理情報
システムなどを用いて，調査や諸資料から地理
に関するさまざまな情報を適切かつ効果的に調
べまとめる技能を身に付けるようにする。

地理に関わる事象の意味･特色や相互の関連を、
位置･分布･場所･人間と自然環境との相互依存関
係･空間的相互依存作用･地域などに着目し、概
念などを活用して多面的･多角的に考察し，地理
的課題の解決に向けて構想する力や、効果的な
説明や、議論する力を養う。

地理総合

地理歴史 社会的な見方･考え方を働かせ、課題追究や課題解決の活動を通して広い視野に立ち、グローバル化する国際社会に主
体的に生きる、平和で民主的な国家及び社会の有為な形成者に必要な公民としての資質･能力を育成する。

１
学
期

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

2

【知識及び技能】世界と日本の人口
移動について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】世界
と日本の人口移動について諸資料か
ら考察する。
【学びに向かう力、人間性等】世界
と日本の人口移動について背景や構
造を捉え、主体的に考察する。

○ 4

定期考査および解説

5

配当
時数

●プッシュ型人口移動とその事例
●プル型人口移動とその事例　●
人口移動と都市･居住問題　●人口
移動と国家の領域･国境　●日本の
過密と過疎　●日本農業の実態と
課題　●食料問題　●産業ピラ
ミッド　●統計諸資料の読取りと
課題解決に向けての考察　●配付
印刷資料と参考資料のＱＲコード
提示によりＢＹＯＤを活用

【知識及び技能】世界と日本の人口移動につ
いて理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】世界と日本の
人口移動について、諸資料から考察できる。
【学びに向かう力、人間性等】世界と日本の
人口移動について背景や構造を捉え、主体的
に考察できる。

○ ○

３
学
期

【知識及び技能】複数地域の比較対
照によって地域性･法則性･背景要因
について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】複数
地域の比較対照によって地域性･法
則性･背景要因について諸資料を活
用して考察する。
【学びに向かう力、人間性等】複数
地域の比較対照によって地域性･法
則性･背景要因について背景や構造
を捉え、主体的に考察する。

●自然環境の比較　●社会環境の
比較　●人文環境の比較　●現代
の課題の比較　●対日関係の比較
●配付印刷資料と参考資料のＱＲ
コード提示によりＢＹＯＤを活用

【知識及び技能】複数の地域を取り上げ比較
対照することによって地域性･法則性･背景要
因について理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】複数の地域を
取り上げ比較対照することによって地域性･法
則性･背景要因について諸資料を活用して考察
できる。
【学びに向かう力、人間性等】複数の地域を
取り上げ比較対照することによって地域性･法
則性･背景要因について背景や構造を捉え、主
体的に考察できる。

○ ○

２
学
期

【知識及び技能】欧州の自然と文化
について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】欧州
の自然と文化について諸資料を活用
して考察する。
【学びに向かう力、人間性等】欧州
の自然と文化について背景や構造を
捉え、主体的に考察する。

●欧州付近の地質構造　●欧州の
気候分布と形成要因　●ヨーロッ
パロシアを含む欧州の産業基盤と
特徴　●資源･エネルギー問題　●
ヨーロッパロシアを含む欧州の民
族･宗教･文化の地域性と特徴･背景
●配付印刷資料と参考資料のＱＲ
コード提示によりＢＹＯＤを活用

【知識及び技能】欧州の自然と文化について
理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】欧州の自然と
文化について諸資料を活用して考察できる。
【学びに向かう力、人間性等】欧州の自然と
文化について背景や構造を捉え、主体的に考
察できる。

○ ○

定期考査および解説

【知識及び技能】ＥＵの歴史と理念
から異文化理解と異文化共生につい
て理解する。
【思考力、判断力、表現力等】ＥＵ
の歴史と理念から異文化理解と異文
化共生について諸資料を活用して考
察する。
【学びに向かう力、人間性等】ＥＵ
の歴史と理念から異文化理解と異文
化共生について背景や構造を捉え、
主体的に考察する。

●第２次世界大戦以降の欧州統合
への歩み　●冷戦の開始と終焉が
与えた影響　●マーストリヒト条
約とコペンハーゲン基準　●経済
統合と政治統合　●域内格差　●
欧州市民教育　●ＰＩＩＧＳ問題
●移民問題　●ロシアとの関係性
●配付印刷資料と参考資料のＱＲ
コード提示によりＢＹＯＤを活用

○ ○ ○ 6

定期考査および解説 2

定期考査および解説

【知識及び技能】世界と日本の自然
災害について特徴と地域性を理解す
る。
【思考力、判断力、表現力等】世界
と日本の自然災害について自然のメ
カニズムからその要因を考察する。
【学びに向かう力、人間性等】世界
と日本の自然災害について当事者意
識を持って課題解決を考察する。

○ ○ ○

○ 8

【知識及び技能】ＥＵの歴史と理念から異文
化理解と異文化共生について理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】ＥＵの歴史と
理念から異文化理解と異文化共生について諸
資料を活用して考察できる。
【学びに向かう力、人間性等】ＥＵの歴史と
理念から異文化理解と異文化共生について背
景や構造を捉え、主体的に考察できる。

○ ○ ○ 9

定期考査および解説

合計
58

2

○ 16

社会的事象等に関する理解などを図るための知識と社会的事象等について調べまとめる技能を習得する。

社会的事象等の意味や意義、特色や相互の関連を考察する力、社会に見られる課題を把握し、その解決に向
けて構想する力や考察したことや構想したことを説明する力、それらを基に議論する力を習得する。
主体的に学習に取り組む態度と、多面的･多角的な考察や深い理解を通して涵養される自覚や愛情を身につ
ける。

2

2

●地球の構造とプレートテクトニ
クス　●プレート境界　●地震･津
波･火山噴火　●地球の気候分布
●様々な気候災害　●防災と減災
●公助･協助･自助　●配付印刷資
料と参考資料のＱＲコード提示に
よりＢＹＯＤを活用

【知識及び技能】世界と日本の自然災害につ
いて特徴と地域性を理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】世界と日本の
自然災害について自然のメカニズムからその
要因を考察できる。
【学びに向かう力、人間性等】世界と日本の
自然災害について当事者意識を持って課題解
決を考察できる。



年間授業計画

 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 A 組～ H 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

間の関係に着目し，図形の性質や計量について論理的に考察し表現する力，関数関係に着目し，事象を的確に表現して

その特徴を表，式，グラフを相互に関連付けて考察する力，社会の事象などから設定した問題について，データの散ら

ばりや変量間の関係などに着目し，適切な手法を選択して分析を行い，問題を解決したり，解決の過程や結果を批判的に

考察し判断したりする力を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

数学Ⅰ

数学

数学

数学Ⅰ

【 知　識　及　び　技　能 】

配当
時数

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

数学Ⅰ 3

数研出版　高等学校　数学Ⅰ

（　A組：岡﨑　）

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科　数学

〇 2

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態
度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断し
ようとする態度，問題解決の過程を振り返って
考察を深めたり，評価・改善したりしようとす
る態度や創造性の基礎を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

〇

【知識・技能】①数を実数まで拡張する意義
を理解し，簡単な無理数の四則計算ができ
る。
②集合と命題に関する基本的な概念を理解し
ている。
③二次の乗法公式及び因数分解の公式の理解
を深めることができる。
④不等式の解の意味や不等式の性質について
理解し，一次不等式の解を求めるができる。
【思考・判断・表現】①集合の考えを用いて
論理的に考察し，簡単な命題を証明すること
ができる。
②問題を解決する際に，既に学習した計算の
方法と関連付けて，式を多面的に捉えたり目
的に応じて適切に変形したりすることができ
る。
③不等式の性質を基に一次不等式を解く方法
を考察することができる。
④常の事象や社会の事象などを数学的に捉
え，一次不等式を問題解決に活用することが
できる。
【主体的に学習に取り組む態度】①数と式や
それに関わる定理・公式のよさを認識し，事
象の考察や問題の解決に活用しようとしてい
る。
②数と式やそれに関わる定理や公式を導くこ
とやそれらを活用した問題解決において，粘
り強く考え，その過程を振り返って考察を深
めたり評価・改善したりしようとしている。

○ 22

命題の条件や結論に着目し，数や式を多面的に
みたり目的に応じて適切に変形したりする力，
図形の構成要素間の関係に着目し，図形の性質
や計量について論理的に考察し表現する力，関
数関係に着目し，事象を的確に表現してその特
徴を表，式，グラフを相互に関連付けて考察す
る力，社会の事象などから設定した問題につい
て，データの散らばりや変量間の関係などに着
目し，適切な手法を選択して分析を行い，問題
を解決したり，解決の過程や結果を批判的に考
察し判断したりする力を養う。

１
学
期

定期考査

A 単元：数と式
式を，目的に応じて1つの文字に着
目して整理したり，1つの文字にお
き換えたりするなどして既に学習
した計算の方法と関連付けて，多
面的に捉えたり，目的に応じて適
切に変形したりする力を培う。
中学校までに取り扱ってきた数を
実数としてまとめ，数の体系につ
いての理解を深める。その際，実
数が四則演算に関して閉じている
ことや，直線上の点と1対1に対応
していることなどについて理解す
るとともに，簡単な無理数の四則
計算ができるようにする。
不等式の解の意味や不等式の性質
について理解するとともに，不等
式の性質を基に1次不等式を解く方
法を考察したり，具体的な事象に
関連した課題の解決に1次不等式を
活用したりする力を培う。
集合と命題に関する基本的な概念
を理解し，それを事象の考察に活
用できるようにする。

・多項式の加法と減法
・多項式の乗法
・因数分解
・実数
・根号を含む式の計算
・不等式の性質
・1次不等式
・絶対値を含む方程式・不等式
・集合
・命題と条件
・命題と証明
・サクシード数Ⅰ完成ノート
・一人１台端末の活用　等

２
学
期

B 単元：２次関数
2次関数の値の変化やグラフの特徴
を理解するとともに，2次関数の式
とグラフとの関係について，コン
ピュータなどの情報機器を用いて
グラフをかくなどして多面的に考
察する。
2次関数のグラフを通して関数の値
の変化を考察し，2次関数の最大値
や最小値を求めることができるよ
うにする。
2次方程式や2次不等式の解と2次関
数のグラフとの関係について理解
し，2次関数のグラフを用いて2次
不等式の解を求められるようにす
る。

　
　

・関数とグラフ
・2次関数のグラフ
・2次関数の最大・最小
・2次関数の決定
・2次方程式
・2次関数のグラフと x 軸の位置
関係
・2次不等式

・サクシード数学Ⅰ完成ノート
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】①二次関数の値の変化やグラ
フの特徴について理解することができる。
②二次関数の最大値や最小値を求めることが
できる。
③二次方程式の解と二次関数のグラフとの関
係について理解することができる。また，二
次不等式の解と二次関数のグラフとの関係に
ついて理解し，二次関数のグラフを用いて二
次不等式の解を求めることができる。
【思考・判断・表現】①二次関数の式とグラ
フとの関係について，コンピュータなどの情
報機器を用いてグラフをかくなどして多面的
に考察することができる。
②二つの数量の関係に着目し，日常の事象や
社会の事象などを数学的に捉え，問題を解決
したり，解決の過程を振り返って事象の数学
的な特徴や他の事象との関係を考察したりす
ることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】①２次関数
やそれに関わる定理・公式のよさを認識し，
事象の考察や問題の解決に活用しようとして
いる。
②２次関数やそれに関わる定理や公式を導く
ことやそれらを活用した問題解決において，
粘り強く考え，その過程を振り返って考察を
深めたり評価・改善したりしようとしてい
る。

〇

数と式，図形と計量，二次関数及びデータの分析についての基本的な概念や原理・法則を体系的に理解すると

ともに，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。

命題の条件や結論に着目し，数や式を多面的にみたり目的に応じて適切に変形したりする力，図形の構成要素

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態

（　B組：正田　） （　C組：木原　） （　D組：中島　） （ E組：中島 ） （　F組：中島　） （ G組：岡﨑 ） （ H組：岡﨑 ）

度，問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

〇 〇 19

〇 〇

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

数と式，図形と計量，2次関数及びデータの分析
についての基本的な概念や原理・法則を体系的
に理解するとともに，事象を数学化したり，数
学的に解釈したり，数学的に表現・処理したり
する技能を身に付けるようにする。



２
学
期

B 単元：２次関数
2次関数の値の変化やグラフの特徴
を理解するとともに，2次関数の式
とグラフとの関係について，コン
ピュータなどの情報機器を用いて
グラフをかくなどして多面的に考
察する。
2次関数のグラフを通して関数の値
の変化を考察し，2次関数の最大値
や最小値を求めることができるよ
うにする。
2次方程式や2次不等式の解と2次関
数のグラフとの関係について理解
し，2次関数のグラフを用いて2次
不等式の解を求められるようにす
る。

　
　

・関数とグラフ
・2次関数のグラフ
・2次関数の最大・最小
・2次関数の決定
・2次方程式
・2次関数のグラフと x 軸の位置
関係
・2次不等式

・サクシード数学Ⅰ完成ノート
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】①二次関数の値の変化やグラ
フの特徴について理解することができる。
②二次関数の最大値や最小値を求めることが
できる。
③二次方程式の解と二次関数のグラフとの関
係について理解することができる。また，二
次不等式の解と二次関数のグラフとの関係に
ついて理解し，二次関数のグラフを用いて二
次不等式の解を求めることができる。
【思考・判断・表現】①二次関数の式とグラ
フとの関係について，コンピュータなどの情
報機器を用いてグラフをかくなどして多面的
に考察することができる。
②二つの数量の関係に着目し，日常の事象や
社会の事象などを数学的に捉え，問題を解決
したり，解決の過程を振り返って事象の数学
的な特徴や他の事象との関係を考察したりす
ることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】①２次関数
やそれに関わる定理・公式のよさを認識し，
事象の考察や問題の解決に活用しようとして
いる。
②２次関数やそれに関わる定理や公式を導く
ことやそれらを活用した問題解決において，
粘り強く考え，その過程を振り返って考察を
深めたり評価・改善したりしようとしてい
る。

〇

D ：データの分析
データの散らばり具合や傾向を数
値化する方法を考察する力，目的
に応じて複数の種類のデータを収
集し，適切な統計量やグラフ，手
法などを選択して分析を行い，
データの傾向を把握して事象の特
徴を表現する力，不確実な事象の
起こりやすさに着目し，主張の妥
当性について，実験などを通して
判断したり，批判的に考察したり
する力などを養う

３
学
期

〇定期考査 〇

合計

74

1

9

定期考査 〇 〇 2

【知識・技能】①分散，標準偏差，散布図及
び相関係数の意味やその用い方を理解するこ
とができる。
②コンピュータなどの情報機器を用いるなど
して，データを表やグラフに整理したり，分
散や標準偏差などの基本的な統計量を求めた
りすることができる。
③具体的な事象において仮説検定の考え方を
理解することができる。
【思考・判断・表現】①データの散らばり具
合や傾向を数値化する方法を考察することが
できる。
②目的に応じて複数の種類のデータを収集
し，適切な統計量やグラフ，手法などを選択
して分析を行い，データの傾向を把握して事
象の特徴を表現することができる。
③不確実な事象の起こりやすさに着目し，主
張の妥当性について，実験などを通して判断
したり，批判的に考察したりすることができ
る。
【主体的に学習に取り組む態度】①データの
分析やそれに関わる定理・公式のよさを認識
し，事象の考察や問題の解決に活用しようと
している。
②データの分析やそれに関わる定理や公式を
導くことやそれらを活用した問題解決におい
て，粘り強く考え，その過程を振り返って考
察を深めたり評価・改善したりしようとして
いる。

・データの整理
・データの代表値
・データの散らばりと四分位数
・分散と標準偏差
・2つの変量の間の関係
・仮説検定の考え方
・サクシード数学Ⅰ完成ノート
・一人１台端末の活用　等

〇 〇 〇

D ：図形と計量
三角比の意味やその基本的な性質
について理解し，三角比の相互関
係などを理解できるようにする。
また，日常の事象や社会の事象な
どを数学的にとらえ，三角比を活
用して問題を解決する力を培う。
図形の構成要素間の関係を，三角
比を用いて表現し定理や公式を導
く力，日常の事象や社会の事象な
どを数学的にとらえ，正弦定理，
余弦定理などを活用して問題を解
決したりする力などを培う。

・三角比
・三角比の相互関係
・三角比の拡張
・正弦定理
・余弦定理
・正弦定理と余弦定理の応用
・三角形の面積
・空間図形への応用
・サクシード数学Ⅰ完成ノート
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】①鋭角の三角比の意味と相互
関係について理解することができる。

②三角比を鈍角まで拡張する意義を理解し，
鋭角の三角比の値を用いて鈍角の三角比の値

を求める方法を理解することができる。
③正弦定理や余弦定理について三角形の決定
条件や三平方の定理と関連付けて理解し，三
角形の辺の長さや角の大きさなどを求めるこ

とができる。
【思考・判断・表現】①図形の構成要素間の
関係を三角比を用いて表現するとともに，定

理や公式として導くことができる。
②図形の構成要素間の関係に着目し，日常の
事象や社会の事象などを数学的に捉え，問題
を解決したり，解決の過程を振り返って事象
の数学的な特徴や他の事象との関係を考察し

たりすることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】①図形と計
量やそれに関わる定理・公式のよさを認識

し，事象の考察や問題の解決に活用しようと
している。

②図形と計量やそれに関わる定理や公式を導
くことやそれらを活用した問題解決におい

て，粘り強く考え，その過程を振り返って考
察を深めたり評価・改善したりしようとして

いる。

19

〇 〇 19



年間授業計画

 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 A 組～ H 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：数学A

【 知　識　及　び　技　能 】

配当
時数

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科　数学

解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。

数学A

数学

数学を活用して事象を論理的に考察する力，事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に

【知識・技能】①集合の要素の個数に関する
基本的な関係や和の法則，積の法則などの数
え上げの原則について理解している。
②具体的な事象を基に順列及び組合せの意味
を理解し，順列の総数や組合せの総数を求め
ることができる。
③確率の意味や基本的な法則について理解を
深め，それらを用いて事象の確率や期待値を
求めることができる。
➃独立な試行の意味を理解し，独立な試行の
確率を求めることができる。
⑤条件付き確率の意味を理解し，簡単な場合
について条件付き確率を求めることができ
る。
【思考・判断・表現】①事象の構造などに着
目し，場合の数を求める方法を多面的に考察
することができる。
②確率の性質や法則に着目し，確率を求める
方法を多面的に考察することができる。
③確率の性質などに基づいて事象の起こりや
すさを判断したり，期待値を意思決定に活用
したりすることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】①場合の
数・確率やそれに関わる定理・公式のよさを
認識し，事象の考察や問題の解決に活用しよ
うとしている。
②場合の数・確率やそれに関わる定理や公式
を導くことやそれらを活用した問題解決にお
いて，粘り強く考え，その過程を振り返って
考察を深めたり評価・改善したりしようとし
ている。

○ 19

数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断し

数学 数学A 2

数研出版　高等学校　数学A

考察する力，数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。

（　A組：佐伯　） （　B組：佐伯　） （　C組：岡﨑　） （　D組：岡﨑　） （ E組：中村 ）

ようとする態度，問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとする態度や

創造性の基礎を養う。

数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，事象を数学化したり，数学的に

〇 〇

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

図形の性質，場合の数と確率についての基本的
な概念や原理・法則を体系的に理解するととも
に，数学と人間の活動の関係について認識を深
め，事象を数学化したり，数学的に解釈した
り，数学的に表現・処理したりする技能を身に
付けるようにする。

図形の構成要素間の関係などに着目し，図形の
性質を見いだし，論理的に考察する力，不確実
な事象に着目し，確率の性質などに基づいて事
象の起こりやすさを判断する力，数学と人間の
活動との関わりに着目し，事象に数学の構造を
見いだし，数理的に考察する力を養う。

１
学
期

定期考査

A 単元：場合の数と確率
【知識及び技能】場合の数と確率
について基本的な概念や原理・法
則を体系的に理解するとともに，
場合の数・確率を用いて事象を数
学化したり，数学的に解釈した
り，数学的に表現・処理したりす
る技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】場
合の数・確率を活用して事象を論
理的に考察する力，事象の本質や
他の事象との関係を認識し統合
的・発展的に考察する力，場合の
数や確率の表現を用いて事象を簡
潔・明瞭・的確に表現する力を身
に付ける。
【学びに向かう力、人間性等】場
合の数・確率について数学のよさ
を認識し積極的に数学を活用しよ
うとする態度，粘り強く考え数学
的論拠に基づいて判断しようとす
る態度，問題解決の過程を振り
返って評価・改善しようとする態
度や創造性の基礎を身に付ける。

・集合の要素の個数
・場合の数
・順列
・組合せ
・重複を許して作る組合せ
・事象と確率
・確率の基本性質
・独立な試行と確率
・条件付き確率
・原因の確率」
・期待値
・サクシード数学A完成ノート
・一人１台端末の活用　等

〇

C ：数学と人間の活動
【知識及び技能】数学と人間の活
動の関係について認識を深めると
ともに，事象を数学化したり，数
学的に解釈したり，数学的に表
現・処理したりする技能を身に付
ける。
【思考力、判断力、表現力等】数
学と人間の活動において，数学を
活用して事象を論理的に考察する
力，事象の本質や他の事象との関
係を認識し統合的・発展的に考察
する力，数学的な表現を用いて事
象を簡潔・明瞭・的確に表現する
力を身に付ける。
【学びに向かう力、人間性等】数
学と人間の活動において，数学の
よさを認識し積極的に数学を活用
しようとする態度，粘り強く考え
数学的論拠に基づいて判断しよう
とする態度，問題解決の過程を振
り返って評価・改善しようとする
態度や創造性の基礎を身に付け
る。

２
学
期

B 単元：図形の性質
【知識及び技能】図形の性質にお
ける基本的な概念や原理・法則を
体系的に理解するとともに，図形
の性質を用いて事象を数学化した
り，数学的に解釈したり，数学的
に表現・処理したりする技能を身
に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】図
形の性質を活用して事象を論理的
に考察する力，事象の本質や他の
事象との関係を認識し統合的・発
展的に考察する力，図形の性質に
関する表現を用いて事象を簡潔・
明瞭・的確に表現する力を身に付
ける。
【学びに向かう力、人間性等】図
形の性質について数学のよさを認
識し積極的に数学を活用しようと
する態度，粘り強く考え数学的論
拠に基づいて判断しようとする態
度，問題解決の過程を振り返って
評価・改善しようとする態度や創
造性の基礎を身に付ける。

・三角形の辺の比
・三角形の外心・内心・重心
・チェバの定理・
　　　　　メネラウスの定理
・チェバの定理の逆・
　　　　　メネラウスの定理の逆
・三角形の辺と角
・円に内接する四角形
・円と直線
・方べきの定理の逆
・２つの円
・作図
・正五角形の作図
・直線と平面
・空間図形と多面体
・正多面体の体積
・正多面体の種類
・サクシード数学A完成ノート
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】①三角形に関する基本的な性
質について理解している。
②円に関する基本的な性質について理解して
いる。
③空間図形に関する基本的な性質について理
解している。
【思考・判断・表現】①図形の構成要素間の
関係や既に学習した図形の性質に着目し、図
形の新たな性質を見いだし、その性質につい
て論理的に考察したり説明したりすることが
できる。
②コンピュータなどの情報機器を用いて図形
を表すなどして，図形の性質や作図について
統合的・発展的に考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】①図形の性
質やそれに関わる定理・公式のよさを認識
し，事象の考察や問題の解決に活用しようと
している。
②図形の性質やそれに関わる定理や公式を導
くことやそれらを活用した問題解決におい
て，粘り強く考え，その過程を振り返って考
察を深めたり評価・改善したりしようとして
いる。

〇

・約数と倍数
・素数と素因数分解
・最大公約数、最小公倍数
・整数の割り算

〇 〇

【知識・技能】①数量や図形に関する概念な
どと人間の活動との関わりについて理解する
ことができる。
②数学史的な話題，数理的なゲームやパズル
などを通して，数学と文化との関わりについ
ての理解を深めることができる。
【思考・判断・表現】①数量や図形に関する
概念などを，関心に基づいて発展させ考察す
ることができる。
②パズルなどに数学的な要素を見いだし，目
的に応じて数学を活用して考察することがで
きる。
【主体的に学習に取り組む態度】①数学と人
間の活動の関係について認識を深めるととも
に，定理・公式のよさを認識し，事象の考察
や問題の解決に活用しようとしている。
②定理や公式を導くことやそれらを活用した
問題解決において，粘り強く考え，その過程
を振り返って考察を深めたり評価・改善した
りしようとしている。

定期考査 〇 〇

（　F組：岡﨑　） （ G組：佐伯 ） （ H組：佐伯 ）

6

2

〇 〇 16

2

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態
度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断し
ようとする態度，問題解決の過程を振り返って
考察を深めたり，評価・改善したりしようとす
る態度や創造性の基礎を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

〇



３
学
期

〇 10

定期考査

C ：数学と人間の活動
【知識及び技能】数学と人間の活
動の関係について認識を深めると
ともに，事象を数学化したり，数
学的に解釈したり，数学的に表
現・処理したりする技能を身に付
ける。
【思考力、判断力、表現力等】数
学と人間の活動において，数学を
活用して事象を論理的に考察する
力，事象の本質や他の事象との関
係を認識し統合的・発展的に考察
する力，数学的な表現を用いて事
象を簡潔・明瞭・的確に表現する
力を身に付ける。
【学びに向かう力、人間性等】数
学と人間の活動において，数学の
よさを認識し積極的に数学を活用
しようとする態度，粘り強く考え
数学的論拠に基づいて判断しよう
とする態度，問題解決の過程を振
り返って評価・改善しようとする
態度や創造性の基礎を身に付け
る。

1

２
学
期

〇 〇

合計

56

・約数と倍数
・素数と素因数分解
・最大公約数、最小公倍数
・整数の割り算

〇 〇

【知識・技能】①数量や図形に関する概念な
どと人間の活動との関わりについて理解する
ことができる。
②数学史的な話題，数理的なゲームやパズル
などを通して，数学と文化との関わりについ
ての理解を深めることができる。
【思考・判断・表現】①数量や図形に関する
概念などを，関心に基づいて発展させ考察す
ることができる。
②パズルなどに数学的な要素を見いだし，目
的に応じて数学を活用して考察することがで
きる。
【主体的に学習に取り組む態度】①数学と人
間の活動の関係について認識を深めるととも
に，定理・公式のよさを認識し，事象の考察
や問題の解決に活用しようとしている。
②定理や公式を導くことやそれらを活用した
問題解決において，粘り強く考え，その過程
を振り返って考察を深めたり評価・改善した
りしようとしている。

・ユークリッドの互除法
・１次不定方程式
・記数法
・座標の考え方
・２点間の距離
・ゲーム・パズルの中の数学
・合同式
・互除法の原理の照明
・サクシード数学A完成ノート
・一人１台端末の活用　等

〇 〇

6



年間授業計画

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 A 組～ G 組

教科担当者：泉水裕二（A・B・D・G・H組）　郡亜矢子（C・E・F組）

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

定期考査
○ ○

定期考査

３
学
期

定期考査 ○ ○

G 酸化還元反応     （F 酸と塩基を含む）
【知識及び技能】反応についての実験などを通
して，酸化と還元のことを理解するとともに，
それらの観察・実験などに関する技能を身に付
ける。
【思考力、判断力、表現力等】化学反応につい
て，観察・実験などを通して探究し，酸化と還
元を見出して表現する。
【学びに向かう力、人間性等】酸化と還元に関
する事物・現象に主体的に関わり、科学的に探
究しようとする態度を養う。

酸化と還元の定義　酸化数　酸化還
元反応と酸化数　酸化剤と還元剤
電子の授受と酸化還元反応　酸化還
元反応の化学反応式のつくり方　酸
化剤と還元剤のはたらきの強さ　酸
化還元滴定　金属のイオン化傾向
イオン化列　金属の反応性　電池の
仕組み　ダニエル電池　実用電池
金属の精錬

【知識・技能】化学反応についての実験などを通して，酸化
と還元の基本的な概念や原理・原則などを理解しているとと
もに，科学的に探究するために必要な実験などに関する基本
操作や記録などの基本的な技能を身に付けている。
【思考・判断・表現】酸化と還元について，問題を見いだし
見通しをもって実験などを行い，科学的に考察し表現してい
るなど，科学的に探究している。
【主体的に学習に取り組む態度】酸化と還元について主体的
に関わり，見通しをもったり振り返ったりするなど，科学的
に探究しようとしている。

○ ○ ○

E 物質量と化学反応式　(D 化学結合を含む）
【知識及び技能】物質量，化学反応式のことを
理解するとともに，それらの観察・実験などに
関する技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】物質量と化学反
応式について，観察・実験などを通して探究
し，物質量，化学反応式を見出して表現する。
【学びに向かう力、人間性等】物質量，化学反
応式に関する事物・現象に主体的に関わり，科
学的に探究しようとする態度を養う。

原子の相対質量　原子量　同位体
分子量　式量　アボガドロ数　物
質量　モル質量　１molの気体の体
積　気体の密度と分子量　溶液の
濃度　化学反応式の書き方　未定
係数法　イオン反応式　化学反応
式の表す量的関係　反応物の過不
足がある場合

【知識・技能】物質量と化学反応式についての実験などを通
して，物質量，化学反応式の基本的な概念や原理・原則など
を理解しているとともに，科学的に探究するために必要な実
験などに関する基本操作や記録などの基本的な技能を身に付
けている。
【思考・判断・表現】物質量，化学反応式について，問題を
見いだし見通しをもって実験などを行い，科学的に考察し表
現しているなど，科学的に探究している。
【主体的に学習に取り組む態度】物質量，化学反応式につい
て主体的に関わり，見通しをもったり振り返ったりするな
ど，科学的に探究しようとしている。

○ ○

原子番号　質量数　原子の表し方
同位体　ラジオアイソトープ
原子の電子配置　電子殻　最外殻
電子　価電子　閉殻　周期律　周
期表　陽性と陰性

【知識・技能】物質の構成粒子についての実験などを通し
て，原子の構造，電子配置と周期表の基本的な概念や原理・
原則などを理解しているとともに，科学的に探究するために
必要な実験などに関する基本操作や記録などの基本的な技能
を身に付けている。
【思考・判断・表現】原子の構造，電子配置と周期表につい
て，問題を見いだし見通しをもって実験などを行い，科学的
に考察し表現しているなど，科学的に探究している。
【主体的に学習に取り組む態度】原子の構造，電子配置と周
期表に関する事物・現象について主体的に関わり，見通しを
もったり振り返ったりするなど，科学的に探究しようとして
いる。

○ ○

定期考査
○ ○

純物質と混合物　物理変化と化学
変化　混合物の分離　ろ過　昇華
法　蒸留・分留　再結晶　クロマ
トグラフィー　元素　単体と化合
物　同素体　物質の三態　拡散と
熱運動

自然の事物・現象についての理解を深め、科学的に探究するために必要な観察、実験などに関する技能を身に付けようとする。

物質とその変化に主体的に関わり、科学的に探
求しようとする態度を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

理科 化学基礎

２
学
期

合計

58

1

D 化学結合
【知識及び技能】物質と化学結合について，イ
オンとイオン結合，分子と共有結合，金属と金
属結合のことを理解する。
【思考力、判断力、表現力等】物質と化学結合
について、イオンとイオン結合，分子と共有結
合、金属と金属結合について見出して表現す
る。
【学びに向かう力、人間性等】物質と化学結合
に関する事物・現象に主体的に関わり，科学的
に探究しようとする態度を養う。

イオンの生成　陽イオンと陰イオン　イ
オンの分類　イオン化エネルギー　電子
親和力　イオン半径　イオン結合　イオ
ン結晶　組成式　イオン結晶の性質　分
子 共有結合　電子式　単結合　二重結
合　三重結合　分子の種類　分子の形
高分子化合物　配位結合　電気陰性度
結合の極性　分子の極性　分子間力　分
子結晶　共有結合の結晶　金属結合　金
属の性質　合金　金属結晶の構造　化学
結合と物質の分類

【知識・技能】物質と化学結合についてイオンとイオン結
合，分子と共有結合，金属と金属結合の基本的な概念や原
理・原則などを理解しているとともに，科学的に探究するた
めに必要な実験などに関する基本操作や記録などの基本的な
技能を身に付けている。
【思考・判断・表現】イオンとイオン結合，分子と共有結
合，金属と金属結合について，問題を見いだし見通しをもっ
て実験などを行い，科学的に考察し表現しているなど，科学
的に探究している。
【主体的に学習に取り組む態度】イオンとイオン結合，分子
と共有結合，金属と金属結合に関する事物・現象について主
体的に関わり，見通しをもったり振り返ったりするなど，科
学的に探究しようとしている。

○ ○ ○

○ ○ 1

F 酸と塩基　（E 物質量と化学反応式を含む）
【知識及び技能】実験などを通して，酸・塩基
と中和のことを理解するとともに，それらの観
察・実験などに関する技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】化学反応につい
て，観察・実験などを通して探究し，酸・塩基
と中和を見出して表現する。
【学びに向かう力、人間性等】酸・塩基と中和
に関する事物・現象に主体的に関わり，科学的
に探究しようとする態度を養う。

酸と塩基の性質　酸と塩基の定義　酸と
塩基の価数　酸と塩基の強弱
電離度　水の電離と水素イオン濃度　水
素イオン指数　酸性・塩基性とｐHとの
関係　ｐH指示薬とｐHの測定　中和反応
と塩の生成　塩の種類と塩の水溶液の性
質　塩の加水分解　中和反応の量的関係
酸・塩基の強弱と中和反応　中和滴定
滴定曲線

【知識・技能】化学反応についての実験などを通して，酸・
塩基と中和の基本的な概念や原理・原則などを理解している
とともに，科学的に探究するために必要な実験などに関する
基本操作や記録などの基本的な技能を身に付けている。
【思考・判断・表現】酸・塩基と中和について，問題を見い
だし見通しをもって実験などを行い，科学的に考察し表現し
ているなど，科学的に探究している。
【主体的に学習に取り組む態度】酸・塩基と中和について主
体的に関わり，見通しをもったり振り返ったりするなど，科
学的に探究しようとしている。

○ ○ ○ 12

1

10

5

10

○ 10

定期考査 ○ ○ 1

配当
時数

１
学
期

A 化学とは何か
【知識及び技能】化学と物質について，化学の
特徴を理解するとともに，それらの観察・実験
などに関する技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】化学と物質につ
いて，問題を見いだし見通しをもって実験など
を行い，科学的に考察し表現する。
【学びに向かう力、人間性等】化学の特徴に関
する事物・現象に主体的に関わり，科学的に探
究しようとする態度を養う。

化学とは何か　衣食住の化学 【知識・技能】化学と物質についての実験などを通して，化
学の特徴について理解しているとともに，科学的に探究する
ために必要な実験などに関する基本操作や記録などの基本的
な技能を身に付けている。
【思考・判断・表現】化学の特徴について，問題を見いだし
見通しをもって実験などを行い，科学的に考察し表現してい
るなど，科学的に探究している。
【主体的に学習に取り組む態度】化学の特徴に関する事物・
現象について主体的に関り，見通しをもったり振り返ったり
するなど，科学的に探究しようとしている。

○ ○ ○ 2

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

C 原子の構造と元素の周期表
【知識及び技能】物質の構成粒子について，原
子の構造，電子配置と周期表のことを理解する
とともに，それらの観察，実験などに関する技
能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】物質の構成粒子
について，観察・実験を通して探究し，原子の
構造，電子配置と周期表について見出して表現
する。
【学びに向かう力、人間性等】原子の構造，電
子配置と周期表に関する事物・現象に主体的に
関り，科学的に探究しようとする態度を養う。

○ 5

B 物質の成分と構成元素
【知識及び技能】化学と物質について，物質の
分離・精製，単体と化合物，熱運動と物質の三
態のことを理解するとともに，それらの観察・
実験などに関する技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】化学と物質につ
いて，問題を見いだし見通しをもって実験など
を行い，科学的に考察し表現する。
【学びに向かう力、人間性等】物質の分離・精
製，単体と化合物，熱運動と物質の三態に関す
る事物・現象に主体的に関わり，科学的に探究
しようとする態度を養う。

【知識・技能】化学と物質についての実験などを通して，物
質の分離・精製，単体と化合物，熱運動と物質の三態につい
て理解しているとともに，科学的に探究するために必要な実
験などに関する基本操作や記録などの基本的な技能を身に付
けている。
【思考・判断・表現】物質の分離・精製，単体と化合物，熱
運動と物質の三態について，問題を見いだし見通しをもって
実験などを行い，科学的に考察し表現しているなど，科学的
に探究している。
【主体的に学習に取り組む態度】化学の特徴，物質の分離・
精製，単体と化合物，熱運動と物質の三態に関する事物・現
象について主体的に関わり，見通しをもったり振り返ったり
するなど，科学的に探究しようとしている。

○ ○ ○

日常生活や社会との関連を図りながら、物質と
その変化について理解するとともに、科学的に
探究するために必要な観察、実験などに関する
基本的な技能を身に付けるようにする。

観察、実験などを行い、科学的に探究する力を
養う。

東京書籍　「化学基礎」

理科

観察、実験などを行い、科学的に探究する力を養う。

自然の事物・現象に主体的に関わり、科学的に探求しようとする態度を養う。

化学基礎

【 知　識　及　び　技　能 】

理科 化学基礎 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】



年間授業計画　様式例

高等学校 令和５年度（　学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 A 組～ H 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

〇 〇 12

○

B　遺伝子とその働き
【知識及び技能】・DNAの構造や性質を，
研究史を展開しながら理解させる。
・DNAの複製・分裂は細胞周期に行われる
ことを理解させる。
・DNAからタンパク質が合成される際に
は,転写・翻訳が行われることを理解させ
る。
【思考力、判断力、表現力等】・DNA，遺
伝子，ゲノムの関係性を理解させる。
・DNAが体細胞分裂の際に，複製され質・
量ともに均等に分配されることにより遺
伝情報が伝えられることを理解させる。
・さまざまな生命現象にはタンパク質が
関わっていることに触れ,それらタンパク
質がDNAの遺伝情報に基づいて合成される
ことを理解させる。
・すべての遺伝子が細胞内でつねに発現
しているわけではないことを理解させ
る。　　　　　　　　　　　　【学びに
向かう力、人間性等】授業や観察・実験
を通して科学的な探究力や見通しをもっ
た主体的態度を育成する。生命を尊重
し、自然環境の保全に寄与する態度を養
う。

２章 遺伝子とそのはたらき
１節 遺伝情報とDNA
　２節 遺伝情報とタンパク質の合成
・教材
　教科書、資料集、問題集
・デジタル端末、顕微鏡等実験器具
・主な観察、実験実習、考察学習

【知識・技能】・DNAが二重らせん構造であるこ
と,そのため,2本鎖の塩基配列は相補的であるこ
とを理解している。
・ゲノム,遺伝子,染色体,DNAの関係を理解してい
る。
・体細胞分裂が行われる際に,遺伝情報の同一性
が保たれることを理解している。
・DNAの塩基配列に基づいて,タンパク質が合成さ
れることを理解している。
・生物の組織からDNAを抽出する技能を習得して
いる。
【思考・判断・表現】・DNAの性質や構造を,DNA
の研究史とともに理解しようとする。
・ゲノムと遺伝子,染色体,DNAの関係について理
解しようとする。
・体細胞分裂が行われる際に,DNAが複製されて遺
伝情報の同一性が保たれることを理解しようとす
る。
・DNAの塩基配列の情報に基づいて,タンパク質が
合成されることを理解しようとする。
【主体的に学習に取り組む態度】・DNAの性質や
構造を,DNAの研究史とともに理解しようとする。
・ゲノムと遺伝子,染色体,DNAの関係について理
解しようとする。
・体細胞分裂が行われる際に,DNAが複製されて遺
伝情報の同一性が保たれることを理解しようとす
る。
・DNAの塩基配列の情報に基づいて,タンパク質が
合成されることを理解しようとする。

○ ○ ○ 13

C ヒトのからだの調節
【知識及び技能】・ヒトの体液濃度の調
節に欠かせない,自律神経と内分泌系に関
しての基礎的なしくみを理解している。
【思考力、判断力、表現力等】ヒトの体
液濃度の調節が,自律神経とホルモンの作
用により一定の範囲に保たれていること
を理解させる。
【学びに向かう力、人間性等】授業や観
察・実験を通して科学的な探究力や見通
しをもった主体的態度を育成する。

３章　ヒトのからだの調節　　　　　１
節　体内環境
　２節　体内環境の維持のしくみ
・教材
　教科書、資料集、問題集
・デジタル端末、顕微鏡等実験器具
・主な観察、実験実習、考察学習

〇 〇 〇 10

定期考査
○ ○

（A,B,D,G組：只木　薫）（C,E,F,H組：藤山　悠太郎）（　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　）

理科 生物基礎
理科 生物基礎 2

生物基礎

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

・日常生活や社会との関連を図りながら、生物
や生命現象について理解するとともに、科学的
に探究するために必要な観察、実験などに関す
る基本的な技能を身に付ける。

・観察、実験などを行い、科学的に探究する力
を養う。

・生物や生命現象に主体的に関わり、科学的に
探求しようとする態度と、生命を尊重し、自然
環境の保全に寄与する態度を養う。

実教出版　高校生物

理科

【 知　識　及　び　技　能 】自然の事物・現象についての理解を深め、科学的に探究するために必要な観察、実験などに関する技能を身に付けようとする。

観察、実験などを行い、科学的に探究する力を養う。

自然の事物・現象に主体的に関わり、科学的に探求しようとする態度を養う。

態
配当
時数

１
学
期

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

定期考査 ○ ○ 1

A 生物の特徴　生物の多様性と共通性
【知識及び技能】・生物が多様でありな
がら共通性をもっていることを理解させ
る。
・生物に共通する性質は細胞であり、細
胞にも原核細胞と真核細胞があることを
細胞の内部構造とともに理解させる。
・地球上の全生物のエネルギーの物質が
ATPであることを理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】・生物が
共通性を保ちながら進化し多様化してき
たこと，共通性は起源の共有に由来する
ことを理解させる。
・エネルギーの流れと代謝との関係を理
解させる。
【学びに向かう力、人間性等】授業や観
察・実験を通して科学的な探究力や見通
しをもった主体的態度を育成する。生命
を尊重し、自然環境の保全に寄与する態
度を養う。

【知識・技能】・生物の共通性と多様性について,す
べての生物で細胞が共通の構造であることを理解し
ている。
・原核細胞と真核細胞の違いについて,それらの細胞
に含まれる細胞小器官の違いとともに理解してい
る。
・生命活動に必要なエネルギーを．呼吸や光合成か
ら得ていることを理解している。
・生体内で行われる化学反応は,酵素が触媒している
ことを理解している。
・試料の採取,染色などを行い,光学顕微鏡で観察す
る技能を習得している。
【思考・判断・表現】
【主体的に学習に取り組む態度】生物の特徴に関す
る事物・現象について主体的に関り，見通しをもっ
たり振り返ったりするなど，科学的に探究しようと
している。

１章　生物の特徴
　１節　生物の多様性と共通性
　２節　生命とエネルギー
・教材
　教科書、資料集、問題集
・デジタル端末、顕微鏡等実験器具
・主な観察、実験実習、考察学習

7○ ○

1

２
学
期

定期考査 〇 〇

【知識・技能】
・体内環境が一定の範囲に保たれることを理解して
いる。
・腎臓での塩類濃度の調節や，肝臓による物質の合
成・分解などのしくみを理解している。
・ホルモンの分泌により血糖量が保たれることを理
解しており，ホルモンの分泌不足による発症する疾
患についての知識を得ている。
・解剖など生体を扱う技能を習得している。
・複数の実験により得られたデータを比較・分析す
ることにより，結論を導き出すことができる。
【思考・判断・表現】
・腎臓の塩類濃度調節や体温の調節が,臓器や細胞か
ら分泌されるホルモンなどの物質により調節されて
いることを考察できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・外界の環境が変化しても,体内環境は一定の範囲に
保たれていることを理解しようとする。
・腎臓による塩類濃度調節や,肝臓による物質の合
成・分解などのしくみを理解しようとする。・ホル
モンの分泌により血糖量が保たれており,ホルモン分
泌不足により発症する疾患について調べる。

1

C ヒトのからだの調節
【知識及び技能】
・血糖量や体温の調節、免疫系について
理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
・体液濃度の調節がきかなくなったとき
に発症する疾患について、その発祥の仕
組みを内臓とともに説明できる。
・免疫系について説明できる。
【学びに向かう力、人間性等】
・生命を尊重し自然環境の保全に寄与す
る態度を養う。

３章　ヒトのからだの調節
　３節　免疫
・教材
　教科書、資料集、問題集
・デジタル端末、顕微鏡等実験器具
・主な観察、実験実習、考察学習

〇



D 生物の多様性と生態系
【知識及び技能】
・植物の遷移やバイオーム、生態系の基
本的な仕組みや概念、エネルギーの動き
などそれらの関連性を理解する。
・生態系のバランスが壊れる基本的な法
則や概念、生態系の保全に関しての方法
やしくみを理解する。
・実験操作の技能を習得している。実験
考察する能力や科学的素養が身につけ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
・植生遷移等の概念や機能をさまざまに
関連付けながら問題を扱い、判断し思考
できる。
・生態系についてのしくみを科学的に捉
え、説明できる。　　　　　　　　【学
びに向かう力、人間性等】
・生態系の保全について、生態系のしく
みについて授業や実験を通して主体的に
学べる。
・生命を尊重し、自然環境の保全に寄与
する態度を養う。

定期考査

４章　生物の特徴
　１節　生態系とその成り立ち
　２節　植生とバイオーム
３節　生態系と生物の多様性
４節　生態系のバランスと保全
・教材
　教科書、資料集、問題集
・デジタル端末、顕微鏡等実験器具
・主な観察、実験実習、考察学習

【知識・技能】
・陸上には，相観と多くの植生、気温や降水量ごと
によるバイオーム、窒素や炭素の物質循環について
理解している。
・インターネットや文献などを用いて，調査する方
法を習得している。
【思考・判断・表現】
・物質の循環を体系的に考察できる。
・生態系の保全の重要性について，生物の多様性の
視点から考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・生態系のバランスについてや物質循環が重要であ
ることを理解しようとする。
・情報を収集しまとめられる。 〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇 12

1

〇 10

1

３
学
期

２
学
期

57

合計

【知識・技能】
・体内環境が一定の範囲に保たれることを理解して
いる。
・腎臓での塩類濃度の調節や，肝臓による物質の合
成・分解などのしくみを理解している。
・ホルモンの分泌により血糖量が保たれることを理
解しており，ホルモンの分泌不足による発症する疾
患についての知識を得ている。
・解剖など生体を扱う技能を習得している。
・複数の実験により得られたデータを比較・分析す
ることにより，結論を導き出すことができる。
【思考・判断・表現】
・腎臓の塩類濃度調節や体温の調節が,臓器や細胞か
ら分泌されるホルモンなどの物質により調節されて
いることを考察できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・外界の環境が変化しても,体内環境は一定の範囲に
保たれていることを理解しようとする。
・腎臓による塩類濃度調節や,肝臓による物質の合
成・分解などのしくみを理解しようとする。・ホル
モンの分泌により血糖量が保たれており,ホルモン分
泌不足により発症する疾患について調べる。

C ヒトのからだの調節
【知識及び技能】
・血糖量や体温の調節、免疫系について
理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
・体液濃度の調節がきかなくなったとき
に発症する疾患について、その発祥の仕
組みを内臓とともに説明できる。
・免疫系について説明できる。
【学びに向かう力、人間性等】
・生命を尊重し自然環境の保全に寄与す
る態度を養う。

定期考査

３章　ヒトのからだの調節
　３節　免疫
・教材
　教科書、資料集、問題集
・デジタル端末、顕微鏡等実験器具
・主な観察、実験実習、考察学習

〇



年間授業計画

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科　保健体育  科目　体育
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 A 組～ H 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

（A・B組：倉口・石塚・西田・大比良・奥浦　）（C・D組：倉口・石塚・西田・大比良・奥浦　）（E・F組：倉口・石塚・西田・大比良・奥浦　）（G・H組：倉口・石塚・西田・大比良・奥浦　）

試走
タイム測定
スタートから1台目までのアプロー
チ
振り上げ脚
インターバル

【知識・技能】技術の名称や行い方，体力の
高め方，課題解決の方法，競技会の仕方など
について理解している。ハードル走では，ス
ピードを維持した走りからハードルを低くリ
ズミカルに越すことができる。
【思考・判断・表現】生涯にわたって運動を
豊かに継続するための自己や仲間の課題を発
見し，合理的，計画的な解決に向けて取り組
み方を工夫するとともに，自己や仲間の考え
たことを他者に伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】陸上競技に
主体的に取り組むとともに，勝敗などを冷静
に受け止め，ルールやマナーを大切にしよう
とすること，役割を積極的に引き受け自己の
責任を果たそうとすること，一人一人の違い
に応じた課題や挑戦を大切にしようとするこ
となどをしたり，健康・安全を確保したりし
ている。

〇 〇

体ほぐしの運動
気付き・交流
実生活に生かす運動の計画の行い
方

【知識・技能】体つくり運動の行い方，体力
の構成要素，実生活への取り入れ方などにつ
いて理解している。
【思考・判断・表現】生涯にわたって運動を
豊かに継続するための自己や仲間の課題を発
見し，合理的，計画的な解決に向けて取り組
み方を工夫するとともに，自己や仲間の考え
たことを他者に伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】体つくり運
動に自主的に取り組むとともに，互いに助け
合い教え合おうとすること，一人一人の違い
に応じた動きなどを大切にしようとするこ
と，話合いに貢献しようとすることなどをし
たり，健康・安全を確保したりしている。

〇 7

配当
時数

１
学
期

A 体育理論
【知識及び技能】スポーツの文化
的特性や現代のスポーツの発展に
ついて理解すること。
【思考力、判断力、表現力等】ス
ポーツの文化的特性や現代のス
ポーツの発展について，課題を発
見し，よりよい解決に向けて思考
し判断するとともに，他者に伝え
ること。
【学びに向かう力、人間性等】ス
ポーツの文化的特性や現代のス
ポーツの発展についての学習に自
主的に取り組むこと。

スポーツの歴史的発展と多様な変
化
現代のスポーツの意義や価値
スポーツの経済的効果と高潔さ
スポーツが環境や社会にもたらす
影響

【知識及び技能】スポーツの文化的特性や現
代のスポーツの発展について理解している。
【思考力、判断力、表現力等】スポーツの文
化的特性や現代のスポーツの発展について，
課題を発見し，よりよい解決に向けて思考し
判断するとともに，他者に伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】スポーツの
文化的特性や現代のスポーツの発展について
の学習に自主的に取り組もうとしている。

〇 〇 〇 2

B 体つくり運動
【知識及び技能】体を動かす楽し
さや心地よさを味わい，運動を継
続する意義，体の構造，運動の原
則などを理解するとともに，健康
の保持増進や体力の向上を目指
し，目的に適した運動の計画を立
て取り組むことができるようにす
る。
【思考力、判断力、表現力等】自
己や仲間の課題を発見し，合理的
な解決に向けて運動の取り組み方
を工夫するとともに，自己や仲間
の考えたことを他者に伝えること
ができるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】体
つくり運動に自主的に取り組むと
ともに，互いに助け合い教え合お
うとすること，一人一人の違いに
応じた動きなどを大切にしようと
すること，話合いに貢献しようと
することなどや，健康・安全を確
保することができるようにする。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

C 陸上競技
【知識及び技能】記録の向上や競
争の楽しさや喜びを味わい，技術
の名称や行い方，体力の高め方，
運動観察の方法などを理解すると
ともに，各種目特有の技能身に付
けることができるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】動
きなどの自己や仲間の課題を発見
し，合理的な解決に向けて運動の
取り組み方を工夫するとともに，
自己の考えたことを他者に伝える
ことができるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】陸
上競技に自主的に取り組むととも
に，勝敗などを冷静に受け止め，
ルールやマナーを大切にしようと
すること，自己の責任を果たそう
とすること，一人一人の違いに応
じた課題や挑戦を大切にしようと
することなどや，健康・安全を確
保することができるようにする。

〇 7

〇 〇

保健体育 体育 3

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

運動の合理的，計画的な実践を通して，運動の
楽しさや喜びを深く味わい，生涯にわたって運
動を豊かに継続することができるようにするた
め，運動の多様性や体力の必要性について理解
するとともに，それらの技能を身に付けるよう
にする。

生涯にわたって運動を豊かに継続するための課
題を発見し，合理的，計画的な解決に向けて思
考し判断するとともに，自己や仲間の考えたこ
とを他者に伝える力を養う。

新高等保健体育

保健体育

運動や健康についての自他や社会の課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けて思考し判断するととも
に，他者に伝える力を養う。

生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し，明るく豊かで活力
ある生活を営む態度を養う。

体育

【 知　識　及　び　技　能 】
各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全について理解するとともに，技能を身
に付けるようにする。

運動における競争や協働の経験を通して，公正
に取り組む，互いに協力する，自己の責任を果
たす，参画する，一人一人の違いを大切にしよ
うとするなどの意欲を育てるとともに，健康・
安全を確保して，生涯にわたって継続して運動
に親しむ態度を養う。

【学びに向かう力、人間性等】



A 体育理論
【知識及び技能】スポーツの文化
的特性や現代のスポーツの発展に
ついて理解すること。
【思考力、判断力、表現力等】ス
ポーツの文化的特性や現代のス
ポーツの発展について，課題を発
見し，よりよい解決に向けて思考
し判断するとともに，他者に伝え
ること。
【学びに向かう力、人間性等】ス
ポーツの文化的特性や現代のス
ポーツの発展についての学習に自
主的に取り組むこと。

スポーツの歴史的発展と多様な変
化
現代のスポーツの意義や価値
スポーツの経済的効果と高潔さ
スポーツが環境や社会にもたらす
影響

【知識及び技能】スポーツの文化的特性や現
代のスポーツの発展について理解している。
【思考力、判断力、表現力等】スポーツの文
化的特性や現代のスポーツの発展について，
課題を発見し，よりよい解決に向けて思考し
判断するとともに，他者に伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】スポーツの
文化的特性や現代のスポーツの発展について
の学習に自主的に取り組もうとしている。

〇 〇 〇 3

B 球技
【知識及び技能】勝敗を競う楽し
さや喜びを味わい，技術の名称や
行い方，体力の高め方，運動観察
の方法などを理解するとともに，
作戦に応じた技能で仲間と連携し
ゲームを展開すること。
【思考力、判断力、表現力等】攻
防などの自己やチームの課題を発
見し，合理的な解決に向けて運動
の取り組み方を工夫するととも
に，自己や仲間の考えたことを他
者に伝えること。
【学びに向かう力、人間性等】球
技に自主的に取り組むとともに，
フェアなプレイを大切にしようと
すること，作戦などについての話
合いに貢献しようとすること，一
人一人の違いに応じたプレイなど
を大切にしようとすること，互い
に助け合い教え合おうとすること
などや，健康・安全を確保するこ
と。

ネット型
バレーボール
ベースボール型
ソフトボール
ゴール型
ラグビー

【知識・技能】技術の名称や行い方，体力の
高め方，運動観察の方法などについて理解し
ている。ネット型では，役割に応じたボール
操作や安定した用具の操作と連携した動きに
よって空いた場所をめぐる攻防をすることが
できる。ベースボール型では，安定したバッ
ト操作と走塁での攻撃，ボール操作と連携し
た守備などによって攻防をすることができ
る。ゴール型では，安定したボール操作と空
間を作りだすなどの動きによってゴール前へ
の侵入などから攻防をすることができる。
【思考・判断・表現】攻防などの自己やチー
ムの課題を発見し，合理的な解決に向けて運
動の取り組み方を工夫するとともに，自己や
仲間の考えたことを他者に伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】球技に自主
的に取り組むとともに，フェアなプレイを大
切にしようとすること，作戦などについての
話合いに貢献しようとすること，一人一人の
違いに応じたプレイなどを大切にしようとす
ること，互いに助け合い教え合おうとするこ
となどをしたり，健康・安全を確保したりし
ている。

〇 〇 〇 7

E 水泳
【知識及び技能】記録の向上や競
争の楽しさや喜びを味わい，技術
の名称や行い方，体力の高め方，
運動観察の方法などを理解すると
ともに，効率的に泳ぐこと。
【思考力、判断力、表現力等】泳
法などの自己や仲間の課題を発見
し，合理的な解決に向けて運動の
取り組み方を工夫するとともに，
自己の考えたことを他者に伝える
ことができるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】水
泳に自主的に取り組むとともに，
勝敗などを冷静に受け止め，ルー
ルやマナーを大切にしようとする
こと，自己の責任を果たそうとす
ること，一人一人の違いに応じた
課題や挑戦を大切にしようとする
ことなどや，水泳の事故防止に関
する心得を遵守するなど健康・安
全を確保することができるように
する。

【知識・技能】技術の名称や行い方，体力の
高め方，運動観察の方法などについて理解し
ている。クロールでは，手と足の動き，呼吸
のバランスを保ち，安定したペースで長く泳
いだり速く泳いだりすることができる。平泳
ぎでは，手と足の動き，呼吸のバランスを保
ち，安定したペースで長く泳いだり速く泳い
だりすることができる。
【思考・判断・表現】泳法などの自己や仲間
の課題を発見し，合理的な解決に向けて運動
の取り組み方を工夫するとともに，自己の考
えたことを他者に伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】水泳に自主
的に取り組むとともに，勝敗などを冷静に受
け止め，ルールやマナーを大切にしようとす
ること，自己の責任を果たそうとすること，
一人一人の違いに応じた課題や挑戦を大切に
しようとすることなどをしたり，水泳の事故
防止に関する心得を遵守するなど健康・安全
を確保したりしている。

水慣れ
クロール
平泳ぎ
スタート
タイム測定
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D 球技
【知識及び技能】勝敗を競う楽し
さや喜びを味わい，技術の名称や
行い方，体力の高め方，運動観察
の方法などを理解するとともに，
作戦に応じた技能で仲間と連携し
ゲームを展開すること。
【思考力、判断力、表現力等】攻
防などの自己やチームの課題を発
見し，合理的な解決に向けて運動
の取り組み方を工夫するととも
に，自己や仲間の考えたことを他
者に伝えること。
【学びに向かう力、人間性等】球
技に自主的に取り組むとともに，
フェアなプレイを大切にしようと
すること，作戦などについての話
合いに貢献しようとすること，一
人一人の違いに応じたプレイなど
を大切にしようとすること，互い
に助け合い教え合おうとすること
などや，健康・安全を確保するこ
と。

ネット型
バレーボール
ベースボール型
ソフトボール

【知識・技能】技術の名称や行い方，体力の
高め方，運動観察の方法などについて理解し
ている。ネット型では，役割に応じたボール
操作や安定した用具の操作と連携した動きに
よって空いた場所をめぐる攻防をすることが
できる。ベースボール型では，安定したバッ
ト操作と走塁での攻撃，ボール操作と連携し
た守備などによって攻防をすることができ
る。
【思考・判断・表現】攻防などの自己やチー
ムの課題を発見し，合理的な解決に向けて運
動の取り組み方を工夫するとともに，自己や
仲間の考えたことを他者に伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】球技に自主
的に取り組むとともに，フェアなプレイを大
切にしようとすること，作戦などについての
話合いに貢献しようとすること，一人一人の
違いに応じたプレイなどを大切にしようとす
ること，互いに助け合い教え合おうとするこ
となどをしたり，健康・安全を確保したりし
ている。
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２
学
期

F　武道
【知識及び技能】技を高め勝敗を
競う楽しさや喜びを味わい，伝統
的な考え方，技の名称や見取り稽
古の仕方，体力の高め方などを理
解するとともに，基本動作や基本
となる技を用いて攻防を展開する
ことができるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】攻
防などの自己や仲間の課題を発見
し，合理的な解決に向けて運動の
取り組み方を工夫するとともに，
自己の考えたことを他者に伝える
こと。
【学びに向かう力、人間性等】武
道に自主的に取り組むとともに，
相手を尊重し，伝統的な行動の仕
方を大切にしようとすること，自
己の責任を果たそうとすること，
一人一人の違いに応じた課題や挑
戦を大切にしようとすることなど
や，健康・安全を確保すること。

基本動作
姿勢・組み方・すり足・歩み足・
継ぎ足
受け身
横受け身，後ろ受け身，前回り受
け身
固め技の連絡
けさ固め，横四方固め，上四方固
め
投げ技
小内刈り・大内刈り・釣り込み
腰・背負い投げ
投げ技の連絡・固め技の連絡
自由練習や簡易な試合

【知識・技能】伝統的な考え方，技の名称や
見取り稽古の仕方，体力の高め方などについ
て理解している。柔道では，相手の動きの変
化に応じた基本動作や基本となる技，連絡技
を用いて，相手を崩して投げたり，抑えたり
するなどの攻防をすることができる。
【思考・判断・表現】攻防などの自己や仲間
の課題を発見し，合理的な解決に向けて運動
の取り組み方を工夫するとともに，自己の考
えたことを他者に伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】武道に自主
的に取り組むとともに，相手を尊重し，伝統
的な行動の仕方を大切にしようとすること，
自己の責任を果たそうとすること，一人一人
の違いに応じた課題や挑戦を大切にしようと
することなどをしたり，健康・安全を確保し
たりしている。

6

１
学
期

〇 〇 〇



C 水泳
【知識及び技能】記録の向上や競
争の楽しさや喜びを味わい，技術
の名称や行い方，体力の高め方，
運動観察の方法などを理解すると
ともに，効率的に泳ぐこと。
【思考力、判断力、表現力等】泳
法などの自己や仲間の課題を発見
し，合理的な解決に向けて運動の
取り組み方を工夫するとともに，
自己の考えたことを他者に伝える
ことができるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】水
泳に自主的に取り組むとともに，
勝敗などを冷静に受け止め，ルー
ルやマナーを大切にしようとする
こと，自己の責任を果たそうとす
ること，一人一人の違いに応じた
課題や挑戦を大切にしようとする
ことなどや，水泳の事故防止に関
する心得を遵守するなど健康・安
全を確保することができるように
する。

クロール
平泳ぎ
スタート
タイム測定

【知識・技能】技術の名称や行い方，体力の
高め方，運動観察の方法などについて理解し
ている。クロールでは，手と足の動き，呼吸
のバランスを保ち，安定したペースで長く泳
いだり速く泳いだりすることができる。平泳
ぎでは，手と足の動き，呼吸のバランスを保
ち，安定したペースで長く泳いだり速く泳い
だりすることができる。
【思考・判断・表現】泳法などの自己や仲間
の課題を発見し，合理的な解決に向けて運動
の取り組み方を工夫するとともに，自己の考
えたことを他者に伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】水泳に自主
的に取り組むとともに，勝敗などを冷静に受
け止め，ルールやマナーを大切にしようとす
ること，自己の責任を果たそうとすること，
一人一人の違いに応じた課題や挑戦を大切に
しようとすることなどをしたり，水泳の事故
防止に関する心得を遵守するなど健康・安全
を確保したりしている。
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C ダンス
【知識及び技能】感じを込めて
踊ったり，みんなで自由に踊った
りする楽しさや喜びを味わい，ダ
ンスの名称や用語，踊りの特徴と
表現の仕方，交流や発表の仕方，
運動観察の方法，体力の高め方な
どを理解するとともに，イメージ
を深めた表現や踊りを通した交流
や発表をすること。
【思考力、判断力、表現力等】表
現などの自己や仲間の課題を発見
し，合理的な解決に向けて運動の
取り組み方を工夫するとともに，
自己や仲間の考えたことを他者に
伝えること。
【学びに向かう力、人間性等】ダ
ンスに自主的に取り組むととも
に，互いに助け合い教え合おうと
すること，作品や発表などの話合
いに貢献しようとすること，一人
一人の違いに応じた表現や役割を
大切にしようとすることなどや，
健康・安全を確保すること。

現代的なリズムのダンス
リズムに乗って全身で自由に踊る
まとまりを付けて踊る
発表や交流の様子

【知識・技能】ダンスの名称や用語，踊りの
特徴と表現の仕方，交流や発表の仕方，運動
観察の方法，体力の高め方などについて理解
している。現代的なリズムのダンスでは，リ
ズムの特徴を捉え，変化とまとまりを付け
て，リズムに乗って全身で踊ることができ
る。
表現などの自己や仲間の課題を発見し，合理
的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫す
るとともに，自己や仲間の考えたことを他者
に伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】ダンスに主
体的に取り組むとともに，互いに共感し高め
合おうとすること，合意形成に貢献しようと
すること，一人一人の違いに応じた表現や役
割を大切にしようとすることなどをしたり，
健康・安全を確保したりしている。
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B 陸上競技
【知識及び技能】記録の向上や競
争の楽しさや喜びを味わい，技術
の名称や行い方，体力の高め方，
運動観察の方法などを理解すると
ともに，各種目特有の技能身に付
けることができるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】動
きなどの自己や仲間の課題を発見
し，合理的な解決に向けて運動の
取り組み方を工夫するとともに，
自己の考えたことを他者に伝える
ことができるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】陸
上競技に自主的に取り組むととも
に，勝敗などを冷静に受け止め，
ルールやマナーを大切にしようと
すること，自己の責任を果たそう
とすること，一人一人の違いに応
じた課題や挑戦を大切にしようと
することなどや，健康・安全を確
保することができるようにする。

20分間走
25分間走
30分間走
走るフォーム
呼吸法
ペースの作り方

【知識・技能】技術の名称や行い方，体力の
高め方，課題解決の方法，競技会の仕方など
について理解している。長距離走では，ペー
スの変化に対応して走ることができる。
【思考・判断・表現】生涯にわたって運動を
豊かに継続するための自己や仲間の課題を発
見し，合理的，計画的な解決に向けて取り組
み方を工夫するとともに，自己や仲間の考え
たことを他者に伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】陸上競技に
主体的に取り組むとともに，勝敗などを冷静
に受け止め，ルールやマナーを大切にしよう
とすること，役割を積極的に引き受け自己の
責任を果たそうとすること，一人一人の違い
に応じた課題や挑戦を大切にしようとするこ
となどをしたり，健康・安全を確保したりし
ている。
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B 球技
【知識及び技能】勝敗を競う楽し
さや喜びを味わい，技術の名称や
行い方，体力の高め方，運動観察
の方法などを理解するとともに，
作戦に応じた技能で仲間と連携し
ゲームを展開すること。
【思考力、判断力、表現力等】攻
防などの自己やチームの課題を発
見し，合理的な解決に向けて運動
の取り組み方を工夫するととも
に，自己や仲間の考えたことを他
者に伝えること。
【学びに向かう力、人間性等】球
技に自主的に取り組むとともに，
フェアなプレイを大切にしようと
すること，作戦などについての話
合いに貢献しようとすること，一
人一人の違いに応じたプレイなど
を大切にしようとすること，互い
に助け合い教え合おうとすること
などや，健康・安全を確保するこ
と。

ネット型
バレーボール
ベースボール型
ソフトボール
ゴール型
ラグビー

【知識・技能】技術の名称や行い方，体力の
高め方，運動観察の方法などについて理解し
ている。ネット型では，役割に応じたボール
操作や安定した用具の操作と連携した動きに
よって空いた場所をめぐる攻防をすることが
できる。ベースボール型では，安定したバッ
ト操作と走塁での攻撃，ボール操作と連携し
た守備などによって攻防をすることができ
る。ゴール型では，安定したボール操作と空
間を作りだすなどの動きによってゴール前へ
の侵入などから攻防をすることができる。
【思考・判断・表現】攻防などの自己やチー
ムの課題を発見し，合理的な解決に向けて運
動の取り組み方を工夫するとともに，自己や
仲間の考えたことを他者に伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】球技に自主
的に取り組むとともに，フェアなプレイを大
切にしようとすること，作戦などについての
話合いに貢献しようとすること，一人一人の
違いに応じたプレイなどを大切にしようとす
ること，互いに助け合い教え合おうとするこ
となどをしたり，健康・安全を確保したりし
ている。
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３
学
期

A 体育理論
【知識及び技能】スポーツの文化
的特性や現代のスポーツの発展に
ついて理解すること。
【思考力、判断力、表現力等】ス
ポーツの文化的特性や現代のス
ポーツの発展について，課題を発
見し，よりよい解決に向けて思考
し判断するとともに，他者に伝え
ること。
【学びに向かう力、人間性等】ス
ポーツの文化的特性や現代のス
ポーツの発展についての学習に自
主的に取り組むこと。

スポーツの歴史的発展と多様な変
化
現代のスポーツの意義や価値
スポーツの経済的効果と高潔さ
スポーツが環境や社会にもたらす
影響

【知識及び技能】スポーツの文化的特性や現
代のスポーツの発展について理解している。
【思考力、判断力、表現力等】スポーツの文
化的特性や現代のスポーツの発展について，
課題を発見し，よりよい解決に向けて思考し
判断するとともに，他者に伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】スポーツの
文化的特性や現代のスポーツの発展について
の学習に自主的に取り組もうとしている。

〇 〇

２
学
期

D 武道
【知識及び技能】技を高め勝敗を
競う楽しさや喜びを味わい，伝統
的な考え方，技の名称や見取り稽
古の仕方，体力の高め方などを理
解するとともに，基本動作や基本
となる技を用いて攻防を展開する
ことができるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】攻
防などの自己や仲間の課題を発見
し，合理的な解決に向けて運動の
取り組み方を工夫するとともに，
自己の考えたことを他者に伝える
こと。
【学びに向かう力、人間性等】武
道に自主的に取り組むとともに，
相手を尊重し，伝統的な行動の仕
方を大切にしようとすること，自
己の責任を果たそうとすること，
一人一人の違いに応じた課題や挑
戦を大切にしようとすることなど
や，健康・安全を確保すること。

基本動作
姿勢・組み方・すり足・歩み足・
継ぎ足
受け身
横受け身，後ろ受け身，前回り受
け身
固め技の連絡
けさ固め，横四方固め，上四方固
め
投げ技
小内刈り・大内刈り・釣り込み
腰・背負い投げ
投げ技の連絡・固め技の連絡
自由練習や簡易な試合

【知識・技能】伝統的な考え方，技の名称や
見取り稽古の仕方，体力の高め方などについ
て理解している。柔道では，相手の動きの変
化に応じた基本動作や基本となる技，連絡技
を用いて，相手を崩して投げたり，抑えたり
するなどの攻防をすることができる。
【思考・判断・表現】攻防などの自己や仲間
の課題を発見し，合理的な解決に向けて運動
の取り組み方を工夫するとともに，自己の考
えたことを他者に伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】武道に自主
的に取り組むとともに，相手を尊重し，伝統
的な行動の仕方を大切にしようとすること，
自己の責任を果たそうとすること，一人一人
の違いに応じた課題や挑戦を大切にしようと
することなどをしたり，健康・安全を確保し
たりしている。
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C ダンス
【知識及び技能】感じを込めて
踊ったり，みんなで自由に踊った
りする楽しさや喜びを味わい，ダ
ンスの名称や用語，踊りの特徴と
表現の仕方，交流や発表の仕方，
運動観察の方法，体力の高め方な
どを理解するとともに，イメージ
を深めた表現や踊りを通した交流
や発表をすること。
【思考力、判断力、表現力等】表
現などの自己や仲間の課題を発見
し，合理的な解決に向けて運動の
取り組み方を工夫するとともに，
自己や仲間の考えたことを他者に
伝えること。
【学びに向かう力、人間性等】ダ
ンスに自主的に取り組むととも
に，互いに助け合い教え合おうと
すること，作品や発表などの話合
いに貢献しようとすること，一人
一人の違いに応じた表現や役割を
大切にしようとすることなどや，
健康・安全を確保すること。

現代的なリズムのダンス
リズムに乗って全身で自由に踊る
まとまりを付けて踊る
発表や交流の様子

【知識・技能】ダンスの名称や用語，踊りの
特徴と表現の仕方，交流や発表の仕方，運動
観察の方法，体力の高め方などについて理解
している。現代的なリズムのダンスでは，リ
ズムの特徴を捉え，変化とまとまりを付け
て，リズムに乗って全身で踊ることができ
る。
表現などの自己や仲間の課題を発見し，合理
的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫す
るとともに，自己や仲間の考えたことを他者
に伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】ダンスに主
体的に取り組むとともに，互いに共感し高め
合おうとすること，合意形成に貢献しようと
すること，一人一人の違いに応じた表現や役
割を大切にしようとすることなどをしたり，
健康・安全を確保したりしている。
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３
学
期

D　武道
【知識及び技能】技を高め勝敗を
競う楽しさや喜びを味わい，伝統
的な考え方，技の名称や見取り稽
古の仕方，体力の高め方などを理
解するとともに，基本動作や基本
となる技を用いて攻防を展開する
ことができるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】攻
防などの自己や仲間の課題を発見
し，合理的な解決に向けて運動の
取り組み方を工夫するとともに，
自己の考えたことを他者に伝える
こと。
【学びに向かう力、人間性等】武
道に自主的に取り組むとともに，
相手を尊重し，伝統的な行動の仕
方を大切にしようとすること，自
己の責任を果たそうとすること，
一人一人の違いに応じた課題や挑
戦を大切にしようとすることなど
や，健康・安全を確保すること。

基本動作
姿勢・組み方・すり足・歩み足・
継ぎ足
受け身
横受け身，後ろ受け身，前回り受
け身
固め技の連絡
けさ固め，横四方固め，上四方固
め
投げ技
小内刈り・大内刈り・釣り込み
腰・背負い投げ
投げ技の連絡・固め技の連絡
自由練習や簡易な試合

【知識・技能】伝統的な考え方，技の名称や
見取り稽古の仕方，体力の高め方などについ
て理解している。柔道では，相手の動きの変
化に応じた基本動作や基本となる技，連絡技
を用いて，相手を崩して投げたり，抑えたり
するなどの攻防をすることができる。
【思考・判断・表現】攻防などの自己や仲間
の課題を発見し，合理的な解決に向けて運動
の取り組み方を工夫するとともに，自己の考
えたことを他者に伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】武道に自主
的に取り組むとともに，相手を尊重し，伝統
的な行動の仕方を大切にしようとすること，
自己の責任を果たそうとすること，一人一人
の違いに応じた課題や挑戦を大切にしようと
することなどをしたり，健康・安全を確保し
たりしている。

〇 〇 〇

4

合計

79



年間授業計画

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 A 組～ H 組

教科担当者：

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

定期考査

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準

２
学
期

A 現代社会と健康
【知識及び技能】
個人及び社会生活における健康・
安全について理解を深めるととも
に、技能を身につけるようにす
る。
【思考力、判断力、表現力等】
健康についての自他や社会の課題
を発見し、合理的・計画的な解決
に向けて思考し判断するととも
に、目的や状況に応じて他者に伝
える力を養うことができるように
する。
【学びに向かう力、人間性等】
生涯を通じて自他の健康の保持増
進やそれを支える環境づくりを目
指し、明るく豊かで活力ある生活
を営む態度を養うことができるよ
うにする。

・食事と健康
・休養、睡眠と健康
・がんの予防と回復
・喫煙と健康
・飲酒と健康
・薬物乱用と健康
・精神疾患の特徴
・精神疾患への対応

上記８項目について教科書、図
説、パワーポイントのスライドを
使用して指導する。
また、一人１台端末を活用する。

〇 1

（Ｆ組：奥浦　）

（Ｇ組：奥浦　）

各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全について理解するとともに、技能を身につけるようにする。

生涯を通じて自他の健康の保持増進やそれを支
える環境づくりを目指し、明るく豊かで活力あ
る生活を営む態度を養うことができるようにす
る。

【学びに向かう力、人間性等】

（H組：倉口　）

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

個人及び社会生活における健康・安全について
理解を深めるとともに技能を身につけるように
する。

健康・安全についての自他や社会の課題を発見
し、合理的・計画的な解決に向けて思考し判断
するとともに、目的や状況に応じて他者に伝え
る力を養うことができるようにする。

保健体育

運動や健康についての自他や社会の課題を発見し、合理的・計画的な解決に向けて思考し判断するとともに、目的や状況に応じて他者に伝える力を養うことができるようにする。

生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し、明るく豊かで活力ある生活を営む態度を養うことができるようにする。

保健

【 知　識　及　び　技　能 】

（Ａ組：倉口　） （Ｂ組：大比良　） （Ｃ組：大比良　） （Ｄ組：倉口　） （Ｅ組：奥浦　）

保健体育 保健
保健体育 保健 1

知 思

１
学
期

A 現代社会と健康
【知識及び技能】
個人及び社会生活における健康・
安全について理解を深めるととも
に、技能を身につけるようにす
る。
【思考力、判断力、表現力等】
健康についての自他や社会の課題
を発見し、合理的・計画的な解決
に向けて思考し判断するととも
に、目的や状況に応じて他者に伝
える力を養うことができるように
する。
【学びに向かう力、人間性等】
生涯を通じて自他の健康の保持増
進やそれを支える環境づくりを目
指し、明るく豊かで活力ある生活
を営む態度を養うことができるよ
うにする。

・日本における健康課題の変遷
・健康の考え方と成り立ち
・ヘルスプロモーションと健康に
関わる環境づくり
・健康に関する意思決定、行動選
択
・現代における感染症の問題
・感染症の予防
・性感染症、エイズとその予防
・生活習慣病の予防と回復
・身体活動、運動と健康

上記９項目について教科書、図
説、パワーポイントのスライドを
使用して指導する。
また、一人１台端末を活用する。

【知識・技能】
学習して得た知識を既有の知識と関連付けた
り活用したりする中で生活の場面でも活用で
きる程度に理解したことを言ったり書いたり
している。

【思考・判断・表現】
現代における健康課題とその予防及び対策に
ついて理解している。・特に現代の感染症と
その予防、生活習慣病について十分理解して
いる。

【主体的に学習に取り組む態度】
普段の授業や家庭学習において課題の解決に
向けた学習活動に主体的に取り組もうとして
いる。

〇

定期考査
〇

〇 〇 3

〇

配当
時数

〇 〇 9

態

1

〇 8

【知識・技能】
学習して得た知識を既有の知識と関連付けた
り活用したりする中で生活の場面でも活用で
きる程度に理解したことを言ったり書いたり
している。

【思考・判断・表現】
現代における健康課題とその予防及び対策に
ついて理解している。・特に現代の感染症と
その予防、生活習慣病について十分理解して
いる。

【主体的に学習に取り組む態度】
普段の授業や家庭学習において課題の解決に
向けた学習活動に主体的に取り組もうとして
いる。

〇

B 安全な社会生活
【知識及び技能】
個人及び社会生活における健康・
安全について理解を深めるととも
に、技能を身につけるようにす
る。

【思考力、判断力、表現力等】
安全についての自他や社会の課題
を発見し、合理的・計画的な解決
に向けて思考し判断するととも
に、目的や状況に応じて他者に伝
える力を養うことができるように
する。

【学びに向かう力、人間性等】
生涯を通じて自他の安全を考えそ
れを支える環境づくりを目指し、
明るく豊かで活力ある生活を営む
態度を養うことができるようにす
る。

・事故の現状と発生要因
・交通事故防止の取り組み
・安全な社会の形成

上記３項目について教科書、図
説、パワーポイントのスライドを
使用して指導する。
また、一人１台端末を活用する。

【知識・技能】
学習して得た知識を既有の知識と関連付けた
り活用したりする中で生活の場面でも活用で
きる程度に理解したことを言ったり書いたり
している。

【思考・判断・表現】
安全な社会生活について自他や社会の課題を
発見し、その解決を目指した活動を通して安
全な社会づくりや応急手当について適切に判
断、実施できている。

【主体的に学習に取り組む態度】
普段の授業や家庭学習において課題の解決に
向けた学習活動に主体的に取り組もうとして
いる。

〇



３
学
期

定期考査
〇 1

B 安全な社会生活
【知識及び技能】
個人及び社会生活における健康・
安全について理解を深めるととも
に、技能を身につけるようにす
る。

【思考力、判断力、表現力等】
安全についての自他や社会の課題
を発見し、合理的・計画的な解決
に向けて思考し判断するととも
に、目的や状況に応じて他者に伝
える力を養うことができるように
する。

【学びに向かう力、人間性等】
生涯を通じて自他の安全を考えそ
れを支える環境づくりを目指し、
明るく豊かで活力ある生活を営む
態度を養うことができるようにす
る。

・応急手当の意義と救急医療体制
・心肺蘇生法
・日常的な応急手当

上記３項目について教科書、図
説、パワーポイントのスライドを
使用して指導する。
また、一人１台端末を活用する。

【知識・技能】
学習して得た知識を既有の知識と関連付けた
り活用したりする中で生活の場面でも活用で
きる程度に理解したことを言ったり書いたり
している。

【思考・判断・表現】
安全な社会生活について自他や社会の課題を
発見し、その解決を目指した活動を通して安
全な社会づくりや応急手当について適切に判
断、実施できている。

【主体的に学習に取り組む態度】
普段の授業や家庭学習において課題の解決に
向けた学習活動に主体的に取り組もうとして
いる。

〇 〇

3

合計

25

〇



年間授業計画　様式例

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 Ａ 組～ Ｈ 組

教科担当者：（Ａ～Ｈ組：　戸田　）

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

歌 器 創

〇

〇 〇

6

【知識及び技能】
ベルカント唱法による発声の技能を身に付け
ている。
【思考力、判断力、表現力等】
曲想に応じた歌唱表現を創意工夫することが
できる。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的・協働的に歌唱活動の学習に取り組
み、音楽文化に親しもうとしている。

〇 〇 〇

〇 6

題材：ギター弾き歌いに挑戦しよう
【知識及び技能】
コードを押さえたストローク奏法を
身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
様々な伴奏のリズムを創意工夫す
る。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的・協働的に演奏活動に取り組
み、音楽文化に親しむ。

日曜日よりの使者

２
学
期

題材：イタリア歌曲を歌おう
【知識及び技能】
ベルカント唱法による発声の技能を
身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
曲想に応じた歌唱表現を創意工夫す
る。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的・協働的に歌唱活動の学習に
取り組み、音楽文化に親しむ。

Caro mio ben

〇

１
学
期

題材：Ｊポップを歌おう
【知識及び技能】
自分自身の声の特徴を捉え、Ｊポッ
プに適した発声法を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
歌唱表現を創意工夫する。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的・協働的に歌唱表現の学習に
取り組み、音楽文化に親しむ。

・ミックスボイス、ミドルボイス
について
・「負けないで」「若者のすべ
て」「Ｌｅｍｏｎ」

○

〇

【知識及び技能】
クラシックギターの響きや良さを生かした奏
法を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
クラシックギターの音色をイメージしながら
美しいアンサンブルを奏でるために創意工夫
した音楽表現ができる。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的・協働的に音楽活動に取り組み、音楽
文化に親しもうとしている。

〇 〇 〇 8

【知識及び技能】
BGMの役割を理解し、表現上の効果を音楽的な
関わりによって説明することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
生活や社会をより豊かにしていくBGMの在り方
について考えられる。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的・協働的に学習に取り組み、音楽に
よって生活や社会を豊かにしていく態度を養
おうとしている。

〇 〇 〇 4〇

題材：本気のクラシックギター
【知識及び技能】
クラシックギターの響きや良さを生
かした奏法を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
クラシックギターの音色をイメージ
しながら美しいアンサンブルを奏で
るために創意工夫した音楽表現をで
きるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的・協働的に音楽活動に取り組
み、音楽文化に親しむ。

第三の男

〇

題材：生活や社会における音楽の価
値ってなんだろう
【知識及び技能】
BGMの役割を理解し、表現上の効果
を音楽的な関わりによって説明でき
るようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
生活や社会をより豊かにしていく
BGMの在り方について考えられるよ
うにする。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的・協働的に学習に取り組み、
音楽によって生活や社会を豊かにし
ていく態度を養う。

ニュルンベルクのマイスタージン
ガーより第一幕への前奏曲、アイ
ルランド音楽

【知識及び技能】
自分自身の声の特徴を捉え、Ｊポップに適し
た発声法を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
歌唱表現を創意工夫することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的・協働的に歌唱表現の学習に取り組
み、音楽文化に親しもうとしている。

○ ○ ○ 8

知 思 態

配
当
時
数

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

鑑
賞

評価規準

音楽Ⅰ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

曲想と音楽の構造や文化的・歴史的背景などと
の関わり及び音楽の多様性について理解すると
ともに、創意工夫を生かした音楽表現をするた
めに必要な技能を身に付けるようにする。

自己のイメージをもって音楽表現を創意工夫するこ
とや、音楽を評価しながらよさや美しさを自ら味
わって聴くことができるようにする。

主体的・協働的に音楽の幅広い活動に取り組
み、生涯にわたり音楽を愛好する心情を育むと
ともに、感性を高め、音楽文化に親しみ、音楽
によって生活や社会を明るく豊かなものにして
いく態度を養う。

【知識及び技能】
コードを押さえたストローク奏法を身に付け
ている。
【思考力、判断力、表現力等】
様々な伴奏のリズムを創意工夫することがで
きる。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的・協働的に演奏活動に取り組み、音楽
文化に親しもうとしている。

〇 〇 〇 10

芸術 音楽Ⅰ
芸術 音楽Ⅰ 2

題材：ドイツ歌曲を歌おう
【知識及び技能】
ドイツ的頭声発声による発声の技能
を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
曲想に応じた歌唱表現を創意工夫す
る。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的・協働的に歌唱活動の学習に
取り組み、音楽文化に親しむ。

Ich liebe dich

〇

【知識及び技能】
ドイツ的頭声発声による発声の技能を身に付
けている。
【思考力、判断力、表現力等】
曲想に応じた歌唱表現を創意工夫することが
できる。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的・協働的に歌唱活動の学習に取り組
み、音楽文化に親しもうとしている。

ＭＯＵＳＡ１

芸術

【 知　識　及　び　技　能 】芸術の特質について理解するとともに、意図に基づいて表現するための技能を身に付けるようにする。

創造的な表現を工夫したり、芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができるようにする。

生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、心豊かな生活や社会を創造していく態度を養い、豊かな情操を培う。



8

4

３
学
期

題材：アンサンブルを楽しもう
【知識及び技能】
ミュージックベルの演奏の技能を身
に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
アンサンブルのよさを感じ取り、創
意工夫して合奏する。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的・協働的にアンサンブルに取
り組み、豊かな情操を養う。

星に願いを

〇

【知識及び技能】
ミュージックベルの演奏の技能を身に付けて
いる。
【思考力、判断力、表現力等】
アンサンブルのよさを感じ取り、創意工夫し
て合奏することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的・協働的にアンサンブルに取り組み、
豊かな情操を養おうとしている。

【知識及び技能】
曲想と音楽の構造との関わりについて理解し
ている。
【思考力、判断力、表現力等】
音楽を評価しながら、音楽のよさや美しさを
味わって聴くことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的・協働的に鑑賞活動に取り組み、音楽
文化に親しもうとしている。

6

合
計

64

4

題材：声の重なりの美しさを感じよ
う
【知識及び技能】
合唱に適した発声の技能を身に付け
る。
【思考力、判断力、表現力等】
各声部の役割を理解し、音楽表現を
創意工夫する。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的・協働的に歌唱活動に取り組
み、音楽文化に親しむ。

教科書等より選曲

〇

〇

題材：芸術について語る
【知識及び技能】
曲想と音楽の構造との関わりについ
て理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
音楽を評価しながら、音楽のよさや
美しさを味わって聴く。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的・協働的に鑑賞活動に取り組
み、音楽文化に親しむ。

教科書等より選曲

〇

〇

【知識及び技能】
合唱に適した発声の技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
各声部の役割を理解し、音楽表現を創意工夫
することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的・協働的に歌唱活動に取り組み、音楽
文化に親しもうとしている。

〇 〇 〇

題材：芸術のイノベーションはどう
して起きるのか
【知識及び技能】
曲想と音楽の構造や歴史的背景との
関わりについて理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
音楽のよさについて自分なりに評価
する。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的・協働的に鑑賞活動に取り組
み、音楽文化に親しむ。

ストラヴィンスキー「春の祭典」

〇

【知識及び技能】
曲想と音楽の構造や歴史的背景との関わりに
ついて理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
音楽のよさについて自分なりに評価すること
ができる。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的・協働的に鑑賞活動に取り組み、音楽
文化に親しもうとしている。

〇 〇

題材：ギター弾き歌いに挑戦しよう
【知識及び技能】
コードを押さえたストローク奏法を
身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
様々な伴奏のリズムを創意工夫す
る。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的・協働的に演奏活動に取り組
み、音楽文化に親しむ。

日曜日よりの使者

２
学
期

〇

【知識及び技能】
コードを押さえたストローク奏法を身に付け
ている。
【思考力、判断力、表現力等】
様々な伴奏のリズムを創意工夫することがで
きる。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的・協働的に演奏活動に取り組み、音楽
文化に親しもうとしている。

〇 〇 〇 10



年間授業計画

高等学校 令和5年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 A 組～ H 組

教科担当者：

使用教科書：（

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

絵
・
彫

デ 映

〇自分の名前からくるイメージを自
由にデザインし、伝えるデザインに
関心を持ち、形や色構成など構想を
練る。自分をイメージしたシンボル
マークやロゴマーク（17×17㎝）に
デザインし、形や色、構成など工夫
して制作する。
2つの作品を1枚の台紙にまとめそれ
ぞれの持ち味を生かしながら調和の
取れた作品に仕上げ、完成作品を鑑
賞し合い、意図や工夫を感じ取り、
話し合う。
教材
アクリルガッシュ
クロッキーブック
 ６B鉛筆
ケント紙
一人一台端末の活用　等

A 単元　表現・鑑賞／絵画
【知識及び技能】
造形要素の働きとして、明暗を正し
く描くことによって質感や立体感が
表現できることを理解する。また、
各部分と描かない部分に差をつけ、
鉛筆及び白黒の色鉛筆などの特性を
生かして創造的に描く。
「技」 意図に応じて材料や用具の特
性を生かし表現方法を工夫する。作
品を描いて得たものを、２分間で１
００文字以上に感想をまとめプレゼ
ンを行う。
【思考力、判断力、表現力等】
モチーフとデッサンを見比べること
で形や明暗の違いやを客観的に判断
し、「見る」と「描く」の比率を７
対３とし、ものをじっくり見て描く
プロセスによって構想を練ったり鑑
賞したりする。
【学びに向かう力、人間性等】
他の生徒の作品を鑑賞し、自己の制
作プロセスの繰り返しを通じて、次
への制作意欲と関心を高め、見方や
感じ方を深める創造活動に主体的に
取り組もうとする。

 B単元　表現・鑑賞/デザイン
 【知識及び技能】
伝えたい情報を整理し，印象に残る
シンボルマークや，使用する場所や
目的にあったサインを参考に、自分
の名前からくるイメージを背景の部
分も含め、ドラマチックにデザイン
する。　　　　　　　　　　　【思
考力、判断力、表現力等】
伝える情報の内容や相手などから主
題を生成し，単純化や省略，強調な
どの効果や，わかりやすさと美しさ
の調和などについて考え，創造的な
表現の構想を練っている。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的にメッセージの内容や伝える
相手について考え，効果的に内容を
伝えるデザインを工夫する表現の創
造活動に取り組もうとしている。

美術Ⅰ

〇 〇 30

創造的な美術の表現をするために必要な技能を身に着け、意図に応じて表現方法を創意工夫し表せるよう育
む。また、対象を据える造形的な視点について理解を深めさせる。

造形的な良さや美しさ、表現の意図と創造的な工夫、美術の働きなどについて考えるとともに、主題を生成
し発想や構想を練ったり、美術や美術文化に対する見方や感じ方を深められるよう導く。

美術や美術文化と豊かにかかわり主体的に表現及び鑑賞の創造活動に取り組む。

思 態知

芸術

指導項目・内容

表現

鑑
賞

〇

2

〇年間を通じて授業初めに、身近な
ものを見つめなおし描く方法や言葉
によるイメージを創意工夫して表
す。
５分間～１０分クロッキー
教材
クロッキーブック
6B鉛筆
一人一台端末の活用　等

芸術 美術Ⅰ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

（A組：田尻）（B組：田尻）（C組：田尻）（D組：田尻）（E組：田尻）(F組：田尻）(G組田尻）(H組田尻）

【 知　識　及　び　技　能 】

１
学
期

単元の具体的な指導目標

〇 〇 〇

【知識・技能】
「知」形や色彩、明暗、質感などが感情にもた
らす効果や、造形的な特徴などを基に、身近な
ものの特徴や美しさなどを全体のイメージで捉
えることを理解している。
モチーフの光の関係性を把握し、質感や立体感
などの表現すべきポイントを理解している。ハ
イライトデッサンの技法を理解し、鉛筆や色鉛
筆の特性を生かして創造的に描いている。ま
た、線の強弱など表現方法を創意工夫して表現
している。
【思考・判断・表現】
「発」 身近なものの特徴や美しさなどを観察
し、感じ取ったことや考えたことなどから主題
を生成し、表現形式の特性を生かし、形や色
彩、質感などを考え、創造的な構想を練ってい
る。
「鑑」友達の作品の造形的なよさや美しさを感
じ取り、作者の心情や意図と創造的な表現の工
夫などについて考え、見方や感じ方を深めてい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
他の生徒の作品を鑑賞し、プロセスを振り返る
ことで造形的な良さや美しさを感じ取り、次の
制作につなげる意欲と感心を高める鑑賞の創造
活動に取り組もうとしている。

【知識・技能】
「知」名前からくるイメージを発想豊かに、形
や色などの効果や，造形的な特徴などをもと
に，わかりやすく効果的な伝達のデザインを，
全体のイメージや作風などで捉えることを理解
している。
「技」意図に応じて表現方法を創意工夫し、制
作の順序などを総合的に考えながらアクリル
ガッシュなどの特性を生かして，目的や計画を
もとに創造的に表している。
【思考・判断・表現】
「発」伝える情報の内容や名前からくるキャラ
クター的な形や色彩、性格を表す伝達効果と美
しさの調和などについて考え，創造的な表現の
構想を練っている。
「鑑」名前からくるイメージの伝達効果や洗練
された美しさなどを感じ取り、作者の心情や表
現の意図と創造的な工夫などについて考えるな
どして、美意識を高め、見方や感じ方を深めて
いる。　　　　　　　　　　　　　【主体的に
学習に取り組む態度】
主体的に情報を伝えるデザインの目的や機能と
の調和の取れた美しさなどを感じ取り，わかり
やすく効果的に情報を伝える工夫などについて
考える鑑賞の創造活動に取り組もうとしてい
る。

配
当
時
数

評価規準

・意図に応じて表現方法を創意工夫し、創造的
に表す。
・対象を据える造形的な視点について理解を深
めている。

造形的な良さや美しさ、表現の意図と創造的な
工夫、美術の働きについて考えるとともに、主
題を生成し発想や構想を練ったり、美術や美術
文化に対する見方や感じ方を深めたりしてい
る。

日本文教出版）

芸術

美術Ⅰ

【学びに向かう力、人間性等】

主体的に美術の幅広い創造活動に取り組もうと
している。



〇読書感想画　　　　　　　　　本
校の図書館を活用し、小説を読んだ
で制作し、全員読書感想画コンクー
ル出展とする。　　　　　教材
アクリルガッシュ
クロッキーブック
６B鉛筆
画用紙　　　　　　　　　　　　一
人一台端末の活用　等

28〇〇〇

C 単元　表現・鑑賞／絵画
【知識及び技能】
小説の全体からくるイメージや各場
面からくるイメージなどを思い浮か
べながら、場面の意図に応じて絵の
具などの特性や効果を生かすととも
に、表現方法を創意工夫し、主題を
追求して創造的に表している。具体
物や抽象的なものの組み合わせ、構
図や色彩などの効果、全体のイメー
ジなどを捉え、絵の具などの特性を
生かして表す。
【思考力、判断力、表現力等】
想像や空想したイメージなどを基
に、形体や色彩、配置、組み合わせ
などの効果を考え、構想を練ったり
鑑賞したりする。
【学びに向かう力、人間性等】
空想や夢などから、心の中の世界を
表す創造活動に、主体的に取り組
む。

〇

〇

〇カラーシートや紙類をを用いた光
のタワーを自由に創意工夫し表現す
る。、
教材
カラーシート
トレッシングペーパー
和紙
クロッキーブック
マジック
６B
光の塔（単３）
一人一台端末の活用　　等

D 単元　表現・鑑賞／デザイン
【知識及び技能】
ステンドグラス風ランプシェイドに
おいて、カラーシートによる光の色
合いを考慮した自然物や幾何学模様
などの形と色彩の特徴の美しさ、構
成などの効果、全体のイメージなど
を捉え、カラーシートとトレッシン
グペーパーの材料の比率や用具の特
性を生かし、計画を基に表す。
【思考力、判断力、表現力等】
自然物などの形や色彩の特徴や美し
さ、用いる場面などを基に、形や色
彩の構成などの効果を考え、模様の
構想を練ったり鑑賞したりする。
【学びに向かう力、人間性等】
自然物の特徴などを生かして模様を
デザインする創造活動に、主体的に
取り組む。

２
学
期

３
学
期

合
計

70

12

〇〇〇

【知識及び技能】
「知」カラーシートによる光の色合いを意識し
た形や色彩、構成の効果などが感情にもたらす
効果や、用いる人や場面、目的や条件、機能や
用途などを考え、全体のイメージで捉えること
を理解している。
「技」意図に応じて表現方法を創意工夫して、
制作の順序などを総合的に考えながら形や色
彩、構成の効果を生かし、見通しをもって創造
的に表している。
【思考・判断・表現】
「発」 用いる人の心情や使用する場面などで
求められる効果や機能などから主題を生成し、
形や色彩、構成などが感情にもたらす効果や美
しさなどとの調和を総合的に考え、表現の構想
を練っている。
「鑑」 模様のもつ機能や用途を生かすための
形や色彩、構成の特徴や美しさなどを感じ取
り、表現の意図と創造的な工夫について考え、
見方や感じ方を深めている。
【主体的に学習に取り組む態度】
「態表」 主題を生み出し、模様のもつ機能や
用途などを考え、構想を練り、意図に応じて創
造的に工夫し見通しをもって表す表現の創造活
動に、主体的に取り組もうとしている。
「態鑑」 模様のもつ目的や機能、美しさなど
を感じ取り、表現の意図と工夫について考える
など、見方や感じ方を深める鑑賞の創造活動
に、主体的に取り組もうとしている。
 


〇〇

【知識及び技能】
「知」場面を効果的に演出し、色彩、構図など
の性質やそれらが感情にもたらす効果、具体物
や抽象的なものの組み合わせなど造形的な特徴
などを基に、全体のイメージや作風などで捉え
ることを理解している。
「技」 意図に応じて絵の具などの特性や効果
を生かすとともに、表現方法を創意工夫し、主
題を追求して創造的に表している。
【思考・判断・表現】
「発」小説の場面を想像や空想したイメージな
どから主題を生成し、表現形式の特性を生か
し、形体や色彩、配置、組み合わせなどについ
て考え、創造的な表現の構想を練っている。
「鑑」 造形的なよさや美しさを感じ取り、作
者の心情や意図と創造的な表現の工夫などにつ
いて考え、見方や感じ方を深めている。
【主体的に学習に取り組む態度】
「態表」小説の内容などを基に、心の中の世界
を表す表現の創造活動に、主体的に取り組もう
としている。
「態鑑」 造形的なよさや美しさを感じ取り、
作者の表したい夢や空想の世界の特徴や美しさ
などについて考え、見方や感じ方を深める鑑賞
の創造活動に、主体的に取り組もうとしてい
る。

〇



年間授業計画　様式例

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 A 組～ H 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

漢仮 漢 仮

芸術 書道Ⅰ
芸術 書道Ⅰ 2

光村図書　書道Ⅰ

芸術

【 知　識　及　び　技　能 】書の表現や歴史を理解するとともに、基礎的な技術を身につけるようにする。

書の美しさや作品構成を考え、現在も残る作品の文化的意味や価値をとらえることができるようにする。

書に親しみ、書を通して心豊かな生活や社会を創造していく態度を養う。

（A〜H組：大江）

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

鑑
賞

評価規準

書道Ⅰ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

書の表現の方法や歴史、多様性などについて幅
広く理解するとともに、技術向上を図り、書の
伝統に基づき効果的な表現をするための基礎的
な技能を身につけるようにする。

書の美しさを感受し、作品の構成要素を考え表現
を工夫したり、作品の文化的意味や価値を考え、
書の美を味わい捉えることができるようにする。

主体的に書の幅広い活動に取り組み、生涯にわ
たり書を愛好する心情を育むとともに、感性を
高め、書を通して心豊かな生活や社会を創造し
ていく態度を養う。

○

【知識・技能】
　書道の分野や書道で学習すること、小・中
学校国語科書写で学習したことを理解してい
る。

【主体的に学習に取り組む態度】
芸術科書道で学習する内容に関心をもち、主
体的に取り組もうとしている。

○ ○ ○ 4

知 思 態

配
当
時
数

楷書「唐の四大家」まとめ
４文字臨書作品の制作

【知識及び技能】
初唐の三大家と太宗皇帝の関係につ
いて理解する。唐の四大家の人柄や
政治的立場など、その人物像を理解
する。

【思考力、判断力、表現力等】
四大家それぞれの書風に則した用
筆・運筆・字形について構想し、理
解する。半紙に対しての構成を思考
し効果的な作品を作る。

【学びに向かう力、人間性等】
幅広い表現と鑑賞の学習活動に主体
的に取り組み、書に対する感性を豊
かにし、書を愛好する心情を養う。

・４字選文し、半紙に臨書

○

楷書「唐の四大家」鑑賞と臨書

【知識及び技能】
楷書の古典に基づく基本的な用筆・
運筆の技法、線質、字形や構成を生
かした表現を身につける。

【思考力、判断力、表現力等】
楷書の古典の書体や書風に則した用
筆・運筆・字形・全体の構成につい
て工夫する。
古典の価値とその根拠について考
え、書の良さや美しさを味わって捉
える。

【学びに向かう力、人間性等】
幅広い表現と鑑賞の学習活動に主体
的に取り組み、書に対する感性を豊
かにし、書を愛好する心情を養う。

・楷書の成立と変遷
・臨書『孔子廟堂碑』
・臨書『九成宮醴泉銘』
・臨書『雁塔聖教序』
・臨書『顔氏家廟碑』

○

○ ○ 4

【知識・技能】
古典の書体や書風と用筆・運筆について理解
している。
基本的な用筆・運筆の技能、線質、字形の構
成を生かした表現を身につけている。
歴史的背景や内容を理解している。

【思考・判断・表現】
楷書の古典の書体や書風に則した用筆・運
筆・字形・全体の構成について構想し工夫し
ている。古典の価値とその根拠について考
え、書の良さや美しさを味わって捉えてい
る。

【主体的に学習に取り組む態度】
主体的に鑑賞と表現の学習活動に取り組もう
としている。より良い作品を作ろうと努力し
ている。

○ ○ ○ 8○

２
学
期

行書
王義之『蘭亭序』鑑賞と臨書

【知識及び技能】
行書の古典に基づく基本的な用筆・
運筆の技法、線質、字形や構成を生
かした表現を身につける。

【思考力、判断力、表現力等】
行書の古典の書体や書風に則した用
筆・運筆・字形・全体の構成につい
て工夫する。
古典の価値とその根拠について考
え、書の良さや美しさを味わって捉
える。

【学びに向かう力、人間性等】
幅広い表現と鑑賞の学習活動に主体
的に取り組み、書に対する感性を豊
かにし、書を愛好する心情を養う。

・行書の成立と変遷
・王羲之の人物像や書道史におけ
る位置づけ
・臨書『蘭亭序』

○

１
学
期

書写から書道へ

【知識及び技能】
　小・中学校国語科書写と高等学校
芸術科書道の学習の違いを確認す
る。

【学びに向かう力、人間性等】
芸術科書道への関心・意欲を高め、
書に対する感性を豊かにし、書を愛
好する心情を養う。

・書写と書道に違い
・書道での基本的な学習方法を理
解する

教材：
書道用具一式・教科書・プリント
（以後、毎回持参）

○

14

○

【知識・技能】
古典の書体や書風と用筆・運筆について理解
している。
基本的な用筆・運筆の技能、線質、字形の構
成を生かした表現を身につけている。
歴史的背景や内容を理解している。

【思考・判断・表現】
楷書の古典の書体や書風に則した用筆・運
筆・字形・全体の構成について構想し工夫し
ている。古典の価値とその根拠について考
え、書の良さや美しさを味わって捉えてい
る。

【主体的に学習に取り組む態度】
主体的に鑑賞と表現の学習活動に取り組もう
としている。より良い作品を作ろうと努力し
ている。

○

○

【知識・技能】
古典の書体や書風と用筆・運筆について理解
している。
基本的な用筆・運筆の技能、線質、字形の構
成を生かした表現を身につけている。
歴史的背景や内容を理解している。

【思考・判断・表現】
行書の古典の書体や書風に則した用筆・運
筆・字形・全体の構成について構想し工夫し
ている。古典の価値とその根拠について考
え、書の良さや美しさを味わって捉えてい
る。

【主体的に学習に取り組む態度】
主体的に鑑賞と表現の学習活動に取り組もう
としている。より良い作品を作ろうと努力し
ている。

○ ○ ○



２
学
期

行書
王義之『蘭亭序』鑑賞と臨書

【知識及び技能】
行書の古典に基づく基本的な用筆・
運筆の技法、線質、字形や構成を生
かした表現を身につける。

【思考力、判断力、表現力等】
行書の古典の書体や書風に則した用
筆・運筆・字形・全体の構成につい
て工夫する。
古典の価値とその根拠について考
え、書の良さや美しさを味わって捉
える。

【学びに向かう力、人間性等】
幅広い表現と鑑賞の学習活動に主体
的に取り組み、書に対する感性を豊
かにし、書を愛好する心情を養う。

・行書の成立と変遷
・王羲之の人物像や書道史におけ
る位置づけ
・臨書『蘭亭序』

○ 14

行書
空海『風信帖』鑑賞と臨書

【知識及び技能】
行書の古典に基づく基本的な用筆・
運筆の技法、線質、字形や構成を生
かした表現を身につける。

【思考力、判断力、表現力等】
行書の古典の書体や書風に則した用
筆・運筆・字形・全体の構成につい
て工夫する。
古典の価値とその根拠について考
え、書の良さや美しさを味わって捉
える。

【学びに向かう力、人間性等】
幅広い表現と鑑賞の学習活動に主体
的に取り組み、書に対する感性を豊
かにし、書を愛好する心情を養う。

【知識・技能】
古典の書体や書風と用筆・運筆について理解
している。
基本的な用筆・運筆の技能、線質、字形の構
成を生かした表現を身につけている。
歴史的背景や内容を理解している。

【思考・判断・表現】
行書の古典の書体や書風に則した用筆・運
筆・字形・全体の構成について構想し工夫し
ている。古典の価値とその根拠について考
え、書の良さや美しさを味わって捉えてい
る。

【主体的に学習に取り組む態度】
主体的に鑑賞と表現の学習活動に取り組もう
としている。より良い作品を作ろうと努力し
ている。

○ ○

○

【知識・技能】
古典の書体や書風と用筆・運筆について理解
している。
基本的な用筆・運筆の技能、線質、字形の構
成を生かした表現を身につけている。
歴史的背景や内容を理解している。

【思考・判断・表現】
行書の古典の書体や書風に則した用筆・運
筆・字形・全体の構成について構想し工夫し
ている。古典の価値とその根拠について考
え、書の良さや美しさを味わって捉えてい
る。

【主体的に学習に取り組む態度】
主体的に鑑賞と表現の学習活動に取り組もう
としている。より良い作品を作ろうと努力し
ている。

○ ○ ○

漢字仮名交じりの書

【知識及び技能』
目的や用途に則した表現、漢字と仮
名の調和した表現の技能を身につけ
る。

【思考力・判断力・表現力等】
漢字と仮名の調和した字形、文字の
大きさ、全体の構成の則した表現形
式、意図に基づいた表現について構
成し、工夫する。

【学びに向かう力、人間性等】
幅広い表現と鑑賞の学習活動に主体
的に取り組み、書に対する感性を豊
かにし、書を愛好する心情を養う。

・選文し、半紙に創作

○ ○

○ 8

○ ○ ○

4

合
計

52

○ ○ ○ 10

・空海の人物像や書道史における
位置づけ
・臨書『風信帖』

○ ○

３
学
期

『高野切第三種』鑑賞と臨書

【知識及び技能】
古筆に基づく基本的な用筆・運筆の
技法、線質、字形や構成を生かした
表現を身につける。

【思考力、判断力、表現力等】
仮名の古筆や書風に則した用筆・運
筆・字形・全体の構成について工夫
する。古筆の価値とその根拠につい
て考え、書の良さや美しさを味わっ
て捉える。

【学びに向かう力、人間性等】
幅広い表現と鑑賞の学習活動に主体
的に取り組み、書に対する感性を豊
かにし、書を愛好する心情を養う。

・仮名の成立と変遷
・臨書『高野切第三種』

○ ○

【知識・技能】
書風と用筆・運筆について理解している。
日本の文字と書の伝統と文化、仮名の成立、
書の伝統的な鑑賞の方法や形態について理解
する。

【思考・判断・表現】
仮名の古筆や書風に則した用筆・運筆・字
形・全体の構成について構想し工夫してい
る。古筆の価値とその根拠について考え、書
の良さや美しさを味わって捉えている。

【主体的に学習に取り組む態度】
主体的に鑑賞と表現の学習活動に取り組もう
としている。より良い作品を作ろうと努力し
ている。

【知識・技能】
線質、字形、構成などの要素と表現効果や風
趣との関わり、漢字仮名交じりについて理解
している。

【思考・判断・表現】
漢字と仮名の調和した字形、文字の大きさ、
全体の構成に則した表現形式、意図に基づい
た表現について構成し、工夫している。

【主体的に学習に取り組む態度】
主体的に漢字仮名交じりの書の幅広い表現と
鑑賞の学習活動に取り組もうとしている。



年間授業計画

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 A 組～ G 組

教科担当者：（AB組：石崎、林、松井）（CD組：林、増岡、松井）（EF組：石崎、林、増岡）（GH組：石崎、増岡、松井）

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読

話

[

や

]

話

[
発

]
書

2

定期考査及び解説

１
学
期

定期考査及び解説

外国語

8

16

16

〇

〇

〇

〇 〇

〇 〇

評価規準

【知識及び技能】
do/does（単純形），be doing（進行
形）, have＋done（完了形）／動詞＋名
詞，動詞＋前置詞＋名詞，動詞＋形容
詞、接続詞（when, if, because, etc.）
を理解し、実際に読んだり書いたり話し
たりしている。
【思考力、判断力、表現力等】
理解した準動詞を使いながら、知ってい
る単語をあてはめて実際に質問したり答
えたり会話を続けた。また和製英語やカ
タカナ語の使用について自分の考えを英
語で表現した。
【学びに向かう力、人間性等】
他者と会話を続けるために関わり合う、
主体的かつ協働する姿勢が見られた。ま
た他者に伝えることを意識して、文章を
書いた。

【知識及び技能】
have＋done（現在完了形）、関係代名
詞、過去完了を理解し、実際に読んだり
書いたり話したりしている。
【思考力、判断力、表現力等】
理解した現在完了形を使いながら、知っ
ている単語をあてはめて実際に質問した
り答えたり会話を続けた。また世界で活
躍する日本人の活動を知り、片付けや芸
術がもたらす人生の変化について考え、
自分の考えを英語で表現した。
【学びに向かう力、人間性等】
他者と会話を続けるために関わり合う、
主体的かつ協働する姿勢が見られた。ま
た他者に伝えることを意識して、文章を
書いた。

【知識及び技能】
to不定詞、動名詞、分詞、分詞構文を理
解し、実際に読んだり書いたり話したり
している。
【思考力、判断力、表現力等】
理解した過去完了や関係代名詞、文型を
使いながら、知っている単語をあてはめ
て実際に質問したり答えたり会話を続け
た。また縄文時代や土偶など日本の歴
史、霊長類学者ジェーン・グドールを通
じて動物や環境問題について考え、英語
で自分の考えを表現した。
【学びに向かう力、人間性等】
他者と会話を続けるために関わり合う、
主体的かつ協働する姿勢が見られた。ま
た他者に伝えることを意識して、文章を
書いた。

配
当
時
数

他者と会話を続けたり、伝わるように意識しながら文
章を書くなど、人と関わり合う、主体的かつ協働する
姿勢が見られる。

〇

〇 〇〇 〇

思

2

〇

〇

【知識及び技能】
助動詞、関係副詞を理解し、実際に読ん
だり書いたり話したりしている。
【思考力、判断力、表現力等】
理解した文型や関係副詞を使いながら、
知っている単語をあてはめて実際に質問
したり答えたり会話を続けた。またス
マートフォンを例に科学技術の発展が生
み出す長所や短所、写真家・星野道夫の
自然観を通して自然がもたらす人間性へ
の影響や環境問題について考え、英語で
自分の考えを表現した。
【学びに向かう力、人間性等】
他者と会話を続けるために関わり合う、
主体的かつ協働する姿勢が見られた。ま
た他者に伝えることを意識して、文章を
書いた。

〇 〇

〇 〇

16

いいずな書店　New Rays English Communication I

外国語

コミュニケーションを行う目標や場面、状況などに応じて、日常的な話題や社会的な話題について、外国語で情報
や考えなどを理解したり、これらを活用して適切に表現したり伝え合ったりすることができる。

コミュニケーションを行う目標や場面、状況などに応じて、日常的な話題や社会的な話題について、外国語で情報
や考えなどを理解したり、これらを活用して適切に表現したり伝え合ったりしようとしている。

英語コミュニケーションⅠ

【知識及び技能】
to不定詞、動名詞、分詞、分詞構文
を理解し、実際に読んだり書いたり
話したりすることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
受動態を使いながら、知っている単
語をあてはめて実際に質問したり答
えたり会話を続けることができる。
またtopicにあった文章を書いたり
発表したりすることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
他者と会話を続けたり、伝わるよう
に意識しながら文章を書くなど、人
と関わり合う、主体的かつ協働する
姿勢が見られる。

Lesson5
Lesson6

〇

態

【 知　識　及　び　技　能 】
外国語の音声や語彙、表現、文法、言語の働きなどの理解を深めるとともに、これらの知識を聞くこと、読むこ
と、話すこと、書くことによる実際のコミュニケーションにおいて、目的や場面、状況などに応じて適切に活用で
きる技能を身に付ける。

２
学
期

【知識及び技能】
助動詞、関係副詞を理解し、実際に
読んだり書いたり話したりすること
ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
不定詞を使いながら、知っている単
語をあてはめて実際に質問したり答
えたり会話を続けることができる。
またtopicにあった文章を書いたり
発表したりすることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
他者と会話を続けたり、伝わるよう
に意識しながら文章を書くなど、人
と関わり合う、主体的かつ協働する
姿勢が見られる。

Lesson7
Lesson8

〇

外国語 英語コミュニケーションⅠ 3

英語コミュニケーションⅠ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

領域

【知識及び技能】
do/does（単純形），be doing（進
行形）, have＋done（完了形）／動
詞＋名詞，動詞＋前置詞＋名詞，動
詞＋形容詞、接続詞（when, if,
because, etc.）を理解し、実際に
読んだり書いたり話したりすること
ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
理解した準動詞を用い、知っている
単語をあてはめて実際に質問したり
答えたり会話を続けることができ
る。またtopicにあった文章を書い
たり発表したりすることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
他者と会話を続けたり、伝わるよう
に意識しながら文章を書くなど、人
と関わり合う、主体的かつ協働する
姿勢が見られる。

Lesson1
Lesson2

〇 〇 〇

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

英語の５領域を伸ばしていくうえで必要な文法
事項を理解し、かつ必要な語彙を十分に身につ
けている。

知

【学びに向かう力、人間性等】

【知識及び技能】
have＋done（現在完了形）、関係代
名詞、過去完了を理解し、実際に読
んだり書いたり話したりすることが
できる。
【思考力、判断力、表現力等】
理解した時制や受動態、関係代名詞
を使いながら、知っている単語をあ
てはめて実際に質問したり答えたり
会話を続けることができる。topic
にあった文章を書いたり発表したり
することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
他者と会話を続けたり、伝わるよう
に意識しながら文章を書くなど、人
と関わり合う、主体的かつ協働する
姿勢が見られる。

Lesson3
Lesson4

〇 〇 〇

まとまった文章を読んだり、学んだ文法事項や
英単語から適切なものを選び組み合わせて単文
を作る能力、また題材や指示に従って、まとま
りのある文章を論理的に組み立てることができ
る能力を養う。

〇 〇 〇 〇



2

16〇

【知識及び技能】
仮定法を理解し、実際に読んだり書いた
り話したりしている。
【思考力、判断力、表現力等】
理解した仮定法や付帯状況の表現、完了
形を用いた受動態や助動詞の表現を使い
ながら、知っている単語をあてはめて実
際に質問したり答えたり会話を続けた。
また20世紀の歴史を振り返り戦争のない
未来をどのように築いていくか、イース
ター島のモアイを通じて20世紀の負の遺
産として歴史的文化財の処遇など、答え
のない問題について考え、自分の考えを
英語で表現した。
【学びに向かう力、人間性等】
他者と会話を続けるために関わり合う、
主体的かつ協働する姿勢が見られた。ま
た他者に伝えることを意識して、文章を
書いた。

〇

【知識及び技能】
助動詞、関係副詞を理解し、実際に読ん
だり書いたり話したりしている。
【思考力、判断力、表現力等】
理解した文型や関係副詞を使いながら、
知っている単語をあてはめて実際に質問
したり答えたり会話を続けた。またス
マートフォンを例に科学技術の発展が生
み出す長所や短所、写真家・星野道夫の
自然観を通して自然がもたらす人間性へ
の影響や環境問題について考え、英語で
自分の考えを表現した。
【学びに向かう力、人間性等】
他者と会話を続けるために関わり合う、
主体的かつ協働する姿勢が見られた。ま
た他者に伝えることを意識して、文章を
書いた。

〇 〇

〇 〇

16

〇

【知識及び技能】
that節、強調構文を理解し、実際に読ん
だり書いたり話したりしている。
【思考力、判断力、表現力等】
理解した仮定法過去完了や過去を表す表
現を使いながら、知っている単語をあて
はめて実際に質問したり答えたり会話を
続けた。またチャールズ・M・シュルツに
よる名作『ピーナッツ』を通じて、それ
ぞれの登場人物の人間性に触れ、自分の
好きな漫画やキャラクターについて英語
で考えを表現した。
【学びに向かう力、人間性等】
他者と会話を続けるために関わり合う、
主体的かつ協働する姿勢が見られた。ま
た他者に伝えることを意識して、文章を
書いた。

100

〇 〇

〇 〇

３
学
期

【知識及び技能】
that節、強調構文を理解し、実際に
読んだり書いたり話したりすること
ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
仮定法過去完了や過去を表す表現を
使いながら、知っている単語をあて
はめて実際に質問したり答えたり会
話を続けることができる。また
topicにあった文章を書いたり発表
したりすることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
他者と会話を続けたり、伝わるよう
に意識しながら文章を書くなど、人
と関わり合う、主体的かつ協働する
姿勢が見られる。

Lesson10

〇 〇 〇

Lesson9

定期考査及び解説

２
学
期

【知識及び技能】
助動詞、関係副詞を理解し、実際に
読んだり書いたり話したりすること
ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
不定詞を使いながら、知っている単
語をあてはめて実際に質問したり答
えたり会話を続けることができる。
またtopicにあった文章を書いたり
発表したりすることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
他者と会話を続けたり、伝わるよう
に意識しながら文章を書くなど、人
と関わり合う、主体的かつ協働する
姿勢が見られる。

Lesson7
Lesson8

〇

合
計

【知識及び技能】
　仮定法を理解し、実際に読んだり
書いたり話したりすることができ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
仮定法や付帯状況の表現完了形、用
いた受動態や助動詞の表現を使いな
がら、知っている単語をあてはめて
実際に質問したり答えたり会話を続
けることができる。またtopicに
あった文章を書いたり発表したりす
ることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
他者と会話を続けたり、伝わるよう
に意識しながら文章を書くなど、人
と関わり合う、主体的かつ協働する
姿勢が見られる。

定期考査及び解説
2

20

〇 〇 〇 〇



年間授業計画

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 Ａ 組～ Ｈ 組

教科担当者：（Ａ、Ｄ、Ｆ組：松井　） （Ｃ、Ｅ、Ｇ組：石﨑　）

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読

話

[

や

]

話

[
発

]
書

配
当
時
数

2

１
学
期

定期考査及び解説
2

定期考査及び解説

6

〇

〇

〇

〇 〇

〇 〇

〇 〇

関心のある事柄や学校生活などの日常的な話題
について、コミュニケーションを行う目的や場
面、状況などに応じて、話したり書いたりして
情報や考えなどを伝えようとしている。

〇

〇

〇

〇

〇〇 〇

思

〇

評価規準

【知識及び技能】
英語の文の種類と文型を理解し、実際に
読んだり書いたり話したりしている。
【思考力、判断力、表現力等】
理解した文の種類や文型を使いながら、
知っている単語をあてはめて、与えらえ
た条件で文章を書いたり発表したりして
伝えている。
【学びに向かう力、人間性等】
理解した文の種類や文型を使いながら、
与えられたテーマに沿って文章を書いた
り発表したりしようとする。

【知識及び技能】
英語の時制を理解し、実際に読んだり書
いたり話したりしている。
【思考力、判断力、表現力等】
理解した時制の知識を使いながら、知っ
ている単語をあてはめて、与えらえた条
件で文章を書いたり発表したりして伝え
ている。
【学びに向かう力、人間性等】
理解した文の種類や文型を使いながら、
与えられたテーマに沿って文章を書いた
り発表したりしようとする。

【知識及び技能】
英語の受動態を理解し、実際に読んだり
書いたり話したりしている。
【思考力、判断力、表現力等】
理解した受動態の知識を使いながら、
知っている単語をあてはめて、与えらえ
た条件で文章を書いたり発表したりして
伝えている。
【学びに向かう力、人間性等】
理解した文の種類や文型を使いながら、
与えられたテーマに沿って文章を書いた
り発表したりしようとする。

〇 〇 〇

【知識及び技能】
英語の不定詞を理解し、実際に読んだり
書いたり話したりしている。
【思考力、判断力、表現力等】
理解した不定詞の知識を使いながら、
知っている単語をあてはめて、与えらえ
た条件で文章を書いたり発表したりして
伝えている。
【学びに向かう力、人間性等】
理解した文の種類や文型を使いながら、
与えられたテーマに沿って文章を書いた
り発表したりしようとする。

〇 〇 〇 6

論理表現Ⅰ外国語

8

10

啓林館　Vision Quest English Logic and Expression Ⅰ Standard

外国語

コミュニケーションを行う目標や場面、状況などに応じて、日常的な話題や社会的な話題について、外国語で情報
や考えなどを理解したり、これらを活用して適切に表現したり伝え合ったりすることができる。

コミュニケーションを行う目標や場面、状況などに応じて、日常的な話題や社会的な話題について、外国語で情報
や考えなどを理解したり、これらを活用して適切に表現したり伝え合ったりしようとしている。

論理表現Ⅰ

C 受動態
【知識及び技能】
　英語の受動態を理解し、実際に読
んだり書いたり話したりする力を身
に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
受動態を使いながら、知っている単
語をあてはめて実際に質問したり答
えたり会話を続けることができる。
またtopicにあった文章を書いたり
発表したりすることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
他者と会話を続けたり、伝わるよう
に意識しながら文章を書くなど、人
と関わり合う、主体的かつ協働する
姿勢が見られる。

Lesson6　受動態①②

Dictationの確認にBYODを活用

〇

態

【 知　識　及　び　技　能 】
外国語の音声や語彙、表現、文法、言語の働きなどの理解を深めるとともに、これらの知識を聞くこと、読むこ
と、話すこと、書くことによる実際のコミュニケーションにおいて、目的や場面、状況などに応じて適切に活用で
きる技能を身に付ける。

２
学
期

D 準動詞
【知識及び技能】
　英語の不定詞を理解し、実際に読
んだり書いたり話したりする力を身
に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
不定詞を使いながら、知っている単
語をあてはめて実際に質問したり答
えたり会話を続けることができる。
またtopicにあった文章を書いたり
発表したりすることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
他者と会話を続けたり、伝わるよう
に意識しながら文章を書くなど、人
と関わり合う、主体的かつ協働する
姿勢が見られる。

Lesson7　不定詞①②

Dictationの確認にBYODを活用

〇

外国語 論理表現Ⅰ 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

領域

A 文の種類と文型
【知識及び技能】
　英語の文の種類と文型を理解し、
実際に読んだり書いたり話したりす
る技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
理解した文の種類や文型を使いなが
ら、知っている単語をあてはめて実
際に質問したり答えたり会話を続け
ることができる。またtopicにあっ
た文章を書いたり発表したりするこ
とができる。
【学びに向かう力、人間性等】
他者と会話を続けたり、伝わるよう
に意識しながら文章を書くなど、人
と関わり合う、主体的かつ協働する
姿勢が見られる。

Lesson1　文の種類①②
Lesson2　文型と動詞①②
Dictationの確認にBYODを活用

〇 〇 〇

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

実際に英語を用いた言語活動を通して、英語の
特徴やきまりを理解するとともに、実際のコ
ミュニケーションにおいて活用できる技能を身
に付けている。

（Ｂ組：増岡　） （　Ｈ組：和田　）

知

【学びに向かう力、人間性等】

B 時制
【知識及び技能】
英語の時制を理解し、実際に読んだ
り書いたり話したりする力を身に付
けている。
【思考力、判断力、表現力等】
理解した時制を使いながら、知って
いる単語をあてはめて実際に質問し
たり答えたり会話を続けることがで
きる。またtopicにあった文章を書
いたり発表したりすることができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
他者と会話を続けたり、伝わるよう
に意識しながら文章を書くなど、人
と関わり合う、主体的かつ協働する
姿勢が見られる。

Lesson3　時制①②
Lesson4　完了①②
Dictationの確認にBYODを活用

〇 〇 〇

関心のある事柄や学校生活などの日常的な話題
について、コミュニケーションを行う目的や場
面、状況などに応じて、話したり書いたりして
情報や考えなどを伝えている。

〇



【知識及び技能】
英語の準動詞を理解し、実際に読んだり
書いたり話したりしている。
【思考力、判断力、表現力等】
理解した準動詞を使いながら、知ってい
る単語をあてはめて実際に質問したり答
えたり会話を続けた。またtopicにあった
文章を書いたり発表したりした。
【学びに向かう力、人間性等】
他者と会話を続けるために関わり合う、
主体的かつ協働する姿勢が見られた。ま
た他者に伝えることを意識して、文章を
書いた。

2

10〇

〇 〇

〇 〇

【知識及び技能】
英語の比較表現を理解し、実際に読んだ
り書いたり話したりしている。
【思考力、判断力、表現力等】
理解した文の種類や文型を使いながら、
知っている単語をあてはめて、与えらえ
た条件で文章を書いたり発表したりして
伝えている。
【学びに向かう力、人間性等】
理解した文の種類や文型を使いながら、
与えられたテーマに沿って文章を書いた
り発表したりしようとする。

〇

〇〇 〇

【知識及び技能】
英語の関係詞を理解し、実際に読んだり
書いたり話したりしている。
【思考力、判断力、表現力等】
理解した文の種類や文型を使いながら、
知っている単語をあてはめて、与えらえ
た条件で文章を書いたり発表したりして
伝えている。
【学びに向かう力、人間性等】
理解した文の種類や文型を使いながら、
与えられたテーマに沿って文章を書いた
り発表したりしようとする。

〇 〇

〇 〇

ｆ

〇 〇 〇

【知識及び技能】
英語の不定詞を理解し、実際に読んだり
書いたり話したりしている。
【思考力、判断力、表現力等】
理解した不定詞の知識を使いながら、
知っている単語をあてはめて、与えらえ
た条件で文章を書いたり発表したりして
伝えている。
【学びに向かう力、人間性等】
理解した文の種類や文型を使いながら、
与えられたテーマに沿って文章を書いた
り発表したりしようとする。

〇 〇 〇 6

３
学
期

E 関係詞
【知識及び技能】
　英語の関係代名詞と関係副詞を理
解し、実際に読んだり書いたり話し
たりすることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
関係代名詞と関係副詞を使いなが
ら、知っている単語をあてはめて実
際に質問したり答えたり会話を続け
ることができる。またtopicにあっ
た文章を書いたり発表したりするこ
とができる。
【学びに向かう力、人間性等】
他者と会話を続けたり、伝わるよう
に意識しながら文章を書くなど、人
と関わり合う、主体的かつ協働する
姿勢が見られる。

Lesson10　関係詞①②

Dictationの確認にBYODを活用

〇 〇 〇

Lesson8　動名詞①②
Lesson9　分詞①②
Dictationの確認にBYODを活用

定期考査及び解説

２
学
期

D 準動詞
【知識及び技能】
　英語の不定詞を理解し、実際に読
んだり書いたり話したりする力を身
に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
不定詞を使いながら、知っている単
語をあてはめて実際に質問したり答
えたり会話を続けることができる。
またtopicにあった文章を書いたり
発表したりすることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
他者と会話を続けたり、伝わるよう
に意識しながら文章を書くなど、人
と関わり合う、主体的かつ協働する
姿勢が見られる。

Lesson7　不定詞①②

Dictationの確認にBYODを活用

〇

6

合
計

D 準動詞
【知識及び技能】
　英語の動名詞、分詞を理解し、実
際に読んだり書いたり話したりする
力を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
動名詞、分詞を使いながら、知って
いる単語をあてはめて実際に質問し
たり答えたり会話を続けることがで
きる。またtopicにあった文章を書
いたり発表したりすることができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
他者と会話を続けたり、伝わるよう
に意識しながら文章を書くなど、人
と関わり合う、主体的かつ協働する
姿勢が見られる。

60

F 比較
【知識及び技能】
　英語の比較表現を理解し、実際に
読んだり書いたり話したりする力を
身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
比較表現を使いながら、知っている
単語をあてはめて実際に質問したり
答えたり会話を続けることができ
る。またtopicにあった文章を書い
たり発表したりすることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
他者と会話を続けたり、伝わるよう
に意識しながら文章を書くなど、人
と関わり合う、主体的かつ協働する
姿勢が見られる。

Lesson11　比較①②

Dictationの確認にBYODを活用

〇 〇 〇

定期考査及び解説
2

6

〇



年間授業計画

高等学校 令和5年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 Ａ 組　～ Ｈ 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：
情
報

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

情報と情報技術及びこれらを活用して問題を発見・解決する方法について理解を深め技能を習得する
とともに、情報社会と人との関わりについての理解を深めるようにする。

情報と情報技術を適切に活用するとともに、情
報社会に主体的に参画する態度を養う。

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

効果的なコミュニケーションの実現、コン
ピュータやデータの活用について理解を深め技
能を習得するとともに、情報社会と人との関わ
りについて理解を深めるようにする。

様々な事象を情報とその結び付きとして捉え、
問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適
切かつ効果的に活用する力を養う。

日本文教出版「情報Ⅰ」　　）　 使用教材：（日本文教出版「情報最新トピック集」

情報

様々な事象を情報とその結び付きとして捉え、問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切かつ
効果的に活用する力を養う。
情報と情報技術を適切に活用するとともに、情報社会に主体的に参画する態度を養う。

情報Ⅰ

【 知　識　及　び　技　能 】

情報 情報Ⅰ

（Ａ～Ｈ組：結城）

情報 情報Ⅰ 2

配当
時数

１
学
期

A 単元:情報社会の問題解決
【知識及び技能】
（ア）情報やメディアの特性を踏
まえ、情報の科学的な見方・考え
方を情報やメディアの特性を踏ま
え、情報と情報技術を活用して問
題を発見・解決する方法を身に付
けること。
（イ）情報に関する法規や制度、
情報セキュリティの重要性、情報
社会における個人の責任及び情報
モラルについて理解すること。
（ウ）情報技術が人や社会に果た
す役割と及ぼす影響について理解
すること。
【思考力、判断力、表現力等】
（ア）目的や状況に応じて、情報
と情報技術を適切かつ効果的に活
用して問題を発見・解決する方法
について考える。
（イ）情報に関する法規や制度及
びマナーの意義、情報社会におい
て個人の果たす役割や責任、情報
モラルなどについて、それらの背
景を科学的に捉え、考察する。
（ウ）情報と情報技術の適切かつ
効果的な活用と望ましい情報社会
の構築について考察する。
【学びに向かう力、人間性等】
情報社会における問題の発見・解
決に情報と情報技術を適正かつ効
果的に活用しようとする態度、情
報モラルに配慮して情報社会に主
体的に参画しようとする態度を身
に付ける。

〇情報の特性
〇メディアの特性
〇問題解決の考え方
〇法の重要性と意義
　（知的財産権　個人情報）
〇情報社会と情報セキュリティ
〇情報技術の発展による生活の変
化
〇情報社会の発展による社会の変
化

ＣＡＬＬ室のデスクトップＰＣと
ＢＹＯＤ端末、それにスマートホ
ンを使い、クラウドサービスを利
用した情報の共有（学習資料や実
習サンプルの提示や配布）および
意見の収集や課題等の提出物の回
収を行う。

【知識・技能】
　①情報とデータの違いについて理解してい
る。情報の特性について理解している。②メ
ディアの3つの特性とそれぞれのメリットと
デメリットについて理解している。メディア
が人や社会に果たす役割と及ぼす影響につい
て理解している。③問題を発見する技能を身
につけている。問題解決の一連の流れにおい
て、それぞれの過程で必要になることを理解
している。問題解決の流れについて理解して
いる。情報や情報技術を活用して問題を発
見・解決する技能を身につけている。④情報
社会における著作権侵害について理解してい
る。情報や情報技術を活用して問題を発見・
解決する技能を身につけている。知的財産
権、産業財産権、著作権について理解してい
る。著作物と著作権について理解している。
著作権者の権利を守りながら著作物を利用す
るための方法について理解している。⑤個人
情報について理解している。情報や情報技術
を活用して問題を発見・解決する技能を身に
つけている。個人情報の保護に関する法律に
ついて理解している。⑥サイバー犯罪につい
て理解している。情報や情報技術を活用して
問題を発見・解決する技能を身につけてい
る。サイバー犯罪の分類について理解してい
る。情報セキュリティの確保の重要性につい
て理解している。情報通信技術を悪用したさ
まざまな犯罪について理解している。⑦ソー
シャルメディアについて理解している。情報
や情報技術を活用して問題を発見・解決する
技能を身につけている。ソーシャルメディア
がわたしたちの生活に与える影響について理
解している。ソーシャルメディアの利用にあ
たってわたしたちが果たすべき役割について
理解している。情報や情報技術を活用して問
題を発見・解決する技能を身につけている。
⑧情報技術の発展による社会の変化について
理解している。情報社会が抱える問題と、そ
れらの問題を解決していくことの重要性につ
いて理解している。
【思考・判断・表現】
①情報の特性を観点に分けて考えることがで
きる。具体的な特性を理由とともに説明でき
る。②目的や状況に応じて、適切なメディア
を選択することができる。理由とともにメ
ディアの捉え方を説明することができる。③
目的や状況に応じて、問題を発見・解決する
方法について考えることができる。目的や状
況に応じて、情報を適切に活用して問題を発
見し、解決のためのアイデアについて考える
ことができる。④目的や状況に応じて、情報
と情報技術を適切かつ効果的に活用して問題
を発見・解決する方法について考えることが
できる。情報社会において個人の果たす役割
や責任、情報モラルなどについて、それらの
背景を科学的に捉え、考えることができる。
情報と情報技術の適切かつ効果的な活用と望
ましい情報社会の構築について考えることが
できる。情報に関する法規や制度及びマナー
の意義、情報社会において個人の果たす役割
や責任、情報モラルなどについて、それらの
背景を科学的に捉え、考えることができる。
情報に関する法規や制度及びマナーの意義、
情報社会において個人の果たす役割や責任、
情報モラルなどについて、それらの背景を科
学的に捉え、考えることができる。⑤目的や
状況に応じて、情報と情報技術を適切かつ効
果的に活用して問題を発見・解決する方法に
ついて考えることができる。情報に関する法
規や制度の重要性、情報社会における個人の
責任及び情報モラルについて、それらの背景
を科学的に捉え、考えることができる。情報
と情報技術の適切かつ効果的な活用と望まし
い情報社会の構築について考えることができ
る。⑥目的や状況に応じて、情報と情報技術
を適切かつ効果的に活用して問題を発見・解
決する方法について考えることができる。情
報に関する法規や制度の重要性、情報社会に
おける個人の責任及び情報モラルについて、
それらの背景を科学的に捉え、考えることが
できる。情報と情報技術の適切かつ効果的な
活用と望ましい情報社会の構築について考え
ることができる。情報に関する法規や制度及
びマナーの意義、情報社会において個人の果
たす役割や責任、情報モラルなどについて、
それらの背景を科学的に捉え、考えることが
できる。情報に関する法規や制度及びマナー
の意義、情報社会において個人の果たす役割
や責任、情報モラルなどについて、それらの
背景を科学的に捉え、考えることができる。
⑦目的や状況に応じて、情報と情報技術を適
切かつ効果的に活用して問題を発見・解決す
る方法について考えることができる。情報に
関する法規や制度の重要性、情報社会におけ
る個人の責任及び情報モラルについて、それ
らの背景を科学的に捉え、考えることができ
る。情報と情報技術の適切かつ効果的な活用
と望ましい情報社会の構築について考えるこ
とができる。⑧情報と情報技術の適切かつ効
果的な活用と望ましい情報社会の構築につい
て考えることができる。目的や状況に応じ
て、情報と情報技術を適切かつ効果的に活用
して問題を発見・解決する方法について考え
ることができる。情報に関する法規や制度の
重要性、情報社会における個人の責任及び情
報モラルについて、それらの背景を科学的に
捉え、考えることができる。情報と情報技術
の適切かつ効果的な活用と望ましい情報社会
の構築について考えることができる。情報と
情報技術の適切かつ効果的な活用と望ましい
情報社会の構築について考えることができ
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
①情報の特性が果たす意義や、留意点に気づ

き、情報と情報技術を適切かつ効果的に活⽤
しようとしている。②メディアの特性が果た
す意義や、留意点に気づき、情報と情報技術

を適切かつ効果的に活⽤しようとしている。

③問題の発見・解決について主体的に取り組
もうとしている。解決する過程や解決案を改
善しようとしている。情報社会における問題
の発見・解決に、情報と情報技術を適切かつ
効果的に活用しようとしている。また、自己
調整しながら、解決する過程や解決案を自ら
評価し改善しようとしている。④情報社会に
おける問題の発見・解決に、情報と情報技術
を適切かつ効果的に活用しようとしている。
また、自己調整しながら、解決する過程や解
決案を自ら評価し改善しようとしている。情
報モラルに配慮して情報社会に主体的に参画
しようとしている。④情報モラルに配慮して
情報社会に主体的に参画しようとしている。
情報モラルに配慮して情報社会に主体的に参
画しようとしている。⑤情報社会における問
題の発見・解決に、情報と情報技術を適切か
つ効果的に活用しようとしている。また、自
己調整しながら、解決する過程や解決案を自
ら評価し改善しようとしている。情報モラル
に配慮して情報社会に主体的に参画しようと
している。⑥情報社会における問題の発見・
解決に、情報と情報技術を適切かつ効果的に
活用しようとしている。また、自己調整しな
がら、解決する過程や解決案を自ら評価し改
善しようとしている。情報モラルに配慮して
情報社会に主体的に参画しようとしている。
情報モラルに配慮して情報社会に主体的に参
画しようとしている。⑦情報モラルに配慮し
て情報社会に主体的に参画しようとしてい
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単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態



１
学
期

A 単元:情報社会の問題解決
【知識及び技能】
（ア）情報やメディアの特性を踏
まえ、情報の科学的な見方・考え
方を情報やメディアの特性を踏ま
え、情報と情報技術を活用して問
題を発見・解決する方法を身に付
けること。
（イ）情報に関する法規や制度、
情報セキュリティの重要性、情報
社会における個人の責任及び情報
モラルについて理解すること。
（ウ）情報技術が人や社会に果た
す役割と及ぼす影響について理解
すること。
【思考力、判断力、表現力等】
（ア）目的や状況に応じて、情報
と情報技術を適切かつ効果的に活
用して問題を発見・解決する方法
について考える。
（イ）情報に関する法規や制度及
びマナーの意義、情報社会におい
て個人の果たす役割や責任、情報
モラルなどについて、それらの背
景を科学的に捉え、考察する。
（ウ）情報と情報技術の適切かつ
効果的な活用と望ましい情報社会
の構築について考察する。
【学びに向かう力、人間性等】
情報社会における問題の発見・解
決に情報と情報技術を適正かつ効
果的に活用しようとする態度、情
報モラルに配慮して情報社会に主
体的に参画しようとする態度を身
に付ける。

〇情報の特性
〇メディアの特性
〇問題解決の考え方
〇法の重要性と意義
　（知的財産権　個人情報）
〇情報社会と情報セキュリティ
〇情報技術の発展による生活の変
化
〇情報社会の発展による社会の変
化

ＣＡＬＬ室のデスクトップＰＣと
ＢＹＯＤ端末、それにスマートホ
ンを使い、クラウドサービスを利
用した情報の共有（学習資料や実
習サンプルの提示や配布）および
意見の収集や課題等の提出物の回
収を行う。

【知識・技能】
　①情報とデータの違いについて理解してい
る。情報の特性について理解している。②メ
ディアの3つの特性とそれぞれのメリットと
デメリットについて理解している。メディア
が人や社会に果たす役割と及ぼす影響につい
て理解している。③問題を発見する技能を身
につけている。問題解決の一連の流れにおい
て、それぞれの過程で必要になることを理解
している。問題解決の流れについて理解して
いる。情報や情報技術を活用して問題を発
見・解決する技能を身につけている。④情報
社会における著作権侵害について理解してい
る。情報や情報技術を活用して問題を発見・
解決する技能を身につけている。知的財産
権、産業財産権、著作権について理解してい
る。著作物と著作権について理解している。
著作権者の権利を守りながら著作物を利用す
るための方法について理解している。⑤個人
情報について理解している。情報や情報技術
を活用して問題を発見・解決する技能を身に
つけている。個人情報の保護に関する法律に
ついて理解している。⑥サイバー犯罪につい
て理解している。情報や情報技術を活用して
問題を発見・解決する技能を身につけてい
る。サイバー犯罪の分類について理解してい
る。情報セキュリティの確保の重要性につい
て理解している。情報通信技術を悪用したさ
まざまな犯罪について理解している。⑦ソー
シャルメディアについて理解している。情報
や情報技術を活用して問題を発見・解決する
技能を身につけている。ソーシャルメディア
がわたしたちの生活に与える影響について理
解している。ソーシャルメディアの利用にあ
たってわたしたちが果たすべき役割について
理解している。情報や情報技術を活用して問
題を発見・解決する技能を身につけている。
⑧情報技術の発展による社会の変化について
理解している。情報社会が抱える問題と、そ
れらの問題を解決していくことの重要性につ
いて理解している。
【思考・判断・表現】
①情報の特性を観点に分けて考えることがで
きる。具体的な特性を理由とともに説明でき
る。②目的や状況に応じて、適切なメディア
を選択することができる。理由とともにメ
ディアの捉え方を説明することができる。③
目的や状況に応じて、問題を発見・解決する
方法について考えることができる。目的や状
況に応じて、情報を適切に活用して問題を発
見し、解決のためのアイデアについて考える
ことができる。④目的や状況に応じて、情報
と情報技術を適切かつ効果的に活用して問題
を発見・解決する方法について考えることが
できる。情報社会において個人の果たす役割
や責任、情報モラルなどについて、それらの
背景を科学的に捉え、考えることができる。
情報と情報技術の適切かつ効果的な活用と望
ましい情報社会の構築について考えることが
できる。情報に関する法規や制度及びマナー
の意義、情報社会において個人の果たす役割
や責任、情報モラルなどについて、それらの
背景を科学的に捉え、考えることができる。
情報に関する法規や制度及びマナーの意義、
情報社会において個人の果たす役割や責任、
情報モラルなどについて、それらの背景を科
学的に捉え、考えることができる。⑤目的や
状況に応じて、情報と情報技術を適切かつ効
果的に活用して問題を発見・解決する方法に
ついて考えることができる。情報に関する法
規や制度の重要性、情報社会における個人の
責任及び情報モラルについて、それらの背景
を科学的に捉え、考えることができる。情報
と情報技術の適切かつ効果的な活用と望まし
い情報社会の構築について考えることができ
る。⑥目的や状況に応じて、情報と情報技術
を適切かつ効果的に活用して問題を発見・解
決する方法について考えることができる。情
報に関する法規や制度の重要性、情報社会に
おける個人の責任及び情報モラルについて、
それらの背景を科学的に捉え、考えることが
できる。情報と情報技術の適切かつ効果的な
活用と望ましい情報社会の構築について考え
ることができる。情報に関する法規や制度及
びマナーの意義、情報社会において個人の果
たす役割や責任、情報モラルなどについて、
それらの背景を科学的に捉え、考えることが
できる。情報に関する法規や制度及びマナー
の意義、情報社会において個人の果たす役割
や責任、情報モラルなどについて、それらの
背景を科学的に捉え、考えることができる。
⑦目的や状況に応じて、情報と情報技術を適
切かつ効果的に活用して問題を発見・解決す
る方法について考えることができる。情報に
関する法規や制度の重要性、情報社会におけ
る個人の責任及び情報モラルについて、それ
らの背景を科学的に捉え、考えることができ
る。情報と情報技術の適切かつ効果的な活用
と望ましい情報社会の構築について考えるこ
とができる。⑧情報と情報技術の適切かつ効
果的な活用と望ましい情報社会の構築につい
て考えることができる。目的や状況に応じ
て、情報と情報技術を適切かつ効果的に活用
して問題を発見・解決する方法について考え
ることができる。情報に関する法規や制度の
重要性、情報社会における個人の責任及び情
報モラルについて、それらの背景を科学的に
捉え、考えることができる。情報と情報技術
の適切かつ効果的な活用と望ましい情報社会
の構築について考えることができる。情報と
情報技術の適切かつ効果的な活用と望ましい
情報社会の構築について考えることができ
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
①情報の特性が果たす意義や、留意点に気づ

き、情報と情報技術を適切かつ効果的に活⽤
しようとしている。②メディアの特性が果た
す意義や、留意点に気づき、情報と情報技術

を適切かつ効果的に活⽤しようとしている。

③問題の発見・解決について主体的に取り組
もうとしている。解決する過程や解決案を改
善しようとしている。情報社会における問題
の発見・解決に、情報と情報技術を適切かつ
効果的に活用しようとしている。また、自己
調整しながら、解決する過程や解決案を自ら
評価し改善しようとしている。④情報社会に
おける問題の発見・解決に、情報と情報技術
を適切かつ効果的に活用しようとしている。
また、自己調整しながら、解決する過程や解
決案を自ら評価し改善しようとしている。情
報モラルに配慮して情報社会に主体的に参画
しようとしている。④情報モラルに配慮して
情報社会に主体的に参画しようとしている。
情報モラルに配慮して情報社会に主体的に参
画しようとしている。⑤情報社会における問
題の発見・解決に、情報と情報技術を適切か
つ効果的に活用しようとしている。また、自
己調整しながら、解決する過程や解決案を自
ら評価し改善しようとしている。情報モラル
に配慮して情報社会に主体的に参画しようと
している。⑥情報社会における問題の発見・
解決に、情報と情報技術を適切かつ効果的に
活用しようとしている。また、自己調整しな
がら、解決する過程や解決案を自ら評価し改
善しようとしている。情報モラルに配慮して
情報社会に主体的に参画しようとしている。
情報モラルに配慮して情報社会に主体的に参
画しようとしている。⑦情報モラルに配慮し
て情報社会に主体的に参画しようとしてい
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B単元：コミュニケーションと情報
デザイン
【知識及び技能】
（ア）メディアの特性とコミュニ
ケーション手段の特徴について、
その変遷も踏まえて科学的に理解
すること。
（イ）情報デザインが人や社会に
果たしている役割を理解するこ
と。
（ウ）効果的なコミュニケーショ
ンを行うための情報デザインの考
え方や方法を理解し表現する技能
を身に付けること。
【思考力、判断力、表現力等】
（ア）メディアとコミュニケー
ション手段の関係を科学的に捉
え、それらを目的や状況に応じて
適切に選択すること。
（イ）コミュニケーションの目的
を明確にして、適切かつ効果的な
情報デザインを考えること。
（ウ）効果的なコミュニケーショ
ンを行うための情報デザインの考
え方や方法に基づいて表現し、評
価し改善すること。
【学びに向かう力、人間性等】情
報と情報技術を活用して効果的な
コミュニケーションを行う態度を
身に付ける。

【知識・技能】
①コミュニケーションの手段の発達について
理解している。メディアの発達により生じる
課題の原因を理解している。メディア・リテ
ラシーの必要性について理解している。コ
ミュニケーションの形態について理解してい
る。インターネットの特性について理解して
いる。メディアによって伝えることができる
表現の種類が異なることを理解している。パ
ケット通信技術について理解している。ブ
ロードバンド、携帯電話網の無線通信技術の
発展について理解している。インターネット
が普及したことにより情報格差が生まれたこ
とについて理解している。ソーシャルメディ
アのしくみについて理解している。公開範囲
の設定を限定公開に変更する方法について理
解している。無料でサービスを利用できる理
由について理解している。②アナログとデジ
タルの違いについて理解している。２進法・
10進法・16進法の相互変換について理解して
いる。文字コードのエンコーディングについ
て理解している。ビットマップフォントとア
ウトラインフォントの違いを理解している。
ランレングス圧縮とハフマンの符号化の圧縮
について理解している。可逆圧縮と非可逆圧
縮について理解している。
【思考・判断・表現】
①メディアが発達したことにより、便利に
なったことと課題について考えることができ
る。インターネットの特性を踏まえ、情報発
信時に誹謗中傷や人権に配慮できているかを
判断できる。情報の信憑性を判断し、内容が
正しいか見極めることができる。目的に応じ
たメディアの選択ができる。通信が高速化し
たことにより、どのようなことができるよう
になったか考えることができる。情報格差の
問題点について考えることができる。自分の
発信する情報がどこまで影響があるかを考
え、適切に発信することができる。②アナロ
グとデジタルのそれぞれの利点と欠点につい
て考えることができる。ビットマップフォン
トとアウトラインフォントの違いについて考
えることができる。自分でつくったデータを
圧縮し、他者がつくった圧縮データを展開す
ることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
①メディアの種類を振り返り、自らの学習を
調整しょうとしている。メディアが発達した
ことにより、生じた課題について主体的に考
えようとしている。普段使っているコミュニ
ケーションの手段について、その特性を積極
的に考えようとしている。実際に起こった事
例を積極的に調べ、考えを深めようとしてい
る。5Gが普及することで実現されるサービス
の調査に粘り強く取り組み、考えを深めよう
としている。情報格差の問題点、解消するア
イデアについて考えようとしている。スマー
トフォンなどの利用について考え、理解を深
めようとしている。ソーシャルメディアの公
開設定を確認し、理解しようとしている。②
身近なアナログとデジタルのデータを扱って
いるものを積極的に探し、理解を深めようと
している。文字のエンコーディングやデコー
ディングについて、興味を持って課題に取り
組もうとしている。圧縮と展開の活動に積極
的に取り組み、理解しようとしている。

4〇 〇 〇

〇メディアとコミュニケーション
　（コミュニケーションとメディ
アの活用　コミュニケーション手
段の特性　インターネットの発展
情報機器のパーソナル化とソー
シャルメディア）
〇情報のデジタル化
　（コンピュータとデジタルデー
タ　文字のデジタル表現　データ
の圧縮　音のデジタル化　画像の
デジタル化　動画のデジタル化
情報のデジタル化とデータ量）

ＣＡＬＬ室のデスクトップＰＣと
ＢＹＯＤ端末、それにスマートホ
ンを使い、クラウドサービスを利
用した情報の共有（学習資料や実
習サンプルの提示や配布）および
意見の収集や課題等の提出物の回
収を行う。



１
学
期

B単元：コミュニケーションと情報
デザイン
【知識及び技能】
（ア）メディアの特性とコミュニ
ケーション手段の特徴について、
その変遷も踏まえて科学的に理解
すること。
（イ）情報デザインが人や社会に
果たしている役割を理解するこ
と。
（ウ）効果的なコミュニケーショ
ンを行うための情報デザインの考
え方や方法を理解し表現する技能
を身に付けること。
【思考力、判断力、表現力等】
（ア）メディアとコミュニケー
ション手段の関係を科学的に捉
え、それらを目的や状況に応じて
適切に選択すること。
（イ）コミュニケーションの目的
を明確にして、適切かつ効果的な
情報デザインを考えること。
（ウ）効果的なコミュニケーショ
ンを行うための情報デザインの考
え方や方法に基づいて表現し、評
価し改善すること。
【学びに向かう力、人間性等】情
報と情報技術を活用して効果的な
コミュニケーションを行う態度を
身に付ける。

〇 7

【知識・技能】
①コミュニケーションの手段の発達について
理解している。メディアの発達により生じる
課題の原因を理解している。メディア・リテ
ラシーの必要性について理解している。コ
ミュニケーションの形態について理解してい
る。インターネットの特性について理解して
いる。メディアによって伝えることができる
表現の種類が異なることを理解している。パ
ケット通信技術について理解している。ブ
ロードバンド、携帯電話網の無線通信技術の
発展について理解している。インターネット
が普及したことにより情報格差が生まれたこ
とについて理解している。ソーシャルメディ
アのしくみについて理解している。公開範囲
の設定を限定公開に変更する方法について理
解している。無料でサービスを利用できる理
由について理解している。②アナログとデジ
タルの違いについて理解している。２進法・
10進法・16進法の相互変換について理解して
いる。文字コードのエンコーディングについ
て理解している。ビットマップフォントとア
ウトラインフォントの違いを理解している。
ランレングス圧縮とハフマンの符号化の圧縮
について理解している。可逆圧縮と非可逆圧
縮について理解している。
【思考・判断・表現】
①メディアが発達したことにより、便利に
なったことと課題について考えることができ
る。インターネットの特性を踏まえ、情報発
信時に誹謗中傷や人権に配慮できているかを
判断できる。情報の信憑性を判断し、内容が
正しいか見極めることができる。目的に応じ
たメディアの選択ができる。通信が高速化し
たことにより、どのようなことができるよう
になったか考えることができる。情報格差の
問題点について考えることができる。自分の
発信する情報がどこまで影響があるかを考
え、適切に発信することができる。②アナロ
グとデジタルのそれぞれの利点と欠点につい
て考えることができる。ビットマップフォン
トとアウトラインフォントの違いについて考
えることができる。自分でつくったデータを
圧縮し、他者がつくった圧縮データを展開す
ることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
①メディアの種類を振り返り、自らの学習を
調整しょうとしている。メディアが発達した
ことにより、生じた課題について主体的に考
えようとしている。普段使っているコミュニ
ケーションの手段について、その特性を積極
的に考えようとしている。実際に起こった事
例を積極的に調べ、考えを深めようとしてい
る。5Gが普及することで実現されるサービス
の調査に粘り強く取り組み、考えを深めよう
としている。情報格差の問題点、解消するア
イデアについて考えようとしている。スマー
トフォンなどの利用について考え、理解を深
めようとしている。ソーシャルメディアの公
開設定を確認し、理解しようとしている。②
身近なアナログとデジタルのデータを扱って
いるものを積極的に探し、理解を深めようと
している。文字のエンコーディングやデコー
ディングについて、興味を持って課題に取り
組もうとしている。圧縮と展開の活動に積極
的に取り組み、理解しようとしている。

4〇 〇 〇

〇 〇

２
学
期

B単元：コミュニケーションと情報
デザイン
【知識及び技能】
（ア）メディアの特性とコミュニ
ケーション手段の特徴について、
その変遷も踏まえて科学的に理解
すること。
（イ）情報デザインが人や社会に
果たしている役割を理解するこ
と。
（ウ）効果的なコミュニケーショ
ンを行うための情報デザインの考
え方や方法を理解し表現する技能
を身に付けること。
【思考力、判断力、表現力等】
（ア）メディアとコミュニケー
ション手段の関係を科学的に捉
え、それらを目的や状況に応じて
適切に選択すること。
（イ）コミュニケーションの目的
を明確にして、適切かつ効果的な
情報デザインを考えること。
（ウ）効果的なコミュニケーショ
ンを行うための情報デザインの考
え方や方法に基づいて表現し、評
価し改善すること。
【学びに向かう力、人間性等】
情報と情報技術を活用して効果的
なコミュニケーションを行う態度
を身に付ける。

〇情報デザイン
（情報デザインとは　情報デザイ
ンのプロセスと問題の発見　デザ
インの要件と設計・試作　評価と
改善・運用）

ＣＡＬＬ室のデスクトップＰＣと
ＢＹＯＤ端末、それにスマートホ
ンを使い、クラウドサービスを利
用した情報の共有（学習資料や実
習サンプルの提示や配布）および
意見の収集や課題等の提出物の回
収を行う。

【知識・技能】
③音のデジタル化のＡ／Ｄ変換について理解
している。画像のデジタル化のＡ／Ｄ変換に
ついて理解している。動画のデジタル化のし
くみを理解している。音、画像、動画のデー
タ量を求める計算について理解している。④
情報デザインの意味について理解している。
情報デザインの作業手順について理解してい
る。問題発見の重要性を理解している。デザ
インの要件に必要な事項を理解している。試
作を作成するためのソフトウェア操作の技能
を身につけている。評価の手法の種類や得ら
れる情報について理解している。情報デザイ
ンの意味について理解している。デザイン物
（ポスター・Webサイト）をつくる技能を身
についている。
【思考・判断・表現】
③サンプリング周波数や量子化ビット数が変
化すると、音がどうなるか説明することがで
きる。解像度を変えると、何がどのように変
わったか説明することができる。フレーム内
圧縮とフレーム間圧縮のデータ量の違いを説
明することができる。フレームレートが増え
ると見え方がどう変わるか説明できる。これ
まで学んだデジタル化や圧縮のしくみを説明
できる。音、画像、動画のデータの特性に応
じた適切な計算式を判断できる。④アートと
情報デザインの違いを考えることができる。
情報デザインの考えをもとに伝えたい情報を
表現することができる。身近な問題を考え、
表現することができる。情報デザインにより
解決できそうな問題を選ぶことができる。メ
ディアにあった表現を考えることができる。
要件に基づいてラフ・試作品を表現できる。
適切な評価の手法を選択できる。評価の結果
から、試作品の改善点を考えることができ
る。改善点を実際のデザインとして表現でき
る。問題と解決方法を適切に判断して選択で
きる。要件の定義など情報デザインの視点か
ら考えることができる。情報デザインの考え
をもとに表現できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
③自分のコンピュータやスマートフォンに
入っている音を積極的に探し理解を深めよう
としている。ディスプレイがどのようなしく
みで画像を表示しているか、積極的に調べよ
うとしている。撮影した写真を連続して表示
し、その内容から動画のしくみを理解しよう
としている。データを求める計算に積極的に
取り組み、理解を深めようとしている。④情
報デザインの力で問題解決に取り組もうとし
ている。グループの話し合いに積極的に関与
しようとしている。問題を自分事として考え
ようとしている。要件の定義を話し合う活動
に積極的に関与しようとしている。ラフをつ
くるときに、積極的にアイディアを出し、他
者の意見を尊重しながら問題を解決しようと
している。評価、改善の取り組みの重要性を
理解し、より良いものをつくろうとしてい
る。実際の運用に積極的に関わろうとしてい
る。問題を自分事として捉え、積極的に取り
組もうとしている。グループの協働作業に積
極的に関与しようとしている。

〇 〇

定期考査

〇メディアとコミュニケーション
　（コミュニケーションとメディ
アの活用　コミュニケーション手
段の特性　インターネットの発展
情報機器のパーソナル化とソー
シャルメディア）
〇情報のデジタル化
　（コンピュータとデジタルデー
タ　文字のデジタル表現　データ
の圧縮　音のデジタル化　画像の
デジタル化　動画のデジタル化
情報のデジタル化とデータ量）

ＣＡＬＬ室のデスクトップＰＣと
ＢＹＯＤ端末、それにスマートホ
ンを使い、クラウドサービスを利
用した情報の共有（学習資料や実
習サンプルの提示や配布）および
意見の収集や課題等の提出物の回
収を行う。



〇 7

C単元：コンピュータとプログラミ
ング
【知識及び技能】
（ア）コンピュータや外部装置の
仕組みや特徴、コンピュータでの
情報の内部表現と 計算に関する限
界について理解すること。
（イ）アルゴリズムを表現する手
段、プログラミングによってコン
ピュータや情報通 信ネットワーク
を活用する方法について理解し技
能を身に付けること。
（ウ）社会や自然などにおける事
象をモデル化する方法、シミュ
レーションを通して モデルを評価
し改善する方法について理解する
こと。
【思考力、判断力、表現力等】
（ア）コンピュータで扱われる情
報の特徴とコンピュータの能力と
の関係について考察すること。
（イ ） 目的に応じたアルゴリズ
ムを考え適切な方法で表現し、プ
ログラミングによりコンピュータ
や情報通信ネットワークを活用す
るとともに、その過程を評価し改
善すること。
（ウ）目的に応じたモデル化やシ
ミュレーションを適切に行うとと
もに、その結果を踏まえて問題の
適切な解決方法を考えること。
【学びに向かう力、人間性等】
モデル化やシミュレーションの考
え方を様々な場面で活用できるよ
うにするために、問題発見や解決
に役立て、問題の適切な解決方法
を考える力を育成する方法を身に
付ける。

〇コンピュータのしくみ
(コンピュータの基本的な構成　ソ
フトウェアとＯＳ　ＣＰＵとメモ
リ　ＣＰＵによる演算のしくみ
２進法による計算）
〇アルゴリズムとプログラム
（アルゴリズムの基本と表現方法
プログラムの構成要素　データの
扱い　アプリケーションの開発）
〇モデル化とシミュレーション
（モデル化とシミュレーション
コンピュータを利用したシミュ
レーション）

ＣＡＬＬ室のデスクトップＰＣと
ＢＹＯＤ端末、それにスマートホ
ンを使い、クラウドサービスを利
用した情報の共有（学習資料や実
習サンプルの提示や配布）および
意見の収集や課題等の提出物の回
収を行う。

【知識・技能】
①コンピュータの構成要素やデータの制御・
データの流れを理解している。ソフトウェア
の種類と、OSの役割について理解している。
CPUのしくみとその役割について理解してい
る。メインメモリの役割について理解してい
る。各論理回路のしくみについて理解してい
る。論理回路を組み合わせたものから自分で
真理値表を作成する技能を身につけている。
2進法の表現方法について理解している。2の
補数の考え方について理解している。浮動小
数点数の考え方について理解している。アル
ゴリズムの意味やプログラムとの関係を理解
している。②アルゴリズムの効率性の意味を
理解している。アルゴリズムの基本構造につ
いて理解している。アルゴリズムを表現する
図や表について理解している。プログラムの
構成要素である変数、データ型、演算の意味
や種類を理解している。プログラムの構成要
素である関数、ライブラリ、APIについて理
解している。プログラムとデータの関係につ
いて理解している。データ構造、配列につい
て理解している。プログラミングによってコ
ンピュータを活用する技能を身につけてい
る。乱数について理解している。プログラミ
ングによってコンピュータを活用する技能を
身につけている。2次元配列について理解し
ている。データの入れ替え方法について理解
している。データの並べ替え方法について理
解している。ユーザ定義関数について理解し
ている。③社会や自然などにおける事象をモ
デル化する方法について理解している。モデ
ル化とシミュレーションの手順について理解
している。モデル化とシミュレーションの手
順について理解し、モデルを使ってシミュ
レーションを行う技能を身につけている。
【思考・判断・表現】
①コンピュータを構成する各装置とデータの
流れと制御の流れを表現し、説明することが
できる。ハードウェアの３つの要素がどのよ
うな働きをするか説明できる。OSの役割につ
いて、イラストを描き、説明することができ
る。GUIとCUIの操作を通して、それぞれのメ
リットとデメリットを説明できる。コン
ピュータやスマートフォンの製品ページを見
て、ハードウェアの比較ができる。より良い
性能の製品を選ぶことができる。論理回路を
組み合わせたものから自分で真理値表を作成
できる。2の補数を表現できる。浮動小数点
数を表現できる。どのような場合に誤差が生
じるか考えることができる。②簡単な事例に
ついて、コンピュータに処理させる手順を文
章化できる。ある処理について、複数のアル
ゴリズムを考え、効率の高いものを判断でき
る。基本構造を組み合わせて、アルゴリズム
を構造化することができる。アルゴリズムを
図や表で表現し、アルゴリズムを可視化でき
る。演算例をもとにして、プログラミングの
構成要素について考え、正しい結果を出力す
ることができる。関数、ライブラリ、APIの
具体例から効果的な利用法を考えることがで
きる。プログラムの中のデータ（配列）を表
現したり、自分でアレンジしたりすることが
できる。プログラムをフローチャートで表現
することができる。プログラムの中身を理解
し、目的に応じて自分でアレンジすることが
できる。プログラムの中身を理解し、目的に
応じて自分でアレンジすることができる。2
次元配列を利用してプログラムを改良するこ
とができる。プログラムの中身を理解し、目
的に応じて自分でアレンジすることができ
る。③問題解決の場面に応じて、適切なモデ

ルを選択し表現することができる。⽬的に応

じたモデルを表現することができる。プログ
ラムによるシミュレーションのメリットとデ
メリットについて説明することができる。プ

ログラムを用いて、⽬的に応じたモデル化や

シミュレーションを適切に⾏い、その過程を

評価し改善することができる。プログラムを

用いて、⽬的に応じたモデル化やシミュレー

ションを適切に⾏い、その過程を評価し改善

することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
①スマートフォンの内部をインターネットで
調べる活動や、インタフェースを確認する活
動に積極的に取り組もうとしている。OSの種
類を探す活動に積極的に取り組もうとしてい
る。コンピュータのスペックを調べる課題に
積極的に取り組もうとしている。自ら真理値
表を考え作成しようとしている。理解を深め
るために、２進法のさまざまな計算に積極的
に取り組もうとしている。②身のまわりにあ
るコンピュータで処理できるような事例を自
ら考え、理解を深めようとしている。処理対
象を自分で考え、アルゴリズムを構造化、可
視化しようとしている。対象を自分で考え、
既存のプログラムを改良することで、プログ
ラミングの理解を深めようとしている。学ん
だ知識をもとにして、具体的な事例を自分で

探し、問題を解決しようとしている。⾝近な

問題の解決にプログラムを積極的に活用しよ
うとしている。プログラムの結果をもとに試

⾏錯誤しながら改善しようとしている。プロ

グラムの結果をもとに試⾏錯誤しながら改善

しようとしている。⾝近な問題の解決にプロ

グラムを積極的に活用しようとしている。プ
ログラムの過程・結果を粘り強く評価、改善

し、理解を深めようとしている。③⾝近な問

題を解決するためのモデル化に、積極的に取
り組もうとしている。問題解決の結果を振り
返り改善しようとしている。シミュレーショ

ンの結果をもとに試⾏錯誤しながら粘り強く

評価し改善しようとしている。シミュレー

ションの結果をもとに試⾏錯誤しながら粘り

強く評価し改善しようとしている。
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２
学
期

B単元：コミュニケーションと情報
デザイン
【知識及び技能】
（ア）メディアの特性とコミュニ
ケーション手段の特徴について、
その変遷も踏まえて科学的に理解
すること。
（イ）情報デザインが人や社会に
果たしている役割を理解するこ
と。
（ウ）効果的なコミュニケーショ
ンを行うための情報デザインの考
え方や方法を理解し表現する技能
を身に付けること。
【思考力、判断力、表現力等】
（ア）メディアとコミュニケー
ション手段の関係を科学的に捉
え、それらを目的や状況に応じて
適切に選択すること。
（イ）コミュニケーションの目的
を明確にして、適切かつ効果的な
情報デザインを考えること。
（ウ）効果的なコミュニケーショ
ンを行うための情報デザインの考
え方や方法に基づいて表現し、評
価し改善すること。
【学びに向かう力、人間性等】
情報と情報技術を活用して効果的
なコミュニケーションを行う態度
を身に付ける。

〇情報デザイン
（情報デザインとは　情報デザイ
ンのプロセスと問題の発見　デザ
インの要件と設計・試作　評価と
改善・運用）

ＣＡＬＬ室のデスクトップＰＣと
ＢＹＯＤ端末、それにスマートホ
ンを使い、クラウドサービスを利
用した情報の共有（学習資料や実
習サンプルの提示や配布）および
意見の収集や課題等の提出物の回
収を行う。

【知識・技能】
③音のデジタル化のＡ／Ｄ変換について理解
している。画像のデジタル化のＡ／Ｄ変換に
ついて理解している。動画のデジタル化のし
くみを理解している。音、画像、動画のデー
タ量を求める計算について理解している。④
情報デザインの意味について理解している。
情報デザインの作業手順について理解してい
る。問題発見の重要性を理解している。デザ
インの要件に必要な事項を理解している。試
作を作成するためのソフトウェア操作の技能
を身につけている。評価の手法の種類や得ら
れる情報について理解している。情報デザイ
ンの意味について理解している。デザイン物
（ポスター・Webサイト）をつくる技能を身
についている。
【思考・判断・表現】
③サンプリング周波数や量子化ビット数が変
化すると、音がどうなるか説明することがで
きる。解像度を変えると、何がどのように変
わったか説明することができる。フレーム内
圧縮とフレーム間圧縮のデータ量の違いを説
明することができる。フレームレートが増え
ると見え方がどう変わるか説明できる。これ
まで学んだデジタル化や圧縮のしくみを説明
できる。音、画像、動画のデータの特性に応
じた適切な計算式を判断できる。④アートと
情報デザインの違いを考えることができる。
情報デザインの考えをもとに伝えたい情報を
表現することができる。身近な問題を考え、
表現することができる。情報デザインにより
解決できそうな問題を選ぶことができる。メ
ディアにあった表現を考えることができる。
要件に基づいてラフ・試作品を表現できる。
適切な評価の手法を選択できる。評価の結果
から、試作品の改善点を考えることができ
る。改善点を実際のデザインとして表現でき
る。問題と解決方法を適切に判断して選択で
きる。要件の定義など情報デザインの視点か
ら考えることができる。情報デザインの考え
をもとに表現できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
③自分のコンピュータやスマートフォンに
入っている音を積極的に探し理解を深めよう
としている。ディスプレイがどのようなしく
みで画像を表示しているか、積極的に調べよ
うとしている。撮影した写真を連続して表示
し、その内容から動画のしくみを理解しよう
としている。データを求める計算に積極的に
取り組み、理解を深めようとしている。④情
報デザインの力で問題解決に取り組もうとし
ている。グループの話し合いに積極的に関与
しようとしている。問題を自分事として考え
ようとしている。要件の定義を話し合う活動
に積極的に関与しようとしている。ラフをつ
くるときに、積極的にアイディアを出し、他
者の意見を尊重しながら問題を解決しようと
している。評価、改善の取り組みの重要性を
理解し、より良いものをつくろうとしてい
る。実際の運用に積極的に関わろうとしてい
る。問題を自分事として捉え、積極的に取り
組もうとしている。グループの協働作業に積
極的に関与しようとしている。

〇 〇



D 単元：情報通信ネットワークの
しくみ
【知識及び技能】
（ア）情報通信ネットワークの仕
組みや構成要素、プロトコルの役
割及び情報セキュリティを確保す
るための方法や技術について理解
すること。
（イ）データを蓄積、管理、提供
する方法、情報通信ネットワーク
を介して情報システムがサービス
を提供する仕組みと特徴について
理解すること。
（ウ）データを表現、蓄積するた
めの表し方と、データを収集、整
理、分析する方法について理解し
技能を身に付けること。
【思考力、判断力、表現力等】
（ア）目的や状況に応じて、情報
通信ネットワークにおける必要な
構成要素を選択するとともに、情
報セキュリティを確保する方法に
ついて考えること。
（イ）情報システムが提供する
サービスの効果的な活用について
考えること。
（ウ）データの収集、整理、分析
及び結果の表現の方法を適切に選
択し、実行し、評価し改善するこ
と。
【学びに向かう力、人間性等】
情報技術を適切かつ効果的に活用
しようとする態度、データを多面
的に精査しようとする態度、情報
セキュリティなどに配慮して情報
社会に主体的に参画しようとする
態度を身に付ける。

C単元：コンピュータとプログラミ
ング
【知識及び技能】
（ア）コンピュータや外部装置の
仕組みや特徴、コンピュータでの
情報の内部表現と 計算に関する限
界について理解すること。
（イ）アルゴリズムを表現する手
段、プログラミングによってコン
ピュータや情報通 信ネットワーク
を活用する方法について理解し技
能を身に付けること。
（ウ）社会や自然などにおける事
象をモデル化する方法、シミュ
レーションを通して モデルを評価
し改善する方法について理解する
こと。
【思考力、判断力、表現力等】
（ア）コンピュータで扱われる情
報の特徴とコンピュータの能力と
の関係について考察すること。
（イ ） 目的に応じたアルゴリズ
ムを考え適切な方法で表現し、プ
ログラミングによりコンピュータ
や情報通信ネットワークを活用す
るとともに、その過程を評価し改
善すること。
（ウ）目的に応じたモデル化やシ
ミュレーションを適切に行うとと
もに、その結果を踏まえて問題の
適切な解決方法を考えること。
【学びに向かう力、人間性等】
モデル化やシミュレーションの考
え方を様々な場面で活用できるよ
うにするために、問題発見や解決
に役立て、問題の適切な解決方法
を考える力を育成する方法を身に
付ける。

〇コンピュータのしくみ
(コンピュータの基本的な構成　ソ
フトウェアとＯＳ　ＣＰＵとメモ
リ　ＣＰＵによる演算のしくみ
２進法による計算）
〇アルゴリズムとプログラム
（アルゴリズムの基本と表現方法
プログラムの構成要素　データの
扱い　アプリケーションの開発）
〇モデル化とシミュレーション
（モデル化とシミュレーション
コンピュータを利用したシミュ
レーション）

ＣＡＬＬ室のデスクトップＰＣと
ＢＹＯＤ端末、それにスマートホ
ンを使い、クラウドサービスを利
用した情報の共有（学習資料や実
習サンプルの提示や配布）および
意見の収集や課題等の提出物の回
収を行う。

【知識・技能】
①コンピュータの構成要素やデータの制御・
データの流れを理解している。ソフトウェア
の種類と、OSの役割について理解している。
CPUのしくみとその役割について理解してい
る。メインメモリの役割について理解してい
る。各論理回路のしくみについて理解してい
る。論理回路を組み合わせたものから自分で
真理値表を作成する技能を身につけている。
2進法の表現方法について理解している。2の
補数の考え方について理解している。浮動小
数点数の考え方について理解している。アル
ゴリズムの意味やプログラムとの関係を理解
している。②アルゴリズムの効率性の意味を
理解している。アルゴリズムの基本構造につ
いて理解している。アルゴリズムを表現する
図や表について理解している。プログラムの
構成要素である変数、データ型、演算の意味
や種類を理解している。プログラムの構成要
素である関数、ライブラリ、APIについて理
解している。プログラムとデータの関係につ
いて理解している。データ構造、配列につい
て理解している。プログラミングによってコ
ンピュータを活用する技能を身につけてい
る。乱数について理解している。プログラミ
ングによってコンピュータを活用する技能を
身につけている。2次元配列について理解し
ている。データの入れ替え方法について理解
している。データの並べ替え方法について理
解している。ユーザ定義関数について理解し
ている。③社会や自然などにおける事象をモ
デル化する方法について理解している。モデ
ル化とシミュレーションの手順について理解
している。モデル化とシミュレーションの手
順について理解し、モデルを使ってシミュ
レーションを行う技能を身につけている。
【思考・判断・表現】
①コンピュータを構成する各装置とデータの
流れと制御の流れを表現し、説明することが
できる。ハードウェアの３つの要素がどのよ
うな働きをするか説明できる。OSの役割につ
いて、イラストを描き、説明することができ
る。GUIとCUIの操作を通して、それぞれのメ
リットとデメリットを説明できる。コン
ピュータやスマートフォンの製品ページを見
て、ハードウェアの比較ができる。より良い
性能の製品を選ぶことができる。論理回路を
組み合わせたものから自分で真理値表を作成
できる。2の補数を表現できる。浮動小数点
数を表現できる。どのような場合に誤差が生
じるか考えることができる。②簡単な事例に
ついて、コンピュータに処理させる手順を文
章化できる。ある処理について、複数のアル
ゴリズムを考え、効率の高いものを判断でき
る。基本構造を組み合わせて、アルゴリズム
を構造化することができる。アルゴリズムを
図や表で表現し、アルゴリズムを可視化でき
る。演算例をもとにして、プログラミングの
構成要素について考え、正しい結果を出力す
ることができる。関数、ライブラリ、APIの
具体例から効果的な利用法を考えることがで
きる。プログラムの中のデータ（配列）を表
現したり、自分でアレンジしたりすることが
できる。プログラムをフローチャートで表現
することができる。プログラムの中身を理解
し、目的に応じて自分でアレンジすることが
できる。プログラムの中身を理解し、目的に
応じて自分でアレンジすることができる。2
次元配列を利用してプログラムを改良するこ
とができる。プログラムの中身を理解し、目
的に応じて自分でアレンジすることができ
る。③問題解決の場面に応じて、適切なモデ

ルを選択し表現することができる。⽬的に応

じたモデルを表現することができる。プログ
ラムによるシミュレーションのメリットとデ
メリットについて説明することができる。プ

ログラムを用いて、⽬的に応じたモデル化や

シミュレーションを適切に⾏い、その過程を

評価し改善することができる。プログラムを

用いて、⽬的に応じたモデル化やシミュレー

ションを適切に⾏い、その過程を評価し改善

することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
①スマートフォンの内部をインターネットで
調べる活動や、インタフェースを確認する活
動に積極的に取り組もうとしている。OSの種
類を探す活動に積極的に取り組もうとしてい
る。コンピュータのスペックを調べる課題に
積極的に取り組もうとしている。自ら真理値
表を考え作成しようとしている。理解を深め
るために、２進法のさまざまな計算に積極的
に取り組もうとしている。②身のまわりにあ
るコンピュータで処理できるような事例を自
ら考え、理解を深めようとしている。処理対
象を自分で考え、アルゴリズムを構造化、可
視化しようとしている。対象を自分で考え、
既存のプログラムを改良することで、プログ
ラミングの理解を深めようとしている。学ん
だ知識をもとにして、具体的な事例を自分で

探し、問題を解決しようとしている。⾝近な

問題の解決にプログラムを積極的に活用しよ
うとしている。プログラムの結果をもとに試

⾏錯誤しながら改善しようとしている。プロ

グラムの結果をもとに試⾏錯誤しながら改善

しようとしている。⾝近な問題の解決にプロ

グラムを積極的に活用しようとしている。プ
ログラムの過程・結果を粘り強く評価、改善

し、理解を深めようとしている。③⾝近な問

題を解決するためのモデル化に、積極的に取
り組もうとしている。問題解決の結果を振り
返り改善しようとしている。シミュレーショ

ンの結果をもとに試⾏錯誤しながら粘り強く

評価し改善しようとしている。シミュレー

ションの結果をもとに試⾏錯誤しながら粘り

強く評価し改善しようとしている。
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〇情報通信ネットワークのしくみ
（コンピュータネットワーク
ネットワークの接続　プロトコル
とＩＰ　データ転送のしくみ　情
報セキュリティの確保と対策　暗
号化のしくみ　暗号化と認証技
術）
〇情報システムとデータベース
（情報システムにおけるデータ
ベース　ＤＢＭＳとデータモデ
ル）
〇データの活用
（データの収集と整理　数値デー
タの分析　テキストデータの分
析）

ＣＡＬＬ室のデスクトップＰＣと
ＢＹＯＤ端末、それにスマートホ
ンを使い、クラウドサービスを利
用した情報の共有（学習資料や実
習サンプルの提示や配布）および
意見の収集や課題等の提出物の回
収を行う。

【知識・技能】
①機器同士を情報通信ネットワークで接続す
るしくみを理解している。情報通信ネット
ワークを構成する要素とその役割を理解して
いる。無線LANと有線LANの接続形態について
理解している。情報通信におけるプロトコル
の重要性やしくみについて理解している。パ
ケット通信のしくみについて理解している。
IPの役割とIPアドレスについて理解してい
る。TCPとUDP、HTTPの役割について理解して
いる。メイン名とDNS、電子メールのプロト
コルについて理解している。情報セキュリ
ティに求められる3つの要素について理解し
ている。認証技術、OSやアプリのアップデー
トの必要性を理解し、適切に使用・実行する
技能を身につけている。共通鍵暗号方式と公
開鍵暗号方式について理解している。デジタ
ル署名やデジタル証明書、通信されるデータ
を暗号化するプロトコルのしくみとその必要
性について理解している。②身のまわりにあ
る情報システムについて理解している。デー
タベースについて理解している。情報システ
ムとデータベースの関係について理解してい
る。データがどのように活用されているか理
解している。DBMSの役割とその必要性につい
て理解している。NoSQLについて理解してい
る。③データ分析の手順について理解してい
る。データの収集についてさまざまな方法が
あることを理解している。量的データ、質的
データの違いについて理解している。数値
データの分析手法について理解している。テ
キストデータの処理方法について理解してい
る。Webサービスを利用しないテキストデー
タを分析する方法について理解している。
【思考・判断・表現】
①目的や状況に応じて、情報通信ネットワー
クにおける構成要素を選択することができ
る。有線LANと無線LANを状況によって使い分
け、小規模なネットワークを設計することが
できる。コンピュータネットワークでどのよ
うに情報がやり取りされているか説明するこ
とができる。URLやメールアドレスを見ただ
けで、どのような組織なのか判断できる。
HTTPを用いたWebブラウザとWebサーバのやり
取りを説明できる。電子メールでメッセージ
をやり取りするしくみを説明できる。認証技
術のしくみを知り、適切な使用を判断でき
る。ファイアウォールにおけるパケットフィ
ルタリングの機能について説明できる。共通
鍵暗号方式と公開鍵暗号方式の違いや、それ
ぞれのしくみを説明することができる。公衆
無線LANやWebブラウザの危険を予測でき、安
全・安心に利用する、場合によっては利用し
ない選択ができる。②情報システムを構成す
る技術が各種分野でも利用されていることが
考えられる。未来の情報システムについて具
体的にイメージできる。各情報システムから
得られる情報について調査し、どのような分
野に応用されるか考えることができる。調査
内容を発表できる。データモデルの違いを考
え、データモデルの種類に応じて設計でき
る。DBMSの種類について長所・短所を整理す
ることができる。非構造化データが実際に利
用されている例を説明することができる。③
データ収集方法によるメリット、デメリット
を判断し、適切な方法で実習のためのデータ
収集ができる。データ分析に必要なオープン
データをインターネットから取得し、データ
分析が行いやすいようデータの整理ができ
る。身のまわりのデータを分類することがで
きる。表計算ソフトウェアを利用して数値
データの分析・表現することができる。適切
な処理結果を得るため、どのようにデータク
レンジングすればよいか考えることができ
る。テキストマイニングの結果からデータの
特徴を抽出できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
①情報通信ネットワークに興味を持ち、主体
的に活用しようとしている。情報通信ネット
ワークを適切かつ効果的に活用しようとして
いる。情報の科学的な見方・考え方を働かせ
て、情報通信ネットワークのしくみを理解し
ようとしている。情報通信ネットワークを使
うときに、目的や方法に応じて使用されてい
るプロトコルやドメイン名を理解しながら活
用しようとしている。パソコンやスマート
フォンのOSやアプリを最新の状態に保ち、安
全に使用しようとしている。情報セキュリ
ティの科学的な理解に努め、情報通信ネット
ワークを適切に活用しようとしている。情報
セキュリティに配慮して、情報社会に主体的

〇 〇 〇
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D 単元：情報通信ネットワークの
しくみ
【知識及び技能】
（ア）情報通信ネットワークの仕
組みや構成要素、プロトコルの役
割及び情報セキュリティを確保す
るための方法や技術について理解
すること。
（イ）データを蓄積、管理、提供
する方法、情報通信ネットワーク
を介して情報システムがサービス
を提供する仕組みと特徴について
理解すること。
（ウ）データを表現、蓄積するた
めの表し方と、データを収集、整
理、分析する方法について理解し
技能を身に付けること。
【思考力、判断力、表現力等】
（ア）目的や状況に応じて、情報
通信ネットワークにおける必要な
構成要素を選択するとともに、情
報セキュリティを確保する方法に
ついて考えること。
（イ）情報システムが提供する
サービスの効果的な活用について
考えること。
（ウ）データの収集、整理、分析
及び結果の表現の方法を適切に選
択し、実行し、評価し改善するこ
と。
【学びに向かう力、人間性等】
情報技術を適切かつ効果的に活用
しようとする態度、データを多面
的に精査しようとする態度、情報
セキュリティなどに配慮して情報
社会に主体的に参画しようとする
態度を身に付ける。

〇情報通信ネットワークのしくみ
（コンピュータネットワーク
ネットワークの接続　プロトコル
とＩＰ　データ転送のしくみ　情
報セキュリティの確保と対策　暗
号化のしくみ　暗号化と認証技
術）
〇情報システムとデータベース
（情報システムにおけるデータ
ベース　ＤＢＭＳとデータモデ
ル）
〇データの活用
（データの収集と整理　数値デー
タの分析　テキストデータの分
析）

ＣＡＬＬ室のデスクトップＰＣと
ＢＹＯＤ端末、それにスマートホ
ンを使い、クラウドサービスを利
用した情報の共有（学習資料や実
習サンプルの提示や配布）および
意見の収集や課題等の提出物の回
収を行う。

【知識・技能】
①機器同士を情報通信ネットワークで接続す
るしくみを理解している。情報通信ネット
ワークを構成する要素とその役割を理解して
いる。無線LANと有線LANの接続形態について
理解している。情報通信におけるプロトコル
の重要性やしくみについて理解している。パ
ケット通信のしくみについて理解している。
IPの役割とIPアドレスについて理解してい
る。TCPとUDP、HTTPの役割について理解して
いる。メイン名とDNS、電子メールのプロト
コルについて理解している。情報セキュリ
ティに求められる3つの要素について理解し
ている。認証技術、OSやアプリのアップデー
トの必要性を理解し、適切に使用・実行する
技能を身につけている。共通鍵暗号方式と公
開鍵暗号方式について理解している。デジタ
ル署名やデジタル証明書、通信されるデータ
を暗号化するプロトコルのしくみとその必要
性について理解している。②身のまわりにあ
る情報システムについて理解している。デー
タベースについて理解している。情報システ
ムとデータベースの関係について理解してい
る。データがどのように活用されているか理
解している。DBMSの役割とその必要性につい
て理解している。NoSQLについて理解してい
る。③データ分析の手順について理解してい
る。データの収集についてさまざまな方法が
あることを理解している。量的データ、質的
データの違いについて理解している。数値
データの分析手法について理解している。テ
キストデータの処理方法について理解してい
る。Webサービスを利用しないテキストデー
タを分析する方法について理解している。
【思考・判断・表現】
①目的や状況に応じて、情報通信ネットワー
クにおける構成要素を選択することができ
る。有線LANと無線LANを状況によって使い分
け、小規模なネットワークを設計することが
できる。コンピュータネットワークでどのよ
うに情報がやり取りされているか説明するこ
とができる。URLやメールアドレスを見ただ
けで、どのような組織なのか判断できる。
HTTPを用いたWebブラウザとWebサーバのやり
取りを説明できる。電子メールでメッセージ
をやり取りするしくみを説明できる。認証技
術のしくみを知り、適切な使用を判断でき
る。ファイアウォールにおけるパケットフィ
ルタリングの機能について説明できる。共通
鍵暗号方式と公開鍵暗号方式の違いや、それ
ぞれのしくみを説明することができる。公衆
無線LANやWebブラウザの危険を予測でき、安
全・安心に利用する、場合によっては利用し
ない選択ができる。②情報システムを構成す
る技術が各種分野でも利用されていることが
考えられる。未来の情報システムについて具
体的にイメージできる。各情報システムから
得られる情報について調査し、どのような分
野に応用されるか考えることができる。調査
内容を発表できる。データモデルの違いを考
え、データモデルの種類に応じて設計でき
る。DBMSの種類について長所・短所を整理す
ることができる。非構造化データが実際に利
用されている例を説明することができる。③
データ収集方法によるメリット、デメリット
を判断し、適切な方法で実習のためのデータ
収集ができる。データ分析に必要なオープン
データをインターネットから取得し、データ
分析が行いやすいようデータの整理ができ
る。身のまわりのデータを分類することがで
きる。表計算ソフトウェアを利用して数値
データの分析・表現することができる。適切
な処理結果を得るため、どのようにデータク
レンジングすればよいか考えることができ
る。テキストマイニングの結果からデータの
特徴を抽出できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
①情報通信ネットワークに興味を持ち、主体
的に活用しようとしている。情報通信ネット
ワークを適切かつ効果的に活用しようとして
いる。情報の科学的な見方・考え方を働かせ
て、情報通信ネットワークのしくみを理解し
ようとしている。情報通信ネットワークを使
うときに、目的や方法に応じて使用されてい
るプロトコルやドメイン名を理解しながら活
用しようとしている。パソコンやスマート
フォンのOSやアプリを最新の状態に保ち、安
全に使用しようとしている。情報セキュリ
ティの科学的な理解に努め、情報通信ネット
ワークを適切に活用しようとしている。情報
セキュリティに配慮して、情報社会に主体的

〇 〇 〇
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